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煌こう帝ていのバトルスローネ！②








井上悠宇





角川スニーカー文庫









本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　プロローグ　Prologue







　Ａ区に現れるレインコート女の噂うわさを知っているだろうか。




　桜も散った梅雨つゆの時期。

　シトシトと雨の降る夜道。傘かさを差しながら歩いていると、前方の黄色い街路灯の下に佇たたずむ黒いレインコートの姿がある。フードを目ま深ぶかに被かぶり、雨の中、何をしているわけでもなく、じっとこちらを窺うかがっているようで気味が悪い。足早に通りすぎようとすると、「ねえ」と声をかけられる。何事かと立ち止まると、そのレインコートの人物はフードをまくって、こう尋たずねてくるのだそうだ。




「私っテ綺き麗れい？　嫉しつ妬とすル？」




　そこに現れたのは、何もなく、つるりとした卵のような顔。

　悲鳴を上げると、レインコートの人物は手に持ったナイフで、こちらの顔をズタズタに切り裂さき、奇き声せいを上げながら夜空を飛んで去っていくのだという。

　まるで〝口くち裂さけ女〟と〝のっぺらぼう〟を掛かけあわせたような、幼よう稚ちな怪かい談だんである。

　しかし、Ａ区の学生たちが、ポケットに小こ銭ぜにをたくさん入れて、ジャラジャラと音をたてて歩いている様を見かけたら、この噂が原因だと思っていいだろう。何でも、そのレインコート女はお金が嫌きらいらしく、小銭を投げつけると逃にげ去っていくらしい。彼ら、もしくは彼女らは、その音に魔ま除よけの効果があると信じているのだ。

　かつて巷ちまたを騒さわがせた〝血まみれ妖よう精せい〟の噂といい、Ａ区の住民の噂好きにも困ったものだが、やはり火のないところに煙けむりは立たず、この眉まゆ唾つばなレインコート女の噂にも、原因になったと思われる事件がある。

　この時期、確かにＡ区にはレインコートを着て人を襲おそう者がいた。

　夜な夜な、道行く若い女性の前に突とつ然ぜん現れては、驚おどろかして去っていくのである。最初はただ驚かせるだけだったが、事件は次し第だいにエスカレートしていき、最終的には傷害事件としてニュースにも取り上げられる事となった。

　この事件がレインコート女のモデルになったことは間ま違ちがいないだろう。

　さらに、付け加えて言うならば、その怪かい人じん物ぶつは、ついこの間できたばかりの水族館、アクアファンタジアを半はん壊かいさせ、一時休館に追いやった事件とも関係がある。

　いや、その怪人物の出現こそが、事件の予兆であったと言うべきか。




　湿しつ気けのせいで教室の窓は、外が見えなくなるくらいに曇くもっていた。

　窓の水すい滴てきを拭ぬぐうと、外は雨が降っている。今は梅雨。ジメジメとして陰いん湿しつな季節。




　──事の発ほつ端たんは、僕のクラスに転校生がやってきたことだった。







　第一章　襲撃　Attack







「……園えん城じよう美み愛あです」

　転校生は澄すんだ鈴すずの音のような綺麗な声をしていた。

　まるで闇やみを溶とかしたような長い黒くろ髪かみに、白磁を思わせる白い肌はだ。切れ長な瞳ひとみの端たん整せいな顔立ちに、スラリと伸のびた長い足。モデル雑誌の表紙を飾かざっていてもおかしくないくらいスタイルが良い。

　しかし、どことなく憂ゆう愁しゆうをたたえた表情は、ガラス細工のように精せい緻ちで壊こわれやすく感じられ、誰だれかを幸せにするのではなく、不幸にしてしまうような雰ふん囲い気きを醸かもし出していた。




　それは魔ま性しようを秘ひめた美しさだった、と表現した方がしっくりくるだろう。

「今日からよろしくお願いします」

　そんな美しい転校生の登場に、クラスメートは騒そう然ぜんとする。

　幻想世界ギルテイアと呼ばれる異世界からやってきた竜りゆう姫ひめイラが学校に潜もぐり込んだのが、ついこの間の話。その熱も冷めやらない内に、新たな転校生が来る。

　転校生なんてそんなに頻ひん繁ぱんに来るものなのだろうか？

　いや、イラが割り込んだせいで、転校生が多く感じられるだけかもしれない。しかし、そうだとしても、これでは他ほかのクラスに比べて二人も人数が多くなってしまう。

　元々予定されていた転校でも、今の状じよう況きようであれば、他のクラスに組み込まれるのが普ふ通つうなのではないだろうか。

「はいはーい、お静かに。ご覧のとおり、クラスメートが増えました！」

　このクラスの担任であるミス・チプは嬉うれしそうだ。

　本当の苗みよう字じは知ち武ぶなのだけれど、本人曰いわく、それでは発音の響ひびきが可愛かわいくない、とのことで、生徒にミス・チプと呼ばせている英語教師である。なんでもミス・チプのプはプリティのプらしい。

「えへへ、先生ねー、クジ運が良かったのー。美少女ゲットしちゃった！」

　転校生の振ふり分けは、クジで決めるような事ではない気がするけれど、いつも屈くつ託たくがない様子のミス・チプからは、冗じよう談だんなのかどうかの判別がつかなかった。

　前の席にいるお調子者の小こ松まつ野のが「うぉー、ミス・チプサイコー！」と叫さけんで、「はい、そこ、うるさい！　あと、もみあげ濃こい！」と間かん髪はつをいれずにミス・チプに注意される。もみあげが濃いのは校則違い反はんではないが、ミス・チプ曰く、もみあげが濃くて許されるのは英国紳しん士しのみ、だそうで、もみあげ濃い目な小松野は事あるごとに槍やり玉だまに挙げられていた。

「じゃあ、ビアリン、皆みんなと仲良くね！」

　早さつ速そく、親しげなあだ名をつけられた転校生だったが、

「……はい」

　と、伏ふし目なまま、ニコリともせずに答えた。

「えっと、席は……入り口近くの、あの一番奥の席で！」

　その席は、窓まど際ぎわにある僕の席から丁度反対側の位置にある。

　転校生は自分の席へと歩き始めた。

　真っ直すぐで綺麗な黒髪がさらりと後ろに流れる。女子にしては背も高く、背筋はピンと伸びて、歩き方にどことなく気品さえ感じられた。

「それから、委員長の滝たき川がわさん！　ビアリンはこの学校のことわからないと思うので、色々教えてあげてね」

　ミス・チプの言葉に、最前列にいるお下げ髪がみで眼鏡の、クラス委員長を絵に描かいたような滝川さんが「はい」と返事をした。

「なぁ、レイジ」

　小松野が、ニヤニヤした顔でこちらを向く。確かに、もみあげが濃い。

「すっげぇ美人だよな？　深窓の令れい嬢じようって感じで、俺のタイプだわ」

　最近よく話しかけてくるが、僕は小松野に対してそれほど気を許してはいない。

　それでも、僕は「そうだね」といつもの人当たりの良い笑えみを浮うかべた後、転校生に視線をやった。

　──いや、美人すぎる。

　イラをはじめ、幻想世界ギルテイアの住人たちは、皆一様に顔立ちが整っている。言い換かえれば、この世のものではないような、非の打ち所がない美人ばかりだ。

　転校生、園城美愛もその例にもれず、同じような美しさがあるように思われた。

　周囲から好こう奇きの視線が美愛に集まる中、着席した本人は素知らぬ顔で視線を下げている。恥はずかしがっているというよりは、無関心を装よそおっているように思えた。

　美しい転校生の登場に、ざわついているクラスを、

「はい、皆みなさん静かに！　静かにビークワしなさいイエツト！」

　ミス・チプが一いつ喝かつして、小松野も前に向き直った。

　幻想世界ギルテイアを統すべる煌こう帝ていを決める皇位継けい承しよう戦争。そこに住まう七つの種族をそれぞれ代表する種族王はこちらの世界にやってきて、互たがいの種族を象しよう徴ちようしたシンボルを奪うばい合う。

　そんな事態に巻き込まれて瀕ひん死しの重傷を負った僕は、重要なキーアイテムである〝憤ふん怒ど〟のシンボルを身体からだに埋うめ込むことで命を救われた。そして、身体が完全に治ち癒ゆするまでは、〝憤怒〟のシンボルを取り出すことができなくなった。

　だから、否いや応おうなく僕は、皇位継承戦争に参加し、〝憤怒〟のシンボルを奪われないように、戦うことを余よ儀ぎなくされている。

　僕は今、園城美愛が〝憤怒〟のシンボルを狙ねらってやってきた種族王の一人かもしれないと、疑っていた。

　しかし、わざわざ僕のクラスに転校してくる必要があるだろうか？

　前回、〝暴食〟の蟲むし姫ひめグーラによって、イラが力を失ったことは、全すべての種族王に知れ渡わたってしまった。煌帝最有力候補と目される彼女が力を失ったのだから、クラスメートになるなんて回りくどいことをしなくても、好機と見て正面から勝負を挑いどんできてもいいように思うけれど。

　ふと、僕を非日常に巻き込んだ張本人のことを思い出して、そちらに視線を向ける。

　前煌帝の娘むすめ。種族王の一人で最強の竜りゆう種しゆ、〝憤怒〟の竜姫イラ・エンペルト・ドラゴニカ。彼女は僕の隣となりの席で、頰ほおをペタリと机に付け、こちらに顔を向けてスヤスヤと寝ね息いきをたてていた。

　昨日、僕の従姉妹いとこである如月きさらぎ萌もえ花かから少女マンガを大量に借りて、遅おそくまで読んでいたせいで寝ね不ぶ足そくなのだろう。あまりに平和で安らかな寝顔に、僕は気が抜ぬけてしまう。

「……天ぷらは……塩で……ムニャ」

　昨日食べた晩ご飯のことを夢に見ているのだろうか。

　当事者がこれだけ油断しているのだから、僕があれこれ思い悩なやむのも馬ば鹿からしい。

　僕は頰ほお杖づえをついて、ため息を一つ。

　なんとかなるか。

　いや、成るようにしか成らない、か。




　そして迎むかえた、最初の休み時間。

　梅雨つゆ特有の不快な湿気が教室を満たしている。そこには湿気だけではない、何か不ふ穏おんなものも混じっているように思えた。

「園城さんはどこから来たの？」

「……説明しても、たいして面おも白しろくない場所から」

「前の学校はどんな所だった？」

「……語れるような思い出がないわ」

「部活動は何をしてたの？」

「……特に何も。興味がなかったから」

　周囲からの質問に返事をする園城美愛。

　しかし、その素っ気ない態度に話が広がるわけでもなく、美しい転校生を取り囲んでいたクラスメートたちは間を持て余し、すぐに散り散りになった。

「まるで溶けない氷だぜ」

　小松野は席に戻もどってくるなり大きなため息をつく。

「誰も私に話しかけないで、って視線がキツイ」

　美愛の態度には、多くのクラスメートが反感を抱いだいたようだ。まだ直接話したわけではないが、他人を寄せ付けないオーラは確かに感じられる。

「ああいう冷たい感じ、俺は嫌きらいじゃないけどな」

　まんざらでもない様子で、小松野は椅い子すにもたれ掛かかった。

　一いち人にん称しようが〝余〟であり、変な口調のイラでも、すっかりクラスに馴な染じんでいるが、美愛がそうなるにはまだまだ時間がかかりそうだ。

「……むー」

　隣でイラが目を覚まして、両りよう腕うでを伸ばす。

　髪かみにかなりアグレッシブな寝ぐせがついているが、それはご愛あい嬌きようだろう。

　イラならば美愛が種族王かどうかを、顔で判別できるかもしれない。

　そう思った僕は、軽くイラの肩かたをつついた。

「……あん？」

　寝起きで不ふ機き嫌げんそうだったが、僕は気にせずに、美愛を指さす。

「ほら、あれ転校生」

「……扁へん桃とう腺せん？」

　いや、それは風邪かぜをひいた時に腫はれて痛いやつ。

「ああ、歌か舞ぶ伎きか？」

　それはたぶん、伝統芸。変な知識を持ってるな。

「違ちがうよ。転校生。他の学校からやってきて、今日から同じクラスになった生徒のこと」

「ほう？」

　まだうまく頭が働いていないようだ。イラは寝ぼけ眼まなこをこすっている。

　しかし、やおら席から立つと、つかつかと美愛の方へと向かった。

「……お主」

　声をかけられた美愛が、相変わらずの冷たい視線でイラを見返す。先ほど美愛に追い払はらわれたクラスメートたちも何事かと、その様子を窺うかがっている。

　しまった、と思った。

　まさか、ここで名乗りを上げて、いきなり皇位継承戦争を始めるなんてことは──。

「何か分からぬことがあったら、いつでも、あそこにおる結ゆう城き零れい司じを頼たよるが良いぞ。あれはこのクラスの中で最もお人ひと好よしな人間であるからな」

　イラは僕を指さしてから、

「では、よろしくの」

　明るく微笑ほほえんで右手を差し出した。

　美愛は睫毛まつげを伏ふせて視線を下げた後、

「……ええ。分かったわ」

　表情を変えないまま握あく手しゆに応じた。

　どことなく緊きん張ちようしていたクラスの雰ふん囲い気きが少し緩ゆるむ。

　どうやら、僕の不安は杞き憂ゆうだったらしい。

「ん……なんだ、お主たち」
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　イラはキョロキョロと辺りを見回すと、

「コラー、はじめてのおつかいを頼たのんでおきながら心配でたまらない母親のような目で余を見るでなーい！」

　と、クラスメートたちに憤ふん慨がいした。

　しかし、イラと手が離はなれた瞬しゆん間かん、美愛が一いつ瞬しゆん、冷たく暗い表情を浮かべたのを僕は見み逃のがさなかった。また別の不安が、僕の心の中で生まれる。

　なにか良くないことが起こりそうな予感。

　なぜなら、僕にはそれが嫌けん悪おの感情によるものであるように思えたからだ。




　激しい雨が降っていた。

　これからは毎日、傘かさを携けい帯たいしておかなければならないだろう。

　僕とイラは一いつ緒しよに傘を差しながら、学校から駅へと続く帰り道を歩いていた。

　萌花は家政部に所属していて今日は部活動があり、僕とイラは帰宅部だ。

　イラは全ての部活動に顔を出して、部活動荒あらしのようなことをしていたが、結局どれに所属することもなく、僕はと言えば、新たな人間関係を築くことの億おつ劫くうさから尻しり込ごみしている内に、いつの間にか帰宅部になっていた。

「レイジよ、恋こいとは何だ？」

　イラが白い傘をクルクルと回しながら、いきなり聞いてきた。

「恋？　突とつ然ぜん、どうしてまたそんなことを」

　少し意外に思う。なんとなくイラは恋れん愛あいに頓とん着ちやくしなそうに見えたからだ。

「萌花から借りた本が、どれもこれも恋をテーマにしておるものばかりでな。最近恋とはなんだろうかと考え始めたのだ」

「恋が何かと聞かれても……難しいな」

　当然のことながら、人と接することに臆おくする僕に、恋愛経験など皆かい無むだ。どう説明しようか考えてはみたものの、うまく答えてやれそうになかった。

「あるマンガの少女は、あなたの側にいられるだけで幸せと言っておった。これは恋であるな？」

「恋だね」

「その少女は相手の男の服をクンクンと嗅かいで、恍こう惚こつの表情を浮かべておった。これも恋であろ？」

「恋、かなぁ」

「さらには、少女が想おもう男の使ったちり紙やゴミなどを集めて部屋に飾かざった。これも恋故ゆえに、だな？」

「……恋か？」

　どんどん病的な方向へとエスカレートしている。それはもう恋というレベルを超ちよう越えつしてしまっている気がした。

「しかしな、なぜか、その少女は相手の男の背中に包丁を突つき立てたのだ！　男が他ほかの女と話しておっただけなのに!?　余は驚おどろいたぞ。つい先ほどまで綺き麗れいな花がいっぱいちりばめられた絵であったのに、突然、漆しつ黒こくに淀よどんだ闇やみに塗ぬりつぶされた絵ばかりになってしまったのだ。そこから先は、語るも恐おそろしき、血で血を洗う世界よ！」

「……その本ってどんなタイトル？」

「『お兄ちゃんのためなら死ねる』」

「恋じゃないと思うけどね、それは」

　萌花は一体、イラに何を読ませているのか。

「そこで余は、色々と考えてみた結果、恋とは魔ま法ほうみたいなものであるという結論に達したのだ」

　自じ慢まんげにフンと鼻息を漏もらす。

「ふむ？」

「恋は人を盲もう目もくにさせるというであろ？　例えば、普ふ段だんしないような常識外のことをさせる精神錯さく乱らん、好きなのに好きだと言えない言語封ふうじ、近いのに遠く感じる感覚の喪そう失しつ。どれもこれも悪いバツド状態変化ステータスを与あたえる魔法ではないか」

　言い得えて妙みようだが、それだけでは偏かたよった見方にも思える。

「しかし、恋の凄すごいところは、そういったマイナスの作用だけではないということだな」

　訳知り顔でイラは続けた。

「恋するがあまりに、時間を跳ちよう躍やくし、困難を乗り越こえ、思い一つで世界を変える。恋とは不可能を可能にする究極の魔法でもあるのだ！」

　マンガの世界では特にそうだろうし、現実の世界でもそういうことはある。確かに、恋は魔法みたいに、人に良くも悪くも不思議な影えい響きようを与えるものだ。

「イラは恋をしたことがあるのか？」

「フフン！　竜種は生まれ持って、魔ま法ほう抵てい抗こう力が高いからの！　余に恋など効かぬわ！　むしろ、跳はね返すであろうな！」

　得意気なイラに、それは魔法抵抗力が高いせいではない、とは言い辛づらかった。

「だが、お主は恋を知り、上手うまく扱あつかうことによって、皇位継けい承しよう戦争に臨のぞむのがよかろうと思ってな。相手に恋をさせることで、悪いバツド状態変化ステータスを与えつつ、自らは恋の力によって秘ひめたる無限のパワーを発揮して、種族王たちを打ち倒たおす！　さすれば百戦危あやうからずであろ？」

　種族王を相手に恋をさせるというのが、まず難しそうだけど。

「どうだ、試ためしに、余に恋してみるのも良いぞ」

　満面の笑えみでこちらを見るイラから、僕は肩をすくめて視線を逸そらした。

「……考えておくよ」

　言葉ではそう言いながらも、僕が誰だれかに恋をすることはないだろうな、とも思う。

　僕は今まで恋愛を忌き避ひして生きてきた。好きだ、嫌いだという感情は揉もめ事の原因になるし、余計な人間関係を作ることにもなる。どうしてもそれが煩わずらわしく思えてしまうのだ。

「あれ？　ここにあった像どこにいったんだ？」

　道の傍かたわらにあった〝この街を見守る青年の像〟が無くなっている事に気づく。

「朝はちゃんとあったよな？」

「ああ、〝この街にもいる変態の像〟のことであるか？　あったと思うぞ」

「変態じゃないよ、青年だよ」

「街中に全ぜん裸らで立っておるのは、変態ではないのか？」

「……変態だけど、芸術作品だから変態じゃないんだよ」

「芸術ならば、全裸を見せて良いのか？」

「いや、まぁ、そりゃそうだけども……」

　かなり大きなブロンズで出来た青年の像など、誰が盗ぬすむのだろうか？

　もしかしたら、撤てつ去きよされてしまったのかもしれない。青年の像など最初からなかったように、台座だけがぽつんとそこにある。

「ん……何か聞こえないか？」

　ふと、雨が傘を激しく叩たたく音の中に混じって、鈴すずの音が聞こえた気がした。

　僕は周囲の風景に違い和わ感かんを覚える。

　何かがおかしい。

　歩道橋が架かかる交差点。交通量は少なくないはずなのに、今日は全く車の姿がない。それに、歩く人の姿もなかった。激しい雨が降っているせいもあるだろうが、下校中の生徒の姿が全く見当たらないのは異常だ。

　まるで、この街から突然全すべての人がいなくなったみたいに思えた。

　聞こえるのは雨音に混じった、小さな鈴の音だけ。

　なんだか周囲の空気から圧あつ迫ぱくされているような、気持ちの悪さも感じる。

「なるほど。そんな使い方もあるのか」

　イラが感心したように呟つぶやいた。

「濡ぬらしたくないのであれば、鞄かばんをどこかに置くがよい」

　近くの建物の軒のき先さきに、イラが自分の鞄を放ほうり投げた。

「……そんな使い方って？」

　イラの真しん剣けんな表情に緊きん迫ぱくした空気を感じ取った僕は、その言葉に従って近くの建物まで歩いて鞄を置いた。

「〝刷インりプリ込ンテみインのグ・鈴ベル〟である。効果を増ぞう幅ふくさせて、この周囲一帯に近づけぬように、人ひと払ばらいの暗示をかけたようであるな」

〝刷インりプリ込ンテみインのグ・鈴ベル〟とは、他人に暗示をかける幻想世界ギルテイアの特とく殊しゆな道具のことである。音色を聞かせて発言すると、その言葉の内容を相手は根こん拠きよ無く信用する。イラが学校生活に溶とけこめたのは、この道具のお陰かげだった。

「シンボルが埋うめ込まれたお主や余は、抵てい抗こう力が高くて影響を受けにくい。それを利用して、一いつ般ぱん人だけを遠ざけたのであろうな」

　イラが指で指し示した方向を見ると、いつの間に現れたのか、歩道橋の下、交差点の真ん中に紺こん色いろのレインコートを着た人物が立っていた。フードを目ま深ぶかに被かぶっていて、誰なのかは判別できない。

「フフ。レイジよ、怒おこる準備はできたか？」

　そんな準備は不可能だ。

　イラは楽しそうに白い傘をクルクルと回しながらレインコートの人物に歩み寄ると、一定の距きよ離りを置いて立ち止まった。僕も同じようにそれに続く。

〝刷インりプリ込ンテみインのグ・鈴ベル〟を使っていることから、相手は種族王だと思われた。少なくとも、幻想世界ギルテイアの住人であることは間ま違ちがいないだろう。前回の戦いから、いつ来るかと気が気でなかったが、ついにこの日が来てしまったらしい。

「当然、余を〝憤ふん怒ど〟の竜りゆう姫ひめ、イラ・エンペルト・ドラゴニカと知った上で、人払いをしたのであろうな？」

　レインコートの人物はイラの問いには答えず、手に持っていた〝刷インりプリ込ンテみインのグ・鈴ベル〟を懐ふところにしまった。その佇たたずまいから、不ふ穏おんな空気を感じ取る。今にもこちらに襲おそいかかってきそうな雰ふん囲い気きだ。

　僕はハラハラしながら、事態を見守った。

　無理だとは思うけれど、今日は話し合いでなんとかならないものか。

　こんなに激しい雨の中で戦ったら、ずぶ濡れになってしまう。一いつ旦たん退いて、天気のいい日に戦うことを提案しよう。心の準備も必要だし、お互たがいのためにも、きっとそれが一番いい。

　しかし──。

「皇位継承戦争ならば、いつでも応じるぞ？」

　僕の気持ちなどお構いなしに、イラは戦う気満々だった。

　レインコートの人物は無言のまま、おもむろに左ひだり腰こしに下げていた短たん剣けんを右手で引き抜ぬく。

「レイジ！　来るぞ！　心せよ！」

　イラの言葉に僕は身構えて、能力を発動させる。

〝身体能力フイジカル・の向上アドバンス〟

　左胸にある〝憤怒〟の刻印が、ドクンと脈を打った。

　五感が研とぎ澄すまされ、雨の音がさらに激しく聞こえる。僕は身体に溜たまっている〝憤怒〟の感情力エナジーを消費することで、一時的に身体能力をあげることができる。

　どれだけの感情力があるかは、左胸にある〝憤怒〟の刻印が表していて、今は半分くらい。それだけあれば充じゆう分ぶんだ。

　レインコートの人物は一いつ瞬しゆん腰こしを落とすと、イラを素す通どおりし、こちらに向かって駆かけてきた。

　──皇位継承戦争は、戦う前に互いにルールを決める手順となっている。

　なぜならそれは、幻想世界ギルテイアに住む全ての種族を統治する煌こう帝ていを決めるための戦いであり、ただ野や蛮ばんにシンボルを奪うばえば良いというものではないからだ。種族王たちは己おのれの種族を代表して勝負を挑いどむのであり、そこでは種族の威い信しん、品格が試されることになる。

　ただ、相手が提示したルールを拒きよ否ひし、自らもルールを提示しない者は、シンボルを無理やり奪われても仕方のない人物であるといった共通意識があるらしく、基本的に皇位継承戦争は、時と場所を選ぶことができる挑ちよう戦せん者側が有利だと僕は考えていた。

　しかし、レインコートの人物は、自らルールを提示することもなく、いきなり襲ってきた。だから、これは皇位継承戦争ではなく、ただの私し闘とうだと言える。イラではなく、僕に向かってきている理由もよく分からない。

　それでも、僕だって黙だまってやられるわけにはいかなかった。

　相手は刃は物ものを持っているので、素手のままでは危険だと判断し、僕は濡れることを覚かく悟ごして傘かさを閉じる。

「ちょっと待って！　皇位継承戦争じゃないのか!?」

　僕の制止の声など当然のことのように無視して、レインコートの人物は短剣を僕に突つき刺さそうとした。

「ルール、をぉッ!?」

　後ろに飛び退すさりながら、傘を使って相手の腕うでごと払はらい、それを受け流す。普段の僕ならこんなことできないが、今は〝身体能力フイジカル・の向上アドバンス〟のお陰で超ちよう人じん的な動きができるようになっている。さらには、五感が強化されていることで、相手の動きがはっきりと知覚でき、次の行動さえある程度予測できた。だから、戦せん闘とうに関してはド素人しろうとな僕でもなんとか対応できている。

　それでも間かん髪はつをいれず、レインコートの人物は短剣で斬きりつけてきた。

　身体からだを反らして、それを躱かわすも、すぐに次の攻こう撃げきが襲ってくる。

　怒ど涛とうの連続攻撃だった。

　次々に繰くり出される攻撃を、なんとか傘を使って捌さばいていく。

　相手の攻撃はかなり速く、〝身体能力フイジカル・の向上アドバンス〟を以もつてしても、ギリギリで躱すのがやっとなくらい。そこには躊躇ためらいも、手加減する様子もなく、本気で僕を殺そうとしているのがヒシヒシと伝わってくる。

　僕はその気き迫はくに気け圧おされ、心底恐きよう怖ふした。致ち命めい傷しようさえ避さければ、怪け我がはイラに治してもらえるのだが、僕が即そく死ししてしまってはそれも意味が無い。

　電光石火の鋭するどい突きで、相手の短剣が僕の頰ほおを切り裂さく。焼けつくような痛みを感じながらも、僕はただ必死に無我夢中で身を守り続けた。

　これだけ激しく動けば相手の顔くらい見えそうなものだが、レインコートの人物の顔面は黒い影かげのようなものに覆おおわれていて、誰なのか分からない。特殊な能力を使ってこない所を見ると、それが相手の能力なのかもしれなかった。

「ちょ、イラ！　黙って見てないで！　早く、何とか、してよ！」

　思案げに腕うで組ぐみをして、傍ぼう観かんに徹てつしているイラへ、僕は非難の声を上げる。いつまでも、こんなことを続けていられなかった。〝憤怒〟の感情力は有限だし、僕自身の集中力もそんなに長くは持たない。

　レインコートの人物が右手を高く掲かかげると、短剣を叩きつけるように斬り下ろした。

　僕は傘の端はしを両手で持って、それを受け止める。

　重い手て応ごたえと、金属が軋きしんだ音がして、傘が半分に断たち切られた。

「やば……！」

　大きな隙すきをさらけ出すことになってしまい、全身が総毛立った。

「仕方ない。真意ははかりかねるが、手助けしてやるか」

　白い傘をその場に投げ捨てたイラは、駆け出した瞬しゆん間かんに赤いマントを召しよう喚かんして身にまとい、臨戦態勢に移行する。レインコートの人物は、僕への止とどめの一いち撃げきを繰り出す手を止め、ちらりと背後のイラを警けい戒かいする素そ振ぶりを見せた。

　イラは右手に〝憤怒〟の感情力を集めて白く輝かがやかせる。

　迫せまるイラに対して、レインコートの人物は素早く短剣を左手で逆手に持ち替かえると、空いた手を右腰にやった。そこにあるのは、ロープ──いや、鞭むちか？

　次の瞬間、僕の右みぎ腕うでに、レインコートの人物が巧たくみに操あやつる鞭が絡からみついた──と思ったら、僕の身体は宙に浮ういていた。

「うわあああああ！」

　いともたやすく反対側に投げ飛ばされた僕は、

「ふわ！」

　突っ込んできていたイラにぶつかって、二人で地面に転がる。何かとてつもなく柔やわらかいものに顔を押し付けた気がしたが、今はそれを気にしている場合ではない。

「ええい、邪じや魔まである！　退どくのだ！」

「ご、ごめん」

　イラに覆いかぶさっていた僕は慌あわてて身を退けた。

　素早く立ち上がったイラは、

「よくも、余をこんなにビショビショに濡らしおったな！　もう許ゆるさーん！」

　と、両手を上げて憤ふん慨がいする。

　僕も遅おくれて立ち上がった。制服はもう泥どろまみれだ。

　イラはレインコートの人物へと、先ほどから輝いたままの右手を突き出し、

「互いに了りよう承しようしたルールで行うのが皇位継けい承しよう戦争。ルールも提示せず、問答無用に襲ってくるとは、お主に種族王としての誇ほこりはないのか！」

　と、声を張り上げた。

　レインコートの人物は短剣を逆手に構えて、じり、と後退する。

「む？　なんだ、お主……」

　イラはニヤリと微び笑しようを浮かべる。

「余の能力を知っておるな？」

　レインコートの人物は何も答えない。

「〝破壊レイジ・と消去イレイザー〟」

　イラが宣言すると同時に、その右手の光が輝きを増す。

　同時に、レインコートの人物が目に見えて、警戒の色を強めたのがわかった。

　──ハッタリである。

　イラは僕の身体に〝憤怒〟のシンボルを埋うめ込んだことで、自身の能力である〝破壊レイジ・と消去イレイザー〟の力が使えなくなっている。手が光って見えるのは、〝憤怒〟の感情力を集めているからで、その手で相手に触ふれれば、数メートルは吹ふっ飛ばせる攻撃になる、というだけのものだ。

　イラの代わりに、〝破壊レイジ・と消去イレイザー〟を使えるのは僕であり、しかも、〝憤怒〟の感情力は、僕が怒らない限り溜まらなくなってしまった。

　存在、事象、記き憶おく、概がい念ねん、あらゆるものを、一時的に破壊、または消去できる、という絶大な威い力りよくを秘ひめた〝破壊レイジ・と消去イレイザー〟。それをイラが使えなくなったのは、こちらにとっては大きなデメリットである。しかし、どうやら相手はそのことを知らないらしい。

　もちろん、こんなハッタリなど使わずに、僕がかつて、〝傲ごう慢まん〟のスペルヴィオにしたように〝破壊レイジ・と消去イレイザー〟の力で、レインコートの人物の身体の機能を破壊して動けなくしてしまえば、この戦闘自体はすぐにでも終わるのかもしれない。

　しかし、そんなことは出来なかった。

　イラには幻想世界ギルテイアを統治する煌帝になるという目標がある。それは、ただ戦って勝てばいいというものではない。

　イラにとって煌帝に相応ふさわしい勝利とは、相手の勝負を正面から受けた上で勝つこと。彼女が戦うのは勝つためではなく、煌帝になるためなのだから、それを僕が邪魔してはいけないのだと思う。きっと、その誇りは、僕の命より重い。

「余のことを知っておるのならば、これが何かわかっておろう？　ルール無用でこのまま戦闘を続けるのならば、この世からお主を消す。誇りを持たぬ種族王など、存在する価値なーし！」

　その言葉に、レインコートの人物は明らかに怯ひるんだ。

〝破壊レイジ・と消去イレイザー〟の消去の力は、たとえ相手が種族王であろうと、生物に対して絶対に使うなとイラから厳しく注意されている。今の言葉も相手を牽けん制せいするため、正当な皇位継承戦争を行うための脅おどしでしかない。

　レインコートの人物とイラ、二人はじっと見合う。

　不意にレインコートの人物は、こちらに背を向けた。そして、数段飛ばしで、歩道橋の階段を駆け上がる。

「追うぞ！」

「追うの!?」

「正体を隠かくしておるのが気に入らん！　あのフードを引っぺがしてやるのだ！」

　歩道橋の階段へと向かうイラに、それを追いかける僕。相手はすでにかなり上の方までたどり着いており、とてもじゃないが追いつける気がしない。

　ふと、僕はその位置取りに不安を覚える。幅はばの狭せまい通路と、上にいる相手。そもそも、逃にげるために歩道橋を駆け上がるだろうか。

　これではまるで──。

　階段の真ん中辺りに来た時、こちらの視線の先に、レインコートの人物と、別の人ひと影かげを視し認にんする。雨のせいでそれがどういった人物の人影なのかまではわからないが、かなり大おお柄がらであることだけはわかった。

「イラ！　なんかヤバイ！　一いつ旦たん下がろう！」

　僕の言葉と同時に、レインコートの人物は、自分の前にいる別の人を、こちらに向かって蹴り落とした。

「ふわ！　あれは──」

　立ち止まって声を上げるイラ。

　頭上から降ってくる大きなそれに対して逃げ場はない。

　このままではイラが押し潰つぶされて──。

「〝破壊レイジ・と消去イレイザー〟！」

　その宣言で左胸にある半分に欠けた竜りゆうの形をした刻印が眩まばゆく、赤く、発光し、ドクンドクンと脈動する。僕はイラの肩かたを摑つかんで、前へと身を乗り出す。

　そして、落ちてくる〝この街を見守る青年の像〟に手を伸のばした。

　僕の手が触れた瞬間、ブロンズで出来た青年の像は跡あと形かたもなく消える。

　──消去。

「……危あやうく、余の顔面に変態像の股こ間かんがぶつかる所であったわ」

　敵を狭い場所に誘さそい込んでから、上から重いものを落とす、ただそれだけのシンプルな罠わなである。でも、かなり効果的だった。こちらの足止めに成功したレインコートの人物の姿は、すでになくなっている。

「ふむ。逃のがしてしまったか」

　僕は自分の胸にある刻印を確認する。

　二割程度の形になっていた。

　四分の一程度の刻印が必要となる〝破壊レイジ・と消去イレイザー〟は、もう使えない。

「……あー、使っちゃった」

　奥の手ともいうべき〝破壊レイジ・と消去イレイザー〟を咄とつ嗟さに使用してしまった。

　またレインコートの人物に襲おそわれたら、今度は〝身体能力フイジカル・の向上アドバンス〟だけでなんとかしなくてはならない。それを考えると、深追いの代だい償しようはかなり高くついたようだ。

「余が迂う闊かつであった」

　あまり悪びれた様子もなくイラが言う。

「また〝憤ふん怒ど〟の感情力を溜ためねばならんな」

「……そうだね」

　でも、他人に対して怒おこらない僕には、それが何よりも難しい。

「こうしていても仕方あるまい。ひとまず帰るとしよう」

　気を取り直して、僕たちは歩道橋の階段を降り始めた。

　元居た場所まで戻もどってくると、半分に断ち切られてしまった僕の傘かさが落ちていた。イラは自分の白い傘を拾い上げる。

　僕はもちろん、ずぶ濡ぬれだ。

「このまま、電車に乗れるかな……迷めい惑わくかな」

　マントを羽織っていたイラはまだしも、僕に至っては泥だらけで、人目を引く姿であることは間ま違ちがいない。

「どれ、頰ほおを怪け我がしているようだな、治してやろう」

　イラの手が僕の頰に触れると、じんわりと温かく感じた。

「ほれ」

　そして、イラは自分の白い傘を差し出す。

「今日は余を助けたということで、特別に、余の傘にいれてやる」

「……そりゃ、どうもありがとう」

　二人共、もう手て遅おくれであるような感じがしないでもない。

「ええい、余に持たせるでないわ。こういう時は、男子たるお主が持つのだ」

　僕は濡らさないように鞄かばんを持つと、白い傘を手にとった。

　足並みを揃そろえて二人で歩き始める。水気をたっぷり含ふくんだ靴くつの感かん触しよくが気持ち悪い。

「そういえば、若い男女が二人で一つの傘に入るのは、愛情表現の一つと聞くな」

「相あい合あい傘がさだね」

「そう、アイアイサーである。余はこういうシチュエーションをマンガで見たぞ。アイアイサーを通じて若い二人は恋こいに落ちるのだ」

　先ほどのことは何だったのか、聞きたいことはいくらでもあるが、それは家に帰ってからにしよう。雨に濡れたせいもあって、僕はなんだか酷ひどく疲つかれていた。

「フフフ、余とアイアイサーでドッキドキか？」

「え、何？」

　茫ぼう然ぜんとしていて言葉を聞き逃してしまった僕は、イラに視線をやる。

「コラー！　あわよくば恋に落として、めくるめく愛あい欲よくの日々を過ごせるかもしれぬといった穢けがらわしい目で余を見るでなーい！」

　恥はじらいながらイラは憤慨した。

　それはともかくとして、元気そうで何よりだ。




　そして、我が家。

　シャワーを浴びた僕は頭をタオルで拭ふきながら、リビングへと足を運んだ。ソファの上で、先にシャワーを浴びたイラが少女マンガを読みながら、ゴロゴロしている。

「そういえば、今日転校してきた園城美愛の事なんだけど……」

　彼女が転校してきたタイミングで襲われるなんて、偶ぐう然ぜんにしてはあまりに出来すぎている気がする。

「あの子が種族王だったりする？」

「なぜ？」

「なぜって、顔を見たら、種族王かどうかの判断ができるんじゃないかと思って」

「ふむ？」

　イラは少女マンガを読んだまま、顔をこちらに向けようともしない。

「余は全すべての種族王を知っているわけではないのでな。グーラの時も、〝暴食〟の気配で判断したしの。気配を隠しておったら、余には相手が種族王かどうかを見分けられん。能力でも使わせれば、その時に漏もれる気配で判断できるがな」

　僕はイラが読んでいる少女マンガを取り上げた。

「ふを！　何をする！」

「大事な話だから」

「ふむ。大事な話なら聞いてやらんこともない」

　イラはお気に入りのクッションを抱かかえて、ソファに座り直した。

「だったら、レインコートの人。あの人がどの種族なのかは分かったんじゃない？　ほら、顔を見えなくする能力を使ってたし」

「あれは能力ではないな」

　テーブルの上にあったお茶を手にとってイラは飲んだ。

「魔法のマジツク道具アイテムで顔を隠しておっただけだ」

「魔法のマジツク道具アイテム？」

「うむ。〝刷インりプリ込ンテみインのグ・鈴ベル〟や、あの顔を隠すモノにせよ、幻想世界ギルテイアにかつて存在した魔ま法ほうの技術で作られたものなのだ。今ではその技術を知る者も少ないがの。余たちは仕組みや原理が分からぬまま使っておる。説明できない不思議な力を、こちらの世界でも魔法と呼ぶのであろ？」

　こちらの世界では魔法は概がい念ねんとしてしか存在しないけれど、向こうにはあるらしい。

「つまり、レインコートの人は、自分の能力を使わずに襲ってきたということ？」

「その通り。本当に種族王なのかどうかも分からぬ。しかし、幻想世界ギルテイアの人間であることは間違いないな。〝刷インりプリ込ンテみインのグ・鈴ベル〟の応用の仕方といい、かなり、魔法のマジツク道具アイテムの使い方に詳くわしい知識者でもあるようだ」

　特とく殊しゆな能力だけではなく、そのような魔法のマジツク道具アイテムまで持ってこられたら、皇位継けい承しよう戦争はさらに大変なことになりそうだ。

「ほれ、お主の胸の中にある〝憤怒〟のシンボル。それも魔法のマジツク道具アイテムであるぞ」

「そうなんだ？」

「こちらの世界に来るときに、種族王たちはそのシンボルに、自分の持つ能力を封ふう印いんするのだ」

「へえ」

　僕は左胸を押さえた。特殊な力が使えるようになったり、体を癒いやしたり、そう言われてみれば、魔法の道具っぽい。

「ということは、レインコートの人が誰だれだか見当つかないってことだね」

「相手は余のことも、〝破壊レイジ・と消去イレイザー〟の力も知っておったようだがな」

　確かに〝破壊レイジ・と消去イレイザー〟に、相手は怯ひるんでいた。だからこそ、上手うまく追い払はらえたのだ。

「イラの能力を知っている種族王という条件で、誰なのか絞しぼることは？」

「己おのれの能力とは隠しておくべきもの。容た易やすくは見せぬ。余の能力を知っている種族王などそうおらんと思うが……絞ってどうするのだ？」

「相手がどの種族なのか分かれば、対たい抗こう策を考えることができる」

「不要であろ。相手が誰であれ、次に勝負を申し込んできた時に、返り討うちにしてやればよいだけの話だからの」

　その自信にいつか足を掬すくわれなければいいのだけれど。

「ただいまー」

　イラの言葉を遮さえぎるように、萌花が帰ってきた。

　リビングに入ってきた萌花は、タオルで頭を拭いている僕と、シャワー上がりのラフな格好をしているイラとを交こう互ごに見比べて、

「湯上りほんのり桜色な頰の二人に、何が起きたか説明して！」

　と、買い物袋ぶくろをつきだして言った。




　萌花の作った夕食を食べながら、何が起きたのかを説明する。

　今日の夕食は、いろんな野菜がたくさん入ったお味み噌そ汁しると、焼き鮭ざけ、冷ひや奴やつこに、ホウレン草の胡ご麻ま和あえ。なんだか健康になれそうなメニューだ。

「ふむふむ……つまり」

　萌花はこめかみに手を当てて、何か悩なやんでいる様子。

「相合傘でイラちゃんと、家まで帰ってきたということですな」

「や、そこはどうでも良くて、謎なぞのレインコートの人物に襲われて──」

「相合傘で帰ってきたと」

「……はい」

　僕は萌花の無表情な圧力プレツシヤーに負けた。

「そういえば、私、傘を持ってくるの忘れたんだ」

「え、まだ雨が降ってるのに？」

「傘を持ってくるのを忘れたので、家に帰るときに一いつ緒しよに送ってほしいです」

「傘なら何本か玄げん関かんに──」

「相合傘で」

「……はい」

　僕はやはり無表情な圧力プレツシヤーに負けた。

「もしかして……からかってない？」

「さあ」

　萌花のイラに対するライバル心は相当強いようだ。萌花は僕にとって大切な家族であることに変わりないのだから、そこまで張り合う必要はないだろうに。

「美味である！　萌花！　鮭さけだ！　鮭をまるごと持って来るのだ！」

　我関せずと言った顔で、イラは料理に舌した鼓つづみをうっている。お箸はしは使えないのでナイフとフォークだ。

「イラちゃん、鮭は巨きよ大だいな生物なので、切り身しか売っていないんだよ」

「何……そんなに、巨大なのであるか？」

「私のイメージ上では、イラちゃんの五倍はあるよ」

　萌花は右手をパーにしてイラに見せる。

「ほ、ほう。ならば、今は諦あきらめるしかあるまい。いつか捕ほ獲かくして、まるごと焼いて食べてみたいのう」

　表情からはわからないが、萌花の機き嫌げんは良くなったようだ。

「それから、レイジくん」

「な、何？」

　僕はお箸で摑つかんでいたホウレン草を落としそうになった。

「八十七点です」

「何が？」

「レイジくんのクラスの転校生」

　いつもの採点か。

「きめ細やかな白い肌はだに、しっとりとした長い黒くろ髪かみ。品の良い立ち振ふる舞まいに、清せい楚そな顔立ちに似合わぬ、おっきな胸。いと危あやうし、ですな」

「今日転校してきたばかりなのに、詳しいな」

「うちの家政部に見学に来たの」

「へえ？」

　園城美愛に家政部は似合わないような気がするけれど。

「ん。ということは、園城さんは放課後ずっと萌花と一緒にいたのか？」

「うん。授業終わってから、部活終わるまでずっと一緒だったよ」

　つまりそれは、レインコートの人物は、美愛ではないということだろうか。

「あの人、なんか……魔ま女じよみたいだね」

　魔女。確かに雰ふん囲い気きはそんな感じかもしれない。

「誘ゆう惑わくされないように気をつけてね」

「大だい丈じよう夫ぶだよ」

「どうだか」

　そんなことあるはずがない。

「美味であるぞ！　萌花！　この緑色のグニャグニャした物体は素す晴ばらしい！」

「イラちゃん、私のイメージ上では、そのホウレン草は通りすがりの人間に巻き付いて、全身の血を吸い尽つくして栄養に変える獰どう猛もうな吸血植物なんだよ。高い栄養価は人間を餌えさにしているが故ゆえなの」

「ほ、ほう。まるでグーラであるな……こんなに美味であるのに」

「噓うそだよ」

　イラは一いつ瞬しゆんキョトンとした顔をして、

「全部、レイジが悪いな！」

　と断言した。

　なぜだ。




　　　　※




「……私、結城君のことが好きになってしまったみたい」




　クラスメートの全員が呆あつ気けにとられた様子でこちらを見ている。

「……昨日も一晩中結城君のことを考えて、眠ねむれなかったの」

　園城美愛が何を言っているのか、わからない。

「……できれば、私とお付き合いをしてくれないかしら」

　頰ほおを桜色に染めた美愛が、演技をしているようにも見えなかった。

　しかし、こんな大勢の前で僕に告白すること自体がおかしい。

「コラー！　レイジは余のモノだ！　誰にもやらん！」

　隣となりにいたイラが余計な憤ふん慨がいをしたことで、事態はややこしいことになる。

　男子全すべての鋭するどい視線が、僕に突つき刺ささった。

「レイジくんは、私の幼おさな馴な染じみですけど、何か」

　しかも、最悪なタイミングで、英語の辞書を借りに来た萌花までここにいた。その存在がさらなる混こん迷めいを生み出す。クラス委員長を絵に描かいたような滝川さんが、席から立ち上がり、こちらにつかつかと歩いてくる。

「つまり、良い人そうな顔をして、三さん股またをかけようとしている？」

　今度は女子全ての鋭い視線が僕に突き刺さる。

「ち、違ちが──」

　しかし、弁明のしようがない。

　どういうことなのか説明して欲しいのはこっちだ。




　平和を愛して止やまない僕の日常が、再び音をたてて瓦が解かいした。







　第二章　告白　Confession







　その日の昼休み。

「……お弁当を作ってきたんだけど、お口に合うかしら」

　園えん城じよう美み愛あが包みをほどくと、シンプルな黒のお弁当箱が現れた。中身は海苔のりを巻いた小さなおにぎりが四つ、うずらの卵にベーコンを巻いたもの、ミニトマト、ポテトサラダに卵焼き、あとは魚のフライだろうか、それぞれがレタスを敷しいた上に配置されていて、彩いろどりも鮮あざやかである。

　一言で言い表すと、美味おいしそうなお弁当だ。

「レイジくんにはいつも私がお弁当を作ってあげているから、そんなのはいらないんだよ」

　萌もえ花かのお弁当は、大きめの三角形のおにぎりが三つに、卵焼き、小さいハンバーグ、鶏とりの唐から揚あげ、マヨネーズのついたブロッコリー、それから別のケースにデザートの果物。

　一言で言い表すと、いつもの美味しいお弁当だ。

「いや、余の用意した弁当を食べるのが良かろう」

　イラのは、おにぎりが二つ。昆こん布ぶと明めん太たい子こだ。

　一言で言い表すと、購こう買ばいで買ってきたものだ。

　僕の机に、三様のお弁当が置かれている。

　正面に美愛、左に萌花、右にイラ。

　この状じよう況きように僕はひどく困こん惑わくしている。

「ところで、貴方あなたたちは、結ゆう城き君の何なのかしら？」

「幼馴染です」

「所有者である」

　美愛は冷たい視線で萌花とイラを一いち瞥べつすると、

「……私は恋こい人びと」

　と、言った。

　クラス中がどよめく。

　──違ちがう。

「そ、そんな、恋人とか──」

　せめて否定くらいはしようと考えたが、

「……恋人が無理ならお友だちからでもいいの」

　美愛に遮さえぎられる。

「少しの間だけ。せめて、結城君にだけは味方になって欲しい。そうでなければ、私は一人ぼっちになってしまうから」

「う」

　僕は息を詰つまらせた。

「……私、もっと美味しいお弁当を作りたいから、家政部に入ろうと思うの」

　──美愛の思いが重い。

　転校早々、クラスメートたちの前で告白なんてした為ために、美愛はクラス中の反感を一身に集めている。ここで僕が断れば、彼女は本当に孤こ立りつしてしまうだろう。ただでさえ、まだ馴な染じめていないのだ。

　美愛の告白を僕が受け入れようと断ろうと、このクラス中を満たすギスギスした空気は変わらない。それなら、このまま返事をはぐらかしておいた方が、美愛が孤立しないだけ、マシなのではないか。

　全て美愛の自じ業ごう自得と言ってしまえばそれまでだが、僕の望みは皆みんなが平和で楽しい学校生活を送ることである。美愛が孤立する姿を見たくはない。

「いーや、ダメである！　レイジは余の所有物。生せい殺さつ与よ奪だつの権利は余にある。恋人になるのは余が認めぬ！」

「ダメです。レイジくんは私の幼馴染。親代わりとなって、生活における全てのことを管理する権利が私にあります。交際は認められません」

　イラも萌花も反対してくれる気持ちは有あり難がたいのだが、今この場でそんなことを言っても、事態が好転するとは思えなかった。二人共スルーしてくれた方がまだいい。

「……認めるも何も、私が結城君を好きなだけ。それに対して結城君がどう思うかは自由なんじゃないかしら」

　美愛の思おも惑わくはなんなのだろう。何がしたいのか分からない。

　やはり、種族王の一人で、何か良からぬことを企たくらんでいるのだろうか。

　しかし、僕に告白して、何がどうなるというのだ？

　僕は途と方ほうに暮れる。

　目の前にこんなにたくさんの食べ物があっても、どれにも手を付けられそうにない。

「……そう、私が結城君を好きなだけ」

　恥はじらいながら美愛がそう繰くり返した。大だい胆たんな事をやっておきながら、恥ずかしがっている。魔ま性しようの美少女に面と向かって言われると、そういう事を言われ慣れていない僕も赤面してしまう。

「コラー！　お主もゆでダコみたいに顔を赤くするでなーい！」

　憤慨されても、生理現象なのだから仕方ない。

　萌花もなにか言いたげに、頰を膨ふくらませてこっちを見ている。
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　一つだけ。この状況を変えられる方法がある。

　それは僕のポリシーに反する行こう為いではあるが、致いたし方ないだろう。背に腹は代えられない。このクラスに平和を取り戻もどすためだ。

「イラ、〝刷インりプリ込ンテみインのグ・鈴ベル〟を──」

　皆に暗示をかけて、元の日常を取り戻す。

「却きやつ下かである！」

　すぐに却下される。

「そんな方法で解決しても、余は面おも白しろくなし！」

　面白いとか面白くないとかという問題ではない。

　だが、唯ゆい一いつの希望は絶たれた。

　クラスメートの視線から感じる、この嫉しつ妬とと反感と嫌けん悪おの感情。

　僕は人に嫌きらわれたくないがために、いつも波風が立たないように努力している。お人ひと好よしと呼ばれようが、嫌われるよりは遥はるかにマシだと考えている。なのに、この状況はあんまりじゃないか。僕が一体何をしたっていうんだ。

「……そうね」

　美愛が見み兼かねた様子で、切り出した。

「昼休みも終わってしまうし、お弁当を無む駄だにするのも勿もつ体たい無いわ。ここは結城君に全部食べてもらいましょう」

　かなり量が多いが、それで済むなら是ぜ非ひもない。しかし、この場は切り抜ぬけられても、失ったクラスメートの信用を取り戻す事を考えると気が重い。

「いただきます」

　手っ取り早く全部食べてしまおう。

「ねぇ、レイジくん」

　萌花が鋭さを含ふくんだ声で聞く。

「どれから食べるつもり？」

　それも問題なのか!?

　──こんなことでは、本当に食べられないまま昼休みが終わってしまいそうだ。




　なんとか全部のお弁当を平らげたが、僕の胃い袋ぶくろは完全にキャパシティーオーバーだった。

　今、身体からだを動かせば、食べたものをリバースする自信がある。それに加え、昨日〝身体能力フイジカル・の向上アドバンス〟を使ったせいで、筋肉痛も酷ひどい。

　次は体育なのだが、大だい丈じよう夫ぶだろうか。

　僕は机に突っ伏ぷして、暗あん澹たんとした未来に絶望していた。

　園城美愛もイラも萌花も、殺さつ伐ばつとした雰ふん囲い気きを纏まとったまま離はなれていった。それにずっとクラスメートの視線が痛い。お調子者の小こ松まつ野のですら、話しかけてこない。

　明るい明日あしたが見えなかった。

「結城零れい司じ！」

　突とつ然ぜん名前を呼ばれて、顔を上げる。

　予想外の人物の登場に、僕は驚おどろきのあまり椅い子すから転げ落ちそうになった。

「スペルヴィオ!?」

　教きよう卓たくの前に立っていたのは、ウェーブがかった髪かみを無造作に後ろに流し、精せい悍かんな顔立ちをした青年。〝傲ごう慢まん〟の幻げん獣じゆう種、スペルヴィオだった。前回の皇位継けい承しよう戦争で戦って引き分けた、獅し子し王とも称しようされる種族王だ。

　トレードマークの革かわのグローブに、なぜか、上下の赤いジャージ姿である。意外とよく似合っていた。

「違うな。こちらの世界では、俺はこう呼ばれている」

　スペルヴィオはチョークを手に取り黒板に大きく、字を書いた。そのままひらりと教卓の上に腰こし掛かけて、偉えらそうな態度で足を組む。

「シシオタダカツ、とな！」

　黒板には〝獅子尾忠勝〟と結構な達筆で書かれていた。ところ構わず〝獅子王ただ勝ーつ〟と叫さけんでいるからだということは容易に想像できた。

「驚いているようだな。だが、安心しろ。今日は貴様を倒たおしにやってきたわけではない」

　スペルヴィオは自じ慢まんげに胸を張って、親指で己おのれを指す。

「おい、この服の名を言ってみろ」

「……赤いジャージ？」

「そう！　これはジ・ヤージ！　察しの悪い貴様にも、この姿を見れば理解できるな？」

「……よくわからない」

　やれやれといった様子で、スペルヴィオは大きくため息をついた。

「これは選ばれし者、体育教師だけが着ることを許された戦せん闘とう服、燃える炎ほのおの真っ赤なジ・ヤージだろうが！」

　何か少し誤解しているみたいだが、それよりも聞き捨てならない言葉を耳にした。

「体育教師？」

「そうだ。今日からこのクラスの体育の授業とやらを、俺が引き受ける。心身を鍛きたえ、完全に統とう率そつされた兵隊を作り上げるのは、俺の得意分野だからな」

　おそらく、〝刷インりプリ込ンテみインのグ・鈴ベル〟だ。あれを使えば、イラが転校生としてこの学校に潜もぐりこめたように、体育教師に成り代わることは可能だろう。

　異世界での面めん倒どう事を避さけるためとは言え、便利アイテム過ぎる。未来から来たネコ型ロボットが用意したのではないかと思うくらいだ。

「……何が目的なんだ？」

「目的か？　いいだろう。教えてやる。どれだけ待っても最強である俺に挑いどんでくる種族王が現れん。だから、弱体化した竜りゆう姫ひめを狙ねらって現れる狡こう猾かつな種族王を俺が先に見つけ出し、全すべて倒してやろうと思ってここまでやってきたのだ！」

　脳みそが筋肉で出来ていて、かつ短たん絡らく的思考がスペルヴィオの特とく徴ちようだ。

「勘かん違ちがいするなよ。貴様たちは腰こし抜ぬけどもを見つけ出すための餌えさに過ぎん。元より俺は全ての種族王をこの手で倒すと決めている。ただ、それだけの話だ」

　彼の能力の源は〝傲慢〟である。そのような考え方こそが、力の根源であり、彼の有り様なのかもしれない。

「貴様との決着は、全ての種族王を倒した後につける！　その日を怯おびえながら、首を洗って待ち続けろ」

　呆あつ気けにとられているクラスメートたち。

　そりゃそうだろう。普ふ段だん目立たない僕が、突然転校生に告白され、そのあと、見たこともない赤いジャージ姿の男と、わけのわからないことを言い合っている。困こん惑わくするのも無理は無い。

　しかし、種族王や、スペルヴィオといったフレーズに興味を持たれるのは困る。今はイラの姿が見当たらないが、後からでも〝刷インりプリ込ンテみインのグ・鈴ベル〟でその情報を忘れさせておかなければならないだろう。

「ん？　なんだ？　周りが気になるのか」

　教卓から飛び降りると、スペルヴィオは上着のポケットから、〝刷インりプリ込ンテみインのグ・鈴ベル〟を取り出してみせた。

「心配するな。こちらの世界への影えい響きようはできるだけ抑おさえる。皇位継承戦争のルールの一つだ。俺もそれくらいはわきまえている」

　スペルヴィオが〝刷インりプリ込ンテみインのグ・鈴ベル〟を鳴らす。

「今聞いた会話の中で、今まで知らなかった情報は全て忘れろ。俺は体育教師の獅子尾忠勝、結城零司はただのクラスメート。それだけだ」

　クラスメートたちの瞳ひとみが一いつ瞬しゆん虚うつろになって、直すぐに元に戻った。

「フン。ここの生活も、少しは楽しめそうだ」

　スペルヴィオが〝刷インりプリ込ンテみインのグ・鈴ベル〟ごと、上着のポケットに両手を突つっ込む。

「体育の時間には遅おくれるなよ」

　それだけ言うと、スペルヴィオは僕に背を向けて、教室から出ていった。

　もし、今、戦うことになっていたら、僕は負けていただろう。

　スペルヴィオは前回と同様に殴なぐり合いでの勝負を申し込んでくるはずだ。

　しかし、レインコートの人物に襲しゆう撃げきされたことで、僕の〝憤ふん怒ど〟の感情力は二割程度しか残っていない。彼の能力である〝愚者はトラスト従う・ミー〟を使われたら、こちらに勝ち目はない。

〝愚者はトラスト従う・ミー〟は、声が届いた相手の行動を、自分の思い通りに一瞬だけ強制する能力である。前回は、〝破壊レイジ・と消去イレイザー〟で自分の聴ちよう力りよくを消すことで、相手の能力を無効化して勝てたが、今回はそれが出来ない。〝破壊レイジ・と消去イレイザー〟が使えない限り、僕は確実に負けるだろう。

　それでもひとまずはスペルヴィオとの勝負が回かい避ひ、延期されたことは、僥ぎよう倖こうといえるかもしれなかった。

　僕は安あん堵どの吐と息いきをもらして椅子に座り直す。

　とんだ乱入者が舞まい込んできたが、事なきを得て良かった。

　前回の戦いから、音おと沙さ汰たの無かった皇位継承戦争が、再び動き始めているのを感じる。早い内に〝憤怒〟の感情力を溜ためておかなくてはならない。どうやって溜めればいいのかは、皆かい目もく見当がつかないけれど。

　僕は再び机に突っ伏した。

　とにかく、今は毎日がお弁当地じ獄ごくになるのだけは避けたい。

　食べた量を思い出して、リバースしそうになった。




　　　　※




　スペルヴィオは落らく胆たんしていた。

　皇位継承戦争が始まれば、毎日が闘とう争そうの日々になると意気込んでいたのである。

　しかし、いざ蓋ふたを開けてみると、理想とは程ほど遠とおく、最も煌こう帝ていに近いとされた竜姫は力を失い、他ほかの種族王たちは自分の前に姿すら現さない。最強である自分に恐おそれをなすのは仕方のないことだとは思うが、これではどうにも張り合いがない。

　竜姫と結城零司との戦闘は、心躍おどるものであったが、それ以降、戦闘らしい戦闘を行っていなかった。

　彼が求めるのは、力と力のぶつかり合い。鍛たん錬れんに鍛錬を重ねた力比べ。煌帝の座を賭かけた命の取り合いである。権力とは、戦い、奪うばい、勝ち取るものだ。

　やはり、待つのは性しように合わない。

　自ら戦闘に挑み、全てに打ち勝って、煌帝になる道が自分には相応ふさわしい。

　そう考えて、結城零司と竜姫が身を置く場所にやってきたのだが、どうやらその判断は正しかったようだ。

　この学校に来て、スペルヴィオは二つの成果を得られた。

　一つは、この赤いジ・ヤージ。

　なんでも、指導者階級である教師の中でも選ばれた屈くつ強きような教師、〝体育教師〟のみに着用が許された衣服らしい。こちらの世界にやってきた当初は、難なん癖くせをつけてきた輩やからからタンクトップという服を巻き上げて着ていたが、どうにも肌はだ寒ざむい。かといって、鎧よろいをつけていては目立つので、もっと自分のフィーリングに合うような服はないものかと探していたのである。

　赤いジ・ヤージは鎧をつけるより防ぼう御ぎよ力は下がるが、伸しん縮しゆく性に優すぐれており、何より動きやすい。目の覚めるような真っ赤な色も、まるで自分の燃えるパッションを具現化したようだった。こちらの世界において、これほど自分に相応しい服は他にないだろう。

　そして、もう一つは、新たな敵である。

　先ほど教室を出てから、どこからともなく、ずっとこちらを注視する視線を感じていた。

　結城零司の通う学校には、すでに別の種族王が潜ひそんでいたようだ。自分の挑ちよう発はつが効いたのか、こちらをかなり警けい戒かいしていることは間ま違ちがいなかった。

　幾いく多たの戦闘をこなしてきたスペルヴィオには、相手の敵意を肌はだで感じ取る事が出来た。

　人ひと気けのない場所に誘さそい出せば、向こうから乗ってくる可能性は高い。

　種族王かどうか、たとえ違ちがっていても、一発殴ってやれば判断がつくだろう。

「この建物で一番広い場所はどこだ？　人の目がなく、戦うに相応しい場所だ」

　通りすがりの男子生徒に声をかける。

「戦う？……屋上なら広いし、もうすぐ授業始まるんで、人はいなくなりますけど」

　赤いジ・ヤージを着ているだけで、生徒は俺を体育教師だと理解する。学校における教師の地位はかなり高く、何かと融ゆう通ずうも利きく。そういう象しよう徴ちよう的な効果も得られるのも、赤いジ・ヤージの優れた所だった。

「どうやってそこに行くか、教えろ」

　生徒に教えられたとおりに、階段を登っていく。

　スペルヴィオは戦いの予感に、胸を躍らせる。

　体育の授業には遅れるかもしれないが、すぐに終わらせてやろう。

　そう意気込んで、屋上へと続くドアを開けた。




　チャイムが鳴る。

　その鐘かねの音は授業が開始された合図であると聞いた。

　スペルヴィオは人ひと気けのない屋上のど真ん中で腕うでを組んで立っている。

　鎧は着ておらず、赤いジ・ヤージのままだった。最初から鎧をつけるのは、自分の弱さを露ろ呈ていするも同然だ。必要があれば召しよう喚かんすればいい。

　向こうがどう出てくるのかはわからないが、スペルヴィオは勝負を挑む気だった。戦うに相応しいような強い相手であって欲しい。それだけを望んでいた。

　空はどんよりと曇くもっている。コンクリートで形作られた屋上も空も、灰色で満たされているように見えた。

　ドアが開く。

　中から現れたのは、フード付きの黒いローブを着込んだ人物だ。顔は何かの道具でも使っているのか、黒い影かげのようなもので覆おおわれていて判別できなかった。

　互たがいに気配を隠かくしたままだが、相手がこちらの動向を窺うかがっていた事に間違いはなく、誘い出す事には問題がなかったようだ。

　スペルヴィオは邪じや魔まが入らないように、ギリギリまで気配を隠すつもりだった。〝愚者はトラスト従う・ミー〟を使う時には、どうしても気配が漏もれるが、それを使う頃ころにはもう大だい丈じよう夫ぶだろう。

　もし、気配を察知して竜姫がやってきたとしても、始まってさえいれば皇位継けい承しよう戦争に横から介かい入にゆうするといった無作法なことはしないはずだ。

「貴様は、どの種族の誰だれだ？」

　黒いローブの人物は何も答えない。

「俺は〝傲ごう慢まん〟の幻げん獣じゆう種、スペルヴィオ。フードを取って顔を見せろ」

「……戦う気はない」

　フードを取る素そ振ぶりもなく、男か女か判別のつかない声で黒いローブの人物は答えた。

　顔を覆っている影のような魔法のマジツク道具アイテムに、声を変える作用があるようだ。

「貴様に戦う気がなくとも、俺にはある。拳こぶしを交かわせば種族王かどうかもわかるだろう。俺の望みは皇位継承戦争を貴様とすること。そして、俺が求めるルールは、持てる全ての力を尽つくした決けつ闘とうだ。貴様が提示するルールはあるか？」

　黒いローブの人物は黙もくしたままである。

「それならば、俺のルールで不満はないな！」

　言葉と同時に、スペルヴィオは前へと駆かけ出し、殴りかかった。

　牽けん制せいのつもりで、軽く拳を振ふるう。

　黒いローブの人物はそれを軽い身のこなしで躱かわした。

　相手はかなり素す早ばやい。続けざまに繰くり出した左の拳も簡単に避よけられてしまう。

　スペルヴィオはそれでも、相手の動きに、自分の身体からだを合わせていく。

「……戦う気はないと言っている」

「知らん！　俺は戦うと決めた！」

　相手の言葉には耳を貸さず、スペルヴィオは距きよ離りを取らせないように、インファイトで次々に拳を繰り出す。

　その全すべてが躱されてしまうが、それも想定通りだった。

　次し第だいに黒いローブの人物を校舎の壁かべへと追い詰つめていく。

　結城零司と違って、黒いローブの人物が幻想世界ギルテイアの人間であることは間違いない。

　戦いがすぐに終わってはつまらないので、零司に対しては力をセーブして殴っていたが、全力で殴っても構わないだろう。むしろ、相手をその気にさせるには、こちらの本気を見せてやる必要がある。

　後ろに逃にげ場がなくなったことを見て取ると、スペルヴィオは渾こん身しんの力を込めて、右拳を突き出した。

　頭の芯しんに響ひびくような破壊音がする。

「──！」

　黒いローブの人物はその攻こう撃げきを間かん一いつ髪ぱつの所で躱すと、背を向けて校舎の壁を蹴けり、逆さまになって跳ちよう躍やくする。そして、スペルヴィオの頭上を飛び越こえて背後に回った。

「ちっ」

　舌打ちをするスペルヴィオの右拳は、校舎の壁に激げき突とつしている。コンクリートで出来た外がい壁へきは、クモの巣状に大きくヒビ割れていた。スペルヴィオは背後にいる黒いローブの人物に向かって、続けざまに右みぎ肘ひじで追い打ちをかける。

　その肘打ちを屈かがんで躱した黒いローブの人物は、バックステップで大きく距離をとって離はなれた。

　素早い動きに翻ほん弄ろうされたスペルヴィオが吠ほえる。

「まだ逃げるか！　腰こし抜ぬけめ！　俺と戦え！」

　しかし、黒いローブの人物が片手を上げて、何かをたぐり寄せる挙動をすると、

「……動くな」

　スペルヴィオの首に何かが巻き付いた。

「……鋼糸だ。無む闇やみに動けばお前の首が落ちることになるだろう」

　黒いローブの人物の右手には、金属製と思われる小手がはめられており、そこから鋼糸がこちらへと伸のびている。どうやら、逃げていただけのようにみせて、細い鋼糸を空中でこちらの首に巻き付かせたらしい。左手でピンと張った鋼糸に触ふれてみる。かなり強きよう靭じんなようで、しっかりと首に食い込んでいた。

「ようやく、戦う気になったか」

　思わず、笑えみが溢あふれた。
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「……戦う気はない。こちらの話に応じれば、鋼糸は解いてやる」

「ふざけるな！　戦わぬ者が煌帝になれるか！」

「……話を聞け」

「話など聞かん！」

　スペルヴィオは再び吠えた。

「こんなもので俺の首が落とせると、本気で思っているのか？」

　深く息を吸って、全身に力を溜ためて筋肉を硬こう化かさせる。首に巻き付いている二本の鋼糸それぞれを両手で握にぎると、力任せに両側に引っ張る。

　ギリギリと手て応ごたえはあったものの、やがて、鋼糸は音をたてて引きちぎれた。

「俺は幻獣種の王！　鋼ごときで俺の肌を傷つけられるものか！」

　スペルヴィオはポケットから、獅し子しを模した濃のう緑りよく色しよくの〝傲慢〟のシンボルを取り出して、黒いローブの人物へと駆かける。

「俺が貴様を本気にさせてやる！」

　黒いローブの人物は予想外の出来事に怯ひるんでいる。

「〝愚者はトラスト従う・ミー〟」

　その手に握られた〝傲慢〟のシンボルが淡あわく光を灯ともす。




「貴様の能力を俺に見せろ！」




〝傲慢〟の気配が周囲に放たれた。




　　　　※




　スペルヴィオは体育の授業に現れなかった。

　人に遅おくれるなと言っておいて、自分が来ないのはどうかと思う。でも、本来の授業予定は、体力づくり。筋肉痛と満腹に苦しむ僕にとってはラッキーだったかもしれない。

　教師が現れないため、クラスメートたちは各おの々おの運動場で自由に過ごしていた。体育倉庫から持ってきたボールで遊んでいる者もいるが、大半は地面に座ってしゃべっている者たちばかりだ。

　僕はといえば、そんな集団とは少し離れた所に一人でいた。

　意図的に離れたというわけではなく、なんとなく周囲が僕を敬遠したようである。

　露ろ骨こつな嫌いやがらせを受けたわけでもないし、しばらく大人しくして、ほとぼりが冷めるのを待つしかないだろう。

　そんな風に何もしないまま、しばらく経たった頃、体育館の方からイラが走ってくるのが見えた。女子は体育館でバレーボールだったはずだ。

　イラは長い銀ぎん髪ぱつのポニーテールをなびかせて、慌あわてた様子でこちらに向かってくる。服は萌花のお下がりの運動着である。

　クラスメートたちの非難めいた視線を感じた僕は、立ち上がってイラの方へと赴おもむいた。

　イラは血の繫つながらない義理の妹という設定であったために、今まで近くにいても非難の対象にならなかったのだが、今では〝義理〟というのが余計な意味合いを含ふくんでしまっている。すなわち、義理の妹だから手を出しているのではないか、という疑いの不誠実さが、大きな反感を買っているようだ。

「レイジよ、スペルヴィオがおるぞ！」

　イラが足でブレーキをかけると、運動場に砂すな埃ぼこりがあがった。

　結構な距離を走ってきたにもかかわらず、息を切らした様子はない。

「さっき教室で会ったよ」

　昼休みの次が体育で、服を着き替がえる移動を挟はさんだことから、まだスペルヴィオのことを話せていなかった。

「大丈夫。スペルヴィオは僕たちと戦うために来たわけじゃない。僕たちを狙ねらって現れる種族王を先に倒たおすつもりらしい」

「では、なぜ、〝傲慢〟の気配がするのだ？」

〝傲慢〟の気配がする？

　イラたち種族王は、各種族の気配を互いに見分けられる。イラの場合は〝憤ふん怒ど〟の気配、スペルヴィオなら〝傲慢〟といった固有の気配を持つらしい。シンボルから発せられるその気配は完全に隠すこともできるし、あえて現すことで相手を呼び寄せることもできる。

　ちなみに、イラは〝憤怒〟のシンボルを僕の身体に埋うめ込んだために、気配を隠すことが出来なくなった。つまり、〝憤怒〟の気配は、常にシンボルを身体に宿した僕からしているということで、先ほどスペルヴィオが僕の所にやって来たのも、その気配を追ってきたからだろう。

「それって、いつから？」

「ついさっき感じた。そして、今も感じるぞ」

　僕と出会った時には気配を隠していたようだ。

「スペルヴィオは余たちと戦わぬと言ったのだな？」

「全ての種族王を倒してから勝負を挑いどむって言ってた」

　イラは何事か思案してから、不敵に笑う。

「そうか！　よし、向かうぞ！」

「どこに？」

「学校の屋上である。〝傲慢〟の気配はそこからしておるのでな」

「どうして？」

「先ほどまで気配を隠しておったのに、なぜ今になって気配を現した？　余たちと戦わぬつもりなら、気配を現す必要がなかろ？　おそらく、スペルヴィオは別の種族王と戦っておるか、今から戦うところだな！　きっと、〝愚者はトラスト従う・ミー〟を使ったから、気配が漏もれたのだ。これが見学せずにおれるか！」

「……でも、〝憤怒〟の感情力は二割くらいしかないし、こっちは戦えないよ」

「その時はその時であろ！　どうせ、戦せん闘とうが終わって、こちらに勝負を挑まれたら、同じ条件で戦うことになるしの。それならば、この目で相手の姿や能力を見ておいた方が対処しやすかろ？」

　楽しそうにウインクをすると、イラは校舎に向かって駆け出した。さすがに、一人で向かわせるわけにもいかず、僕もその後を追う。

「屋上からしているのは〝傲ごう慢まん〟の気配だけ？」

「うむ。〝傲慢〟の気配しかしておらんな」

　相手の気配がしないのはなぜだろうか。もし、戦っているのなら、スペルヴィオだけが能力を使っているというのは腑ふに落ちない。どうにも嫌な予感がする。

　この野や次じ馬うま根こん性じようが身を滅ほろぼすことにならないように、僕は祈いのるばかりだ。




　屋上へのドアを開けると、赤いジャージ姿のスペルヴィオが、見るからに不ふ機き嫌げんそうにあぐらをかいて座り込んでいた。他ほかには誰だれの姿もない。

　イラが小走りに駆け寄る。

「久しいな、〝傲慢〟の」

「来たか。コドモドラゴン」

「こ、コドモドラゴンとな！　それではまるで余がノタノタと四足歩行する体長二メートルくらいのオオトカゲみたいではないか！　余に一回負けたくせに生意気であるぞ！　余はおとなドラゴンである！　ふざけるでなーい！」

　それはコモドドラゴンではないだろうか。

　一人勝手に憤ふん慨がいしているイラを放っておいて、僕はスペルヴィオに聞く。

「誰かと戦っていたんじゃないのか？」

「……ああ」

　スペルヴィオは立ち上がって、首を左右に振ふって音を鳴らした。

「あんなものは戦闘と呼ばん」

「そんなことを言いながらお主、能力を使ったのであろ？　相手は能力を使わなかったようだが、軽くあしらわれたか？」

　イラが挑ちよう戦せん的な態度をとる。

「戦闘を放ほう棄きしたのは俺だ」

　すぐに拳こぶしで語りたがる性格に思えたが、矛ほこを収めたのはスペルヴィオのようだ。

「あれでは戦うに値あたいせん」

　スペルヴィオは頭を搔かきながら、この場を立ち去ろうとする。

「待て、スペルヴィオ。それはどういう意味なのだ！」

「んー」

　スペルヴィオは少し振り返ると、

「俺は〝愚者はトラスト従う・ミー〟を使って、相手に能力を見せろと命じた。そして、これがその結果だ」

　それ以上は何も語る気がないらしく、そのまま校舎の中へと消えていった。

「どうしてあのスペルヴィオが戦いを放棄したんだろう？」

「さあな。余には分からん」

　期待の外れたイラはつまらなそうな顔をしている。

「〝愚者はトラスト従う・ミー〟を使って、相手に能力を見せろって言ったんなら、相手は強制的に能力を使わされるはず。能力を使ったら、気配が察知される。でも、イラは〝傲慢〟の気配以外を感じなかったんだよな？」

「うむ。〝傲慢〟の気配だけであったな」

「能力を使っている相手の気配が感じ取れない、なんてことは？」

「無いな。能力を使えば、気配がする。それは絶対である」

「ほら、気配を消す魔法のマジツク道具アイテムとか、あるんじゃないの？」

　イラは首を傾かしげる。

「余は聞いたことがないがの……だが、もしあるとしても、それでスペルヴィオが戦闘を止やめるとは思えんぞ」

　それもそうだ。

「一体、スペルヴィオは誰と戦っておったのだ？」

　今のところ思い当たる相手と言えば、あのレインコートの人物。そういえば、前に襲おそわれた時に、相手は能力を使ってこなかった。

　もしかして、相手は種族王ではないのだろうか？

　ふと、校舎の壁かべがクモの巣状に破は壊かいされていることに気づく。

「これ、もしかして、スペルヴィオが？」

　その痕こん跡せきから見て、戦闘が行われたのは確かなようだ。

「とにかく、〝憤怒〟の感情力は溜ためておいた方が良かろうな」

　それについては、僕も同意見だった。

「お主の頭に鶏にわとりの鶏冠とさかがついておればよかったのにのう」

　すごく残念そうな顔で、イラは僕の頭を見つめる。

「ええ……？」

「決め台詞ぜりふはこうである。〝俺の怒いかりが怒ど髪はつ天てん！　鶏冠にビンビン来たぜ！〟で、頭の鶏冠がピーンと立ってな！　戦闘に入る度たびに〝憤怒〟の感情力がすぐにマックスになるのだ！」

「それは性格の問題で、別に鶏冠いらないだろ」

「チキンマンに鶏冠は必ひつ須すであろ？」

　ちょっとしたヒーローみたいになっているけど、それ、誰だよ。

「仕方ないの。最近やってなかった〝イライラ大作戦〟をもっと大だい胆たん過激に行うとするか」

　その〝イライラ大作戦〟には良い思い出がない。

　顔に落書きをされたり、お弁当を掏すり替かえられたりしたが、効果は今ひとつだった。

〝憤怒〟の感情力を溜めるには、僕の怒りの感情が必要不可欠である。

　でも、僕は基本的に、自分に何をされても怒おこらない。いつも他人ごとに関して怒るという、ひとりよがりな怒り方をするので、どんないたずらを仕し掛かけられても悲しくなるだけなのだ。あまり気が進まなかった。

「そういえば、園城さんは一いつ緒しよに体育館にいた？」

　僕としては園城美愛の存在がどうしても気になる。

　種族王らしきレインコートの人物の出現と、美愛が転校生として現れたタイミングの一いつ致ち。それから、僕に突とつ然ぜんしてきた告白。何か意味がありそうだと勘かんぐってしまう。

「いなかったぞ」

　興味なさそうに素っ気なく答えた。

「授業には姿を見せておらん」

「もしかして園城さんが──」

「なんだ、お主は、エンジョー、エンジョーと！　失言をした有名人の日記みたいに！　そこまで気にするほどのものか!?　ちょっと、好きだと言われたからといって、すぐに有う頂ちよう天てんになりおって！」

「……そういうわけじゃないって」

「いーや！　それに、余の用意したものより、先に園城の弁当に手を付けた！　それが許せんのだ！　余が最優先であろうが！　作戦名はずっと〝余をだいじに〟である！　何よりも一番大事にすべきなのは、余であろうがー！」

　両手を上げて憤慨している。

　イラが用意したのは、購こう買ばいのおにぎりだったわけで、手作りしてもらった方を優先するという判断はそれほど間ま違ちがってないと思う。

「コラー！　余をおもちゃ売り場で駄だ々だをこねる子どもを見るような目で見るでなーい！」

「そこまでは思ってないよ」

「余は初めからあの転校生が気に入らなかったのだ！　ツンと澄すましおって！　余の〝憤ふん怒ど〟のシンボルに手を出そうなどと、何様のつもりであるか！」

　僕はなぜかちょっとムッとした。

　モノ扱あつかいされたように思ったからかもしれない。僕にしては珍めずらしい感情の変化である。

「そんなに悪い人には思えないけど」

　僕の言葉が気に障さわったのか、イラは憤慨する。

「何なのだ一体！　これが恋こいか？　恋の魔法にかけられたか？　情けなし！　チョロすぎるであろうが！　余の配下としてのプライドはないのか！」

「……別に、配下じゃないし、恋をしてるわけでもないよ」

　売り言葉に買い言葉で、つい僕も意地を張ってしまう。

「ならもう良いわ！　好きにせよ！　余はもう知らん！」

　腹を立てたイラは、一人でさっさと校舎の中へと戻もどってしまった。

　──やってしまった。

　僕は自己嫌けん悪おに陥おちいる。イラと出会ってから、良くも悪くも感情を表に出しすぎているような気がする。イラは味方なのだし、何も怒らせることはなかったのだ。

　しかし、いつもあっけらかんとしているイラが、美愛の事になると、やたらと絡からんでくるものだから困ってしまう。

　美愛が来てからクラスの雰ふん囲い気きもずっとおかしいし、僕のペースは狂くるってばかりだ。

　屋上に残された僕は、もう一度ひび割れた校舎の壁を見る。そして、どんよりと曇くもった空を仰あおぐと、深くため息をついた。

　こんな調子で大だい丈じよう夫ぶなのだろうか。




　　　　※




　萌花がキッチンで夕飯の用意をしてくれている。

　今日は焼きそばらしく、辺りにはソースの良い香かおりが漂ただよっていた。

　僕はリビングのテーブルに肘ひじをついて、今後のことを思い悩なやんでいる。

　あれからイラには謝ってみたものの、

「余は現在、クールタイムである。知らぬ、聞かぬ、何も話さぬ。後日にするがよい」

　と、邪じや険けんに扱われてしまった。

　そこまで怒ることはないと思うのだが、取り付く島もない。

　そんなイラはリビングのソファで、お気に入りのぬいぐるみクッションを抱かかえ、アクティブにゴロゴロ転がりながらテレビを見ている。時折、「むー」と唸うなりながら、クッションに顔を押し付けていた。

　とりあえずは、そのクールタイム（？）が終わるのを待つしかない。

「なぁ、萌花」

「なぁに？」

　エプロン姿の萌花はこちらを振り返らずに、返事をした。

「明日あしたはお弁当いいや」

「はい」

　言葉にしてから、それがとても冷たく聞こえたことに気づく。

「いや、あの、そうじゃなくて、嬉うれしいんだけど、色々考えて、えっと、そのうまく言えないけど──」

　しどろもどろになりながらも、なんとか弁解しようとする。

「ねえ、レイジくん」

「……はい」

　萌花はこちらを振ふり返らない。

「今日さ、私のお弁当、二番目だったのは、どうして？」

　園城美愛の作ったお弁当、萌花の作ったお弁当、そして、イラが買ってきたおにぎり。それらを前にして、僕が最初に手をつけたのは、美愛のものからだった。

「それは──」

　あの時、僕はよく考えた末に、その行動に至ったはずだ。

「家族だから。萌花なら分かってくれるし、許してくれると思ったから」

「そうだろうと思った」

　萌花はフライパンの焼きそばを皿に取り分けると、

「ご飯出来たよー！」

　と、イラを呼んだ。

　クッションに顔を突つっ込んでいたイラが、モソモソと起き上がってこちらにやってくる。長い銀ぎん髪ぱつはくしゃくしゃに乱れていた。

「家族でもなんでもね」

　萌花は焼きそばの盛られた皿をテーブルの上に二つ置く。

「女の子はどんなことでも、一番にしてもらえると嬉しいんだよ」

「……ほう？」

　イラが興味深げに相あい槌づちを返した。

　そして、萌花はニッと笑うと、エプロンのポケットから何かを取り出し、

「萌花必殺！　タバスコボンバー!!」

　小こ瓶びんを振って僕の焼きそばに中身を振りかける。

　振って、振って、振る。

　振って、振って──振った。

　その量は、まさに必殺。

「ふう。一仕事終えた。今日はこれくらいで許してあげる」

　僕は思わず目を閉じたが、今日の自分の行動を思い出し、何も言わないことに決めて、再び目を開けた。

「いただきます」

　そして、手を合わせる。

「よく混ぜてね」

　言われたとおりにお箸はしでかき混ぜて、焼きそばを口に運ぶ。

　この程度の辛からさなど、人間関係の辛さに比べたら、きっとなんでもないことだ。

「う」

　口の中に広がる刺し激げき的な──。

「……美味うまい!?」

　どのようなものを作っても、うちの萌花に限って、メシがマズい、なんてことにはならないのだ。

「ほほう？」

　イラが目を細める。

「インド人のクンさん特製タバスコ風カレーソースです！」

　萌花がいたずらっぽく微笑ほほえんだ。

「一回振れば、インド人もびっくり。五回振れば、食通が仰ぎよう天てん。十回振れば、宇宙人も腰こしを抜ぬかしまんがな！　どんな料理も華か麗れいにカレーに変えるイチオシ商品です」

「余もそれを使ってみる！」

　萌花から小瓶を受け取ったイラが自分の焼きそばに、数すう滴てきふりかけた。

　そして、焼きそばを口に運ぶと、

「むぐ！」

　と、口を押さえてから、

「コラァ────────────！」

　僕に向かって盛大に炎ほのおを吐はいた。




　カレー風味でもやっぱりダメらしい。







　第三章　相談　Consultation







　体育の授業は地じ獄ごくだった。




「貴様たちにあるモノは何だ！　どんな状じよう況きように置かれても、常にあるモノとは何だ！　精神と身体からだ、それだけだ！　貴様たちが困難を乗り越こえるのに使えるモノは何だ！　精神と身体！　それしかない！　己おのれの心と肉体だけが、武器となる！　爪つめも牙きばも持たぬ貴様たちに、唯ゆい一いつ与あたえられた武器は、心と肉体、それのみだ！　だが──」

　腕うで立たて伏ふせ五十回を二セット。

「己の肉体を見ろ！　か細いだろう！　貧弱だろう！　不安になるだろう！　なぜなら、貴様たちは軟なん弱じやくだからだ！　目の前に障害が現れただけで、貴様たちは弱音を吐き、すぐに泣き事を言う。生まれたての赤ん坊ぼうだからだ！　それでも──」

　腹筋百回を二セット。

「男子たるもの戦士でなくてはならない！　貴様たちは戦士にならなければならない！　それには鍛たん錬れんだ。鍛錬に鍛錬を重ね、鋼はがねの心と肉体を手に入れろ！　何事にも臆おくせず、怯ひるまず、立ち向かえるための武器を得ろ！　心は肉体を鍛きたえれば、勝手に鍛えられる！　貴様たちが今、することは！　すべきことは！　身体を鍛えることだ！」

　スクワット百回は三セット。

「貴様たちの敵はどこにいる。乗り越えるべき障害はどこにある。心だ！　貴様たちの真の敵は、己の心の中にいる。己自身が最大の敵だ！　敵に隙すきを見せるな！　弱みを見せるな！　心に屈くつするな！　貴様たちは戦士だ！　戦士は負けた時に死ぬ！　貴様たちはまだ生きている！　生きている限り戦士だ！　立て！」

　背筋百回も三セット。

「やれなくても、やれ！　できなくても、やれ！　無理でも、やれ！　心が否定するものを乗り越えろ！　その時、貴様たちは鋼の心と肉体を手に入れる！　本当の意味で戦士となる！　どうした！　立て！」

　全身の筋肉が悲鳴をあげている。限界だと泣き叫さけんでいる。

　立ち上がれない男子生徒は数多あまた。僕もその中の一人だ。

　赤いジャージ姿が似合う獅し子し尾お忠ただ勝かつこと〝傲ごう慢まん〟のスペルヴィオは、ポケットからシンボルを取り出して、声を張り上げる。

「〝愚者はトラスト従う・ミー〟」

　ひい。強制的過ぎる！

「立て！」

　全員が立ち上がる。

「並べ！」

　整然と並ぶ。

「前に進め！」

〝愚者はトラスト従う・ミー〟の効果は一いつ瞬しゆんだけ。でも、一度弾はずみがつけば、身体は動き続ける。

「列を意識しろ！　他人と動きを合わせろ！　個は全すべてであり、全ては個だ！　一丸となれ！　和を乱したら、制裁を与あたえる！」

　運動場を行進する。

　これは体育じゃない。軍事訓練だ。

「前だけを見ろ！　後退はない！　振り返る必要もない！　ただ前に進め！」

　その時、僕は何かに躓つまずいた。

　フラフラになっていた僕は、容た易やすく地面に転がってしまう。

「全隊、止まれ！」

　どうやら近くにいた誰だれかが、わざと足をひっかけて僕を転ばせたらしい。

　そこまで嫌きらわれてしまったか。

　でも──仕方のないことだ。過か酷こくな授業に対する憤ふん懣まんも溜たまっていたのだろう。

　僕は何も無かったように振る舞まう。

「……結ゆう城き零れい司じ」

　顔をあげると、ポケットに両手を突っ込んだスペルヴィオがこちらを見下ろしていた。

「立て」

　かつて、スペルヴィオと戦った時の事を僕は思い出していた。

　あの時もかなり殴なぐられた。和を乱したら、制裁。鉄てつ拳けんが飛んできそうな雰ふん囲い気きである。

　僕は挫くじけそうな気持ちを堪こらえて、立ち上がる。スペルヴィオは敵だ。敵に弱いところを見せられない。

「全員、その場で、腕立て伏せ三十回！」

　不満の声が上がる。

「連帯責任だ。俺は和を乱したら、制裁すると言った。和を乱した者をではない！　貴様たち全員をだ！」

　スペルヴィオは拳こぶしを高く掲かかげる。

「不満のある奴やつは名乗り出ろ！　俺を倒たおせたら、そいつが今から体育教師だ！」

　無む茶ちや苦茶だ。

　生徒たちは渋しぶ々しぶ従う。

「なぜ、俺に従わねばならんかわかるか!?　それは貴様たちが弱いからだ！　弱者は強者に従う、これが社会を支配するルールだからだ。それが嫌いやなら、強くなれ！　強くなって、従わせろ！　力こそがパワーだ！」

　そりゃ、力はパワーですよ。

　もう体力は限界だ。さらに腕立て伏せ三十回なんて、出来る気がしない。

　しかし、何が凄すごいって、今までの筋トレをスペルヴィオも、生徒と同じようにこなしているということ。しかも、生徒の半分の時間で終わらせて、汗あせ一つかいていないこと。

　怪かい物ぶつだ──筋肉のバケモノだ。

「結城零司」

　隣となりで腕立て伏せを──しかも片手でやっているスペルヴィオが僕だけに聞こえる声で言った。

「……は、はい」

　僕は息も完全に上がってしまっている。

「〝憤ふん怒ど〟も人の感情だ。嫌うな」

　でも、なぜだろう。

　スペルヴィオって──。

「力のある者は妬ねたまれる。それは貴様にそれだけの力があるということだ。その力を信じろ。そうすれば、次に俺と戦う時には、もっとマシな面つらになっているはずだ」




　本当に教師みたいに見える。




　　　　※




　体育が終わった次の休み時間。

　皆みんな、「なぜか獅子尾先生の言葉には逆らえないよな」と不思議がっていた。それはあの人の特とく殊しゆな能力のせいだとはとても言えない。しかし、ただそれだけというわけでもないだろう。スペルヴィオは本当の教師でもないのに、教師らしいことを言っている。そのせいで、なんとなく従ってしまうのだ。

　そんな男子生徒たちは、限界まで体力を使い、机でぐったりしていた。

　当然、僕も同じだ。

「……結城君」

　顔をあげると園えん城じよう美み愛あが立っていた。

　相変わらず、人を寄せ付けないオーラを発している。

「相談があるの」

　美愛がスッと眼めを細める。

　冷たく感じられるのは、人を見る時のその視線のせいではないかと思うのだけれど。

「どんな相談？」

「……明日あした、空いている？」

　明日は土曜日。部活動も入っていないので、当然暇ひまである。

「大だい丈じよう夫ぶだけど」

「では、朝の十時に待ち合わせということでどうかしら？」

　美愛が指定してきたのは、家からそれほど遠くない場所である。

「構わないよ」

　イラは隣で腕うで組ぐみをして黙だまり込んでいた。いつもならこのタイミングで、コラーナントカカントカでなーい、とか言い出しそうなものだが。

「今ここで、できないような相談？」

「……ええ。人間関係の」

「ふむ」

　人間関係の相談になんて僕が乗れるだろうか。

　頼たのまれごとは断れない僕の性格は変わっていない。人の役に立てるのなら、出来る限りのことはしてあげたいと思う。しかし、美愛に対する警けい戒かい心しんはまだある。

　それでも、これは美愛が何者かを知るいい機会になるかもしれない。

「……じゃあ、明日ね」

　美愛はイラを一いち瞥べつし、自分の席に戻もどってしまった。

　僕は周りにいるクラスメートの視線を気にする。

　女子生徒の好こう奇きの視線は感じるが、男子生徒は疲つかれ過ぎていて、どうでもよくなっているらしく、こちらを見ている者はいなかった。

「あのさ、イラ……」

「余はクールタイム継けい続ぞく中である」

　プイッと顔を背そむけられた。

　なんとか仲直りできないものだろうか。しかし、優ゆう柔じゆう不ふ断だんな僕はこれ以上イラに嫌われるのが怖こわくて、思い切った行動に出られない。

「お主と園城が話すのを見ているだけで、余はなぜか胸がざわつくのである。これは、そう、まるで──」

　イラは机に突つっ伏ぷして、寝ねそべる。そして、こちらを上うわ目め遣づかいに見ると、

「お気に入りの玩具おもちやを取られた時のような気持ちである」

　そう言って、「うー」と頭を抱かかえた。

　イラにとって僕はやはり〝憤怒〟のシンボルの代わりでしかないのだろうか。

　僕は何も言えずに、窓の外を見る。

　また、雨が降り始めていた。




　　　　※




　そして、土曜日。

　梅雨つゆだというのに、空は珍めずらしく晴れている。

　僕は約束の時間よりも三十分早く駅前の公園にやってきてベンチに座っていた。

　ここはよく待ち合わせに利用されている。土曜日でもあるせいか、周囲には僕と同じ誰かを待つ人の姿が多く見られた。

　待ち合わせ時間よりもかなり早くに来ているのは、相手を待たせたくないからである。

　僕はどんな時にも約束の時間より余よ裕ゆうを持って行動することを心がけていた。単純に、待たせるより、自分が待つ方が好きなせいでもある。

　今日のことを、萌もえ花かには言っていない。

　話がややこしくなる気がするし、わざわざ言わなくてもいいだろう。僕はクラスメートの相談に乗りにきたのであって、他ほかにやましいことなどないのだ。やましいことがないのに、やましいと思われたくないので、言わなかった。それだけだ。

　だから、デートっぽいなとか思ったけど、本当にそうじゃないわけで──。

「……お待たせしたかしら」

　いつの間にか目の前に、園城美愛が立っていた。

　ノースリーブの白いブラウスに、チェックのミニスカート。肩かたにはトートバッグをかけている。首元には赤い宝石が埋うめ込まれたブローチがついたネックレス。そして、黒のハイソックスだ。

「……なにか？」

　ただ腰こしに手を当てて立っているだけなのに、異常なほど様になっていた。

　公園にいる男女全すべての視線を一身に集めていることに、本人は気づいていないのだろうか。普ふ段だん彼女にまとわりついている暗い影かげを空の彼方かなたに払ふつ拭しよくして、美し過ぎる美少女がそこにいた。

「いや、よく似合っているなと思って」

「……そう？」

　美愛は少し顔を赤らめて、

「……私に似合う格好をと店員さんに聞いたら、これを勧すすめられたのよ」

　照れくさそうに答えた。

「できるだけデリシャスにしてくださいと言って正解だったわ」

　店員の困った顔が目に浮うかぶようだ。

　まぁ、これだけの出で来き栄ばえならば、さぞかし選び甲斐がいがあったに違ちがいない。

「それに早かったね。まだ三十分も前だよ」

「……私、人を待たせるのが嫌いなの」

　どことなく美愛には、自分と近しいものを感じた。少なくとも、イラや萌花とはタイプが違うように思われる。

「では、行きましょうか」

「どこへ？」

「土曜日に親密な──親密な若い男女が行くべきところは、決まっているじゃない」

　どこだろうか。

　あと、さりげなく二回繰くり返したけど、そんなに親密ではない。

「……深海よ」

「え？」




閑かん話わ




「萌花よ。この茶色い眼鏡見えにくいな」

「これはサングラスというものだよ、イラちゃん」

「外して良いか？　さっきから邪じや魔まで仕方ないのだ」

「駄だ目めだよ。尾び行こうをするのに必ひつ須すなんだよ。そうしないと顔がバレちゃうでしょう？　有名人もこれをかけて変装するんだよ」

「サングラスをかけておるだけで、バレないのか？　どこからどう見ても、サングラスをかけた余と萌花にしか見えぬぞ」

「そんなことないよ。その辺を歩いている小麦色の肌はだをしたアゲアゲなギャルに上手うまく擬ぎ態たいできているよ」

「今の余は小麦色の肌をしたアゲアゲなギャルに見えるか？」

「見えないけど、見ようと思えば──見えないね」

「であろ？　他に何かないのか？」

「あるよ」

「ほう。この厚手の布は被かぶるものか？　目と口の部分が空いておるな」

「目出し帽ぼうっていうんだよ。前にもらってから全然使ってなかったんだけど、この子たちは今日という日を、ずっと待っていたんだと思う」

「ほう。余はこれを映画で見たことがあるな。そうか、銀行強ごう盗とうである！　銀行強盗が被っておったな！　確かにこれならば、完全に顔を隠かくせるかもしれぬが……被るのはちょっと抵てい抗こうがあるの」

「そうなの？」

「萌花！　なぜ被った!?　恥はずかしくないのか？　どう見ても周囲から浮いておるぞ!?」

「フフフ、これで誰だれも私が萌花だとは思うまい」

「思わんが、その姿で銀行の前を通ったら、捕つかまるのではないか!?」

「その時は、銀行強盗じゃありませんって言うよ」

「信じてもらえるのか!?」

「私たちの目出し帽への情熱が相手に伝わればいける」

「余にはその情熱がないからダメだ！　それに逆に目立っておるではないか！」

「しまった。梅雨の時期に被るものではなかった」

「そういう問題ではないと思うぞ」

「ニットで出来ているから、蒸むれるね」

「コラー、余たちをその場の勢いで銀行強盗を企くわだてようとしている不良少女を見るような目で見るでなーい！」

「駄目だよ。大きな声を出したら、レイジくんたちにバレちゃう」

「はわわ」

「はわわって可愛かわいい。あ。レイジくんたちが移動するみたいだよ」

「ふむ。追いかけるとするか……とりあえず、萌花はそれを脱ぬげ」

「えー」

「それはうら若き乙おと女めの美しさを著いちじるしく損そこなう。余はそのようなもの認めぬ」

「じゃあ、サングラスで行こうか」

「ふわ！　なぜ目出し帽の上からサングラスをかけた!?　怪あやしすぎるであろうが！」

「フフフ、うっかり脱ぐのを忘れただけだよ」

「絶対わざとであろ！」

「残念だけど、脱ぐしかないか」

「ところで、萌花よ。アゲアゲなギャルのアゲアゲとはなんだ？」

「前まえ髪がみが上がっているかどうかだよ」

「たまに余は寝ね起おきが、アゲアゲ状態であるな」

「朝からご機き嫌げんだね」




　二人の少女の尾行が始まる。




　　　　※




　深海だった。

　たゆたう水面から射さす光。それを受けて、小魚の群れが頭上で銀色にきらめく。深ふか紫むらさき色をした海かい藻そうがユラユラと揺ゆれている。ゴツゴツとした岩いわ棚だなの隙すき間まから、名も知らぬ大きな魚が現れて悠ゆう々ゆうと泳ぐ。

　見み渡わたす限かぎりの世界が、深い青に包まれていた。




　アクアファンタジア。

　国内最大級の大水すい槽そうを売りにしている最近出来たばかりの水族館だ。

　ドーム状になった大水槽は、内側から見ればまるで深海の中にいるように感じられる。

　近くにあるエスカレーターを上がって柵さく越ごしに上から覗のぞくことも出来るが、よく見えないので、やはり内側から眺ながめるのがいいだろう。大水槽に続く通路はトンネル状になっていて、そこではイルカが回遊していた。

　全てが幻げん想そう的で、思わず息を吞のむ美しさだった。

　園城美愛も真しん剣けんな様子で大水槽を見上げている。

　僕は水族館が好きだ。

　一日中、ずっと水槽の前で魚を眺めて過ごせたら、どれだけ幸せなことだろう。

　大水槽フロアの真ん中に設置されたソファに座りながら、僕は幸せを感じていた。

　ああ、僕はクラゲになりたい。

「……私、昔、ムカデを飼っていたことがあるの」

「え？　今、ムカデのことを考えていたの？」

　唐とう突とつ過ぎる話題に困こん惑わくした。

「そうよ。多足亜あ門もんムカデ綱こうに属する節足動物の総そう称しよう、ムカデのことを考えていたのよ」

　水族館に来て、ムカデのことを考える人がいるとは思わなかった。

「どうしてまたムカデなんかをペットに？」

「……嫌きらわれているからよ」

　さも当然とばかりに、美愛は続ける。

「どうしてこんなに、皆みんなに嫌われているのか。それが知りたくて、試ためしに飼ってみたのよ。そこに自分を重ねたの」

　ムカデに自分を重ねる者はそういない。

「……ムカデって餌えさを食べている時以外は、昼ひる寝ねをしているか、身み繕づくろいをしてるの。ねえ、こう表現するとなんだかムカデって、猫ねこみたいじゃない？」

「ううん……猫かなぁ？」

　他ほかの部分で全く共通してない気がする。

「ほぼ、猫だと思うわ」

「いや、猫はもっと愛らしい生き物だよ」

「足が四本以上で、身体からだをくねらせて寝ねて、時に嚙かみ付く。ほら、やっぱり猫ね」

「足は百本近くあって、身体は常にクネクネしていて、嚙み付いたら毒液を流し込む猫なんていないよ」

「……猫だと思わなければ、私にはあの生き物が受け入れられない」

「それ、必死に猫だと思い込もうとしているよね」

　美愛は小首を傾かしげてから、

「……まぁ、ムカデが猫かどうかは、どうでもいいの」

　それには僕も同意する。

「ムカデというのは、飼ってみれば分かるのだけれど、見た目が気持ち悪くて、嚙み付くといったこと以外には、害のない生き物なの」

　見た目が気持ち悪くて、嚙み付くなら、相当害がある生き物だと思う。

「大だい丈じよう夫ぶ。嚙み付かれたりはしてない。ムカデには半径一メートル以内に近づかなかったし、見る時も五秒以上見て気分が悪くならないように注意したから」

「園城さん、ムカデ相当嫌いなんじゃ？」

「嫌いよ。大嫌いな部類に入るわ。飼うのも三時間が限界だった」

　それは飼ったのではなく、普ふ通つうは観察したと表現する。

「……でも、そんな風に嫌われて気持ち悪がられるムカデでも、ケーキをあげた時には、少し可愛く思えたの。一心不乱に食べているかと思えば、時々、何かを考えているように、まるで幸せを嚙み締しめているみたいに休んでいた。そんな仕草に可愛さを感じてしまったの。意外だったわ」

「ムカデを一いつ瞬しゆんでも可愛いと思えたのが、僕には驚おどろきだけど」

「……こんなに嫌われているムカデにも可愛いところがあるのだから、クラスメートに嫌われる要素満まん載さいの私にも、皆に好かれるような、可愛い一面を見つけることが可能なはず」

　強ごう引いんに話を持っていったな。

「園城さんはそのままでも可愛いと思うけど」

　美愛はとても心外そうに、目を細めてこちらを見た。

「……でも、皆は私に近づこうとさえしないわ」

「それは、他人を近づかせないようなオーラを、園城さんが発しているから」

「……ムカデみたいに？」

　ムカデに自分を重ねるのはもうやめなさい。

「そうじゃなくて。園城さんには人を見る時に、目を細める癖くせがあるんだ。それが〝私に関かかわらないで〟みたいな感じで、周囲を威い圧あつしているのが原因の一つかもしれない」

　お調子者の小こ松まつ野のはなんと表現していたっけ。

「溶とけない氷、だって言ってたかな。視線が冷たくて、睨にらまれているように感じてしまうんじゃないかな」

「……そう」

　転校早々に、クラスメートの前で告白する大だい胆たんさも、反感を買った理由にはなっていると思うが、それは根本的な原因ではないはずだ。僕のようにいつも愛あい想そ笑いをするのは勧すすめないが、もっと肩かたの力を抜ぬいて他人と接すれば、受け入れてくれる人もいるだろう。

「でも、ダメね」

「どうして？」

「……それは呪のろいのせいだから」

「呪い？」

「〝禁きん忌きを覗き見る者への可視世界崩ほう壊かい現象〟」

　目の前を巨きよ大だいなエイが通り過ぎた。

「え？」

　今すごい中二病的なフレーズを聞いた気がする。

「さて」

　美愛は立ち上がると、

「この先で、お昼でも食べましょう。お腹なかが空すいたわ」

　何事もなかったように振ふる舞まった。

「園城さん」

　僕は気になった事を聞いてみることにする。

「今日聞いて欲しかった人間関係の相談っていうのは──」

「……ええ」

　園城美愛は恥はずかしそうに、

「クラスメートの皆ともっと仲良くするには、どうすればいいかを聞きたかったの」

　少し悲しげに睫毛まつげを伏ふせた。




閑かん話わ




「フフフ、萌花よ。レイジたちは全く余たちに気付いておらんな。吞のん気きな顔でランチなど食べおって。しかし、あれだな。どうして、あの二人が一いつ緒しよにいるところを見ると、こうもモヤモヤするのであろうな？　今直すぐ駆かけて行って、テーブルをチョップで叩たたき割りたい衝しよう動どうがわいておる」

「付き合うよ！」

「ただの比ひ喩ゆ表現である。チョップの素す振ぶりなどせんでもよいぞ……しかし、意外と鋭するどいチョップを繰くり出しておるな。それならば、テーブルも叩き割れよう」

「あ、イラちゃん、口元にウニのソースがついてる」

「おお、すまぬ。拭ふいてもらって感謝するぞ」

「この程度、お安い御ご用ようだよ。ウニのパスタは美味おいしい？」

「これか？　実に美味であるな。だが、ウニとはなんだ？　ふむ。察するに、海に関係しておるな？」

「近いね。一文字しか違ちがわないよ。ウニっていうのは、黒くて、周りが固いトゲトゲしたもので覆おおわれていて──」

「いや、余が当ててみせよう。色は黒で、トゲトゲしたもので覆われておるのか。しかし、この色、そして形状。これはその中身と考えるのが妥だ当とうであろうな。つまりは、脳み──萌花よ。これはもしかして、とんでもないモノではないか？」

「とんでもない極ごく上じようモノだよ」

「……そうか。珍ちん味みというからの。ふむ。真実は時に残ざん酷こくだな」

「なにそれ、ヨダレもんじゃーん」

「ふわ！　お主何しに来た！」

「こんにちはボンジユール、竜りゆう姫ひめ。それ、あたしに一口頂ちよう戴だい♪」

「やらぬ！　やらぬぞ！　たとえこれが何であろうとも、美味うまければよかろうなのだ！　ヨダレ娘むすめには一口もやらぬ！」

「ケチー！　減るもんじゃないのに。でも、もしそれがスイーツだったら殺してでも奪うばい取ってたけど！」

「ふん。やすやすと殺される余ではないわ。それより、種族王の一人であり、前回余に負けて奪われたシンボルを取り戻もどすまで、皇位継けい承しよう戦争から一いつ旦たん離はなれておる〝暴食〟の昆こん虫ちゆう種、蟲むし姫ひめのグーラがなぜここにおるのだ」

「誰だれに説明してんの？」

「気にするな、暗唱確かく認にんである。ほれ、見よ。お主が割り込んでくるから、萌花が黙だまってしまったではないか」

「しまった。イカスミのパスタにするんじゃなかった。お口の中が真っ黒だ」

「そのお姉ちゃん超ちようマイペースだから、放ほっといても大丈夫じゃない？」

「……うむ。余計なお世話であったな」

「竜姫こそ、何しに来たのさ」

「余か？　フフフ。ここには、数多くの魚がいるであろ？　つまりだな、その……全部……食べに？　食べに来たか？」

「ええ？　あれ全部食べんの？　マジで？　〝暴食〟過ぎるでしょ、それ！　お腹壊こわすよ？」

「そ、そうか？　お主にそんなことを言われるとは意外であった。では、二、三匹びき程度食べに来たのだ」

「イラちゃん、水族館は海の生き物と触ふれ合い、観かん賞しようする場所だよ」

「その通りである。余は食べたりはせぬ。美しい海の世界と触れ合い、観賞しに来たに決まっておる」

「……なんかあたしに隠かくしてない？」

「隠してなどおらぬ。お主、まさか、余からシンボルを取り返しにきたか？」

「そんなことのためにここまで来るわけないじゃん。あたしはここで売ってるソルトアイスを食べに来たの！」

「そんなこととはなんだ。〝暴食〟の昆虫種の威い信しんとも言うべきシンボルを蔑ないがしろにするでないわ」

「だって、シンボルって舐なめても甘くないし」

「……舐めたか」

「舐めてみないと甘いかどうかわかんないでしょ。気になったら舐めてみるのが普通じゃん？」

「余は今、洗わなかったことをすごく後こう悔かいしておる……ところで、萌花よ。そるとあいすとは何だ？」

「アクアファンタジア限定スイーツだね。塩味のシャーベットアイスだよ。私たちもあとで食べよう」

「そうそれ！　想像しただけでヨダレもんだよ！　でも、どこに売ってるのかわかんないんだ」

「あっちのお店で売ってるよ？」

「マジで？　あの小こ汚ぎたない店？　体たい脂し肪ぼう率が高くて血がドロッとして不味まずそうなあのおっさんが売っているのがそう？　そっか。行ってくる！　さようならオ・ルヴオワール竜姫。あたしのシンボル失なくしたら、殺すからね！」

「……あやつこちらの世界を満まん喫きつしておるな」

「イラちゃん、レイジくんたちが移動するよ」

「おお、行くか！　ってお主、いつからロングヘアーに!?」

「フフフ、最近のエクステは凄すごいね」

「笑うと口の中が真っ黒なせいか、この間見たホラー映画に出てきた幽ゆう霊れいにそっくりであるな」

「フフフ、呪のろわれませー」




　二人の少女の尾び行こうは続く。




　　　　※




　イルカのショーが行われる会場は、ショーが始まるまでにはまだ時間があるようで閑かん散さんとしていた。小さな広場と連結した会場は開放的で、客席にだけ屋根がついている。イルカが泳ぐ円形のプールを取り囲むように半分が客席となっていて、屋外部分は大水すい槽そうに隣りん接せつしていた。

　客席の屋根からは、水すい滴てきを抱だいた透とう明めいなイルカのフィギュアが吊つり下げられている。

「……私にはないものばかりだって、いつも思うの」

　園城美愛と僕は揃そろって、会場の椅い子すに座っていた。

「優すぐれた能力も素質もない。誰にも必要とされてないし、友人と呼べる友人もいない。好かれても愛されてもいない。ないものを数えたらキリがないくらい」

　美愛は静かに語る。

「でも、ないってことは、失われるものがないということでもあるわ。持っていなければ、失いようがないもの。望まなければ、失望することさえない。そうやって、自分を納なつ得とくさせて今まで生きてきた」

　その横顔は儚はかなげで、今にも暖かく降り注ぐ陽ひ射ざしの中に消えてしまいそうだった。

「初めは別にそれでいいと思ってた。今までもこれからも、きっとそれは変わらないのだから。でも──学校にいても、他人とどう接すればいいかわからないの。冷たくしているつもりはないわ。嫌きらわれたくないから、相手を傷つけないように言葉を選んで答えて、それでも、やっぱり、気がついたら私の周りには誰もいない」

　美愛は長い睫毛を伏せて、

「皆みんなと一緒に授業を受けている時、昼休みに誰かの会話を隣となりで聞いている時、廊ろう下かを歩いている時。そんなふとした瞬しゆん間かん、こんなに周りに人がいても、私はやっぱり独りなんだなって思うの。そして、なぜ、独りなんだろうって考える」

　白くて華きや奢しやな手を、ギュッと握にぎる。

「私は誰かと言葉を交かわしたい、仲良くしたい、笑っていたい。そんな風に、自分にはないものを得ようと望んでしまう。頭では無理だと理解していても、どうしても心が欲しがる。だから、振ふり払はらわれると知っていながら、手を伸のばすの」

　美愛は目をスッと細めると、僕を真っ直すぐに見た。

「その代だい償しようが〝禁きん忌きを覗のぞき見る者への可視世界崩ほう壊かい現象〟よ」

「さっき言っていた呪のろい？」

「……ええ。禁忌が記された書物を読む者に降りかかる呪い。その呪いにかかると、全すべての物が輪りん郭かくを失う。初めは遠くの物が見えなくなる。それでも、探求を止やめない者に、呪いは強く作用して、徐じよ々じよに視力を奪っていく。やがて、全てが見えなくなる」

　呪いというオカルティックな言葉に、僕は不信感を覚えてしまう。

　本当にそんなものあるのだろうか？

「私は呪われているの。どうやっても解けない呪いよ。相手の顔を見ても、目を細めなければ、誰と話しているかわからない。本当は教室の黒板に書かれた文字すら、よく見えていないの。私は何も得られないまま、失い続けていく運命にあるのよ」

　僕は立ち上がった。

「そういうことじゃないんだと思う」

「……どういう意味？」

「目が見えなくなる呪いとか、そんなのは関係ないんだよ。問題はそこじゃない」

「貴方あなたが何を言っているのかわからないわ」

「行こうか」

「……どこへ？」

「その呪いは解けるかもしれない」




　僕は確信していた。

　園城美愛は──。




閑かん話わ




「ねえ、イラちゃん、あの飼育員さんを見て。クンさんじゃない？」

「カレー屋のか？　ふむ。頭にターバンを巻いておるな」

「うん。頭にターバンを巻いているなら、少なくともインド人であることは間ま違ちがいないよ」

「ほう。インド人とは、必ず頭にターバンを巻くものか？」

「私のイメージ上では、ターバンを巻いて、踊おどりが大好きで、笑え顔がおでじわじわこっちにやって来たらもうそれはインド人確定だよ」

「ターバンはなぜ巻いておるのだ？」

「インド人にとってターバンは、ファッションであり、アイデンティティでもあるんだよ」

「よくわからぬが、そんなものか。憶おぼえておこう」

「あ。でも、クンさんの特とく徴ちようであるカールしたひげが生えてないね。あれは、クンさんにとてもよく似ているけど別人だ」

「お、おい。萌花よ。笑顔で踊りながら、じわじわこっちに来ておるぞ……紛まぎれもなくインド人だ。インド人に違いない！　しかし、インド人だとどうなのだ！」

「踊っているように見えるけど、あれはとてもリズミカルな手招きじゃないかな。私たちを呼んでるみたい」

「あのような期待に満ちた眼まな差ざしで見られていては仕方がない。行くとするか」

「そうだね。好意は無下にできないね」

「……待て。萌花よ。あのインド人が手に持っている黒い刺とげつきの球体を見よ。どう考えても、余たちに危害を加えるつもりであるぞ。笑顔で近寄らせておいて、投げつける気であろ！　明らかに殺傷を目的としたあのような凶きよう器きを考えつくとは、実に恐おそろしい奴やつ！　そういえば、カレーもインド人の発明であったな!?　インド人とは、食い物にまで刺し激げきを求める好戦的な種族の総そう称しようということか！」

「あれはウニだよ」

「なんと!?　ウニと言ったか」

「そうだよ。イラちゃんがさっき食べていたウニだよ」

「……あれを、余が？　そうか、脳みそではなかったか。安心したような、納得の行かぬような、複雑な気分よ」

「ウニは複数の刺を持つ海洋生物だよ。美味おいしい中身を守るために、トゲトゲしてるの」

「ほう。刺に守られていると、中身が美味しいか。なら、ハリネズミもか？」

「トゲトゲしたものに守られていると美味しい。ハリネズミはトゲトゲに守られている。三段論法的にいえば、ハリネズミは美味しい」

「ショウロンポウ的に言ったか。だが、ハリネズミは愛あい嬌きようのある顔をしておる。余は食べないでおいてやろうと思う」

「今、ハリネズミのホッとした顔が脳のう裏りをよぎったよ」

「フフフ、慈じ悲ひ深い余に感謝すべきだな」

「しまった」

「どうしたのだ？」

「レイジくんを見失っちゃった」

「なんと、これもインド人の策略であるか!?」

「違うよ。あの人は、ウニを触さわらせてくれようとしているだけだよ」

「コラー！　そこのインド人、余たちはそんな刺激など求めておらーん！　日常という退たい屈くつに飽あきて刺激を求めている乙おと女めを見るような目で見るでなーい！」

　二人の少女は尾行に失敗する。




　　　　※




　夕暮れ時。

　小高い丘おかから見み渡わたせる町並みは赤く染まっていた。

「……夕焼けが綺き麗れいね」

　柵さくにもたれかかって園城美愛は、その長い黒くろ髪かみを手で押さえている。

「よく見える？」

「……ええ」

　その黒い瞳ひとみに映っているのは、はっきりとして鮮せん明めいな世界。

「私、一つ、貴方に噓うそをついたわ」

　それは分かっている。

　おそらく、クラスメート皆の前で、僕を好きだと言ったこと。

「それからもう一つ。今日言うはずだったことは、まだ言わないでおこうと思うの」

　それもなんとなく分かる。

　なぜ、イラの目の前で、僕に告白したか。

　なぜ、イラの目の前で、僕に相談事があると言って今日連れ出したか。

　そこには必ず理由がある。

　その意図は分からない。でも、目的なら分かる。

　彼女は僕たちと戦うために行動していた。そして、僕はイラと喧けん嘩かをしている。

　それが彼女の目的であり、行動の結果だ。




　──園城美愛は幻想世界ギルテイアの住人である。




　僕はそれを確信していた。

　なぜなら、〝禁忌を覗き見る者への可視世界崩壊現象〟なんて呪いは、この世界には存在しないから。幻想世界ギルテイアにはあっても、この世界には存在しないものだから。

「それでもまだ、問題は依い然ぜんとして園城さんの中に残ってる」

　美愛の目的が何であれ、僕は彼女の相談に乗るためにここにいる。

　だから僕は最後まで、その悩なやみに応こたえようと思う。

「欲しいものを手に入れられるかは、園城さん次し第だいだと思うよ」

　美愛はイラと違って、僕と同じような弱さを抱かかえている。

　だからこそ、回りくどいやり方で僕たちに近づいてきたのだろう。

「……そうね。勝つわ」

　今、美愛の瞳には強い意志の光が宿っている。

「勝って私は手に入れる。その為ために、努力してきたんだもの」




　僕はそんな彼女に勝たねばならない。




　僕が彼女に対して〝憤ふん怒ど〟することはできないかもしれない。

　それでも僕は負けられないのだ。

「結城君」

　園城美愛は真っ直ぐな視線で、眼めを細めることもなく、

「今日はありがとう」

　今度はとても嬉うれしそうに、そして──初めて微笑ほほえんだ。




　そんな彼女には、黒くろ縁ぶちの眼鏡がよく似合っていた。

[image: ]




　　　　※




「ただいま」

　時間は晩ご飯前。とりあえず、コンビニでお弁当を二つ買ってきた。

　帰る道すがら、僕はイラとどう仲直りをしようか悩んでいた。

「イラー？」

　テーブルの上にお弁当を置いて、声をかけてみる。

　返事はない。リビングや部屋を覗のぞいてみたが、どこにも居なかった。

　もちろん、今日一日、萌花とイラが後をつけていた事には気づいていた。あれだけ目立つ姿で騒さわいでいて、気づかないはずもない。途と中ちゆうから居なくなったので、先に帰ったものだと思っていたが、違うのだろうか。

　玄げん関かんには鍵かぎがかかっていたし、まだ帰ってきてないのかもしれなかった。話はイラが帰ってきて、晩ご飯を食べている時でもいいだろう。

　僕は冷蔵庫から取り出したお茶を飲みながら、今日あったことを思い返す。

　園城美愛が種族王であることに間違いはないか？

　少なくとも、美愛が幻想世界ギルテイアの人間であることは間違いないと思う。

　こちらの世界で、ただの〝近視〟を〝禁きん忌きを覗き見る者への可視世界崩ほう壊かい現象〟なんて呼ぶ者はいない。美愛の目付きの悪さは、〝近視〟のせいであって、ただ単に書物を読み過ぎたことによるものだ。書物に禁忌が記されているかどうかは関係がない。

　呪のろいではないから、解けないのも道理だ。きっと、幻想世界ギルテイアには眼鏡なんて存在してないだろうし、それが呪いだと信じられていることには納なつ得とくがいく。

　そして、今日明日には美愛が皇位継けい承しよう戦争を仕し掛かけてくることも、間違いないだろう。

　幻想世界ギルテイアに存在する〝禁忌を覗き見る者への可視世界崩壊現象〟という言葉を口にした時点で、美愛には自分の正体を隠かくすつもりがなかったように思える。それは、僕への告白から始まる美愛の企たくらみが完かん遂すいされたことを暗に示しているのではないだろうか。

　おそらく、彼女は今日、僕と戦うつもりだった。

　しかし、実際にはまだ戦っていない。それは僕が彼女にしたことへのささやかな配はい慮りよであると考えるのは行き過ぎた思い上がりだろうか。準備が整った美愛が、イラと僕の関係を修復できるチャンスをくれたように思えるのだ。

　こちらの状じよう況きようは最悪だ。〝憤怒〟の感情力は溜ためられていないし、イラとは仲なか違たがいをしている。こんな状態で皇位継承戦争に臨のぞんでも勝ち目はないだろう。せめて、イラとの関係だけは修復しておきたかった。

　僕は二人を待つ間、先にシャワーを浴びることにする。

　イラにはとにかく謝ろう。そして許してもらうしかない。

〝憤怒〟の感情力は──どうやって溜めようか？

　ここ最近ずっとそれで悩んでいる気がした。




　浴室への引き戸を開けると、

「わ」

　と、萌花。

「お」

　と、イラ。




　イラのしっとりと濡ぬれた長い銀ぎん髪ぱつを、萌花がドライヤーで乾かわかしてやっている。

　そして、二人とも今浴室から出たばかりのようで、つまりは一糸まとわぬ姿というものであり、直接的に表現すれば裸はだかということになるが、僕はそれ以上の描びよう写しやをするつもりがないし、してはいけないと思ってもいて、それでもやっぱり視線は──。

「コラー！　隠された秘宝を思わぬタイミングで発見してしまい嬉しいやら信じられないやらで呆ぼう然ぜんと立ち尽つくすしかない探検家みたいな目で余たちを見るでな─────い！」

「ち、違ちがうよ！」

　何が違うのか、自分でもわかんないけど、とにかく違う！　違うんです！

　僕は慌あわてて戸を閉めて、脱だつ兎とのごとく逃にげ出した。

　お約束過ぎるだろ！

　今になって、玄関に鍵がかかっていたのは、帰ってきていなかったからではなく、シャワーを浴びていたからだということに気づくが、もう遅おそい。

　浴室への扉とびらを開けたら、中に裸の少女がいるなんてテンプレートな展開に、気付かない方がおかしいのだ。それでなくても、異世界から美少女がやってきて同居をするという、思いっきりそんなフラグが立ちそうな生活をしているのに！

　考え事をしていたせいで、そこまで気が回らなかったのだと、言い訳をすることは容た易やすいが、それで許されるわけもない。

　僕は自分の部屋に駆かけ込んで、布ふ団とんを頭から被かぶって、自責の念に囚とらわれる。

　さっきまでは、イラとの仲違いの理由も、僕が全すべて悪いわけではないという逃げ道が心の何処どこかにあって、謝るにしても二人の立場は対等だった。しかし、今はもう違う。僕が完全に悪い。情状酌しやく量りようの余地がない。

　どんな顔で謝ればいいというのだ。

　最悪のタイミングで、とんでもないイベントを起こしてしまった。




「レイジ！」




　部屋のドアが勢いよく開けられて、僕はビクッと身を竦すくませた。

「わー、ゴメンナサイゴメンナサイゴメンナサイゴメンナサイ」

「〝嫉しつ妬と〟である！」

「してない、してない！」

「違うわ！　〝嫉妬〟なのだ！」

「わー、ゴメンナサイゴメンナサイ！」

　萌花がイラの身体からだに、特に胸の辺りに嫉妬しているのは察していますが、知りません。

「ええい、やかましい！」

　イラに布団ごとひっくり返されて、僕はベッドから落ちた。

「〝嫉妬〟の気配がする！」

「え？」

　顔を上げた僕の目の前には、タオル一枚のイラがいて、

「〝嫉妬〟が、余を呼んでおるのだ！」

　ぐっと拳こぶしを握にぎりしめた瞬しゆん間かんに、はらりとタオルが落ちた。







　第四章　暴走　Out of control







　彼女は私にとって太陽みたいな存在だった。




　同じ日に生まれた私たちは、比べられる機会が多くあった。

　天てん真しん爛らん漫まんで誰だれとでもすぐに仲良くなる彼女と、引っ込み思案でいつも一人ぼっちの私。

　彼女はいつも輪の中心で笑っているのに、私は隅すみっこでそれを眺ながめ、誰にも見向きをされず、ひっそりと生きていた。私にはまるで、世界の中心が彼女にあるみたいに思えた。

　私は魅み力りよくや素質、ありとあらゆる点において、彼女に遠く及およばなかった。

　何をやっても彼女には勝てず、それどころか、私に足りないもの、欲しいものは全て彼女が持っていた。

　言いたいことを言い、思うように行動する、そんな彼女が羨うらやましかった。

　私はそんな彼女に憧あこがれていたのだと思う。

〝種族〟が違うことはよく理解している。彼女は多くの煌こう帝ていを輩はい出しゆつするような名門の種族であり、私は三流以下の種族だ。格の違いは歴然としていた。

　でも、そうだとしても、なにか一つくらいは彼女よりも優すぐれた成果を出したかった。

　全てにおいて彼女に負けていては私の立つ瀬せがない。だから、私は彼女には手に入れることができない自分だけの特とく殊しゆな能力で優位に立とうと考えた。

　彼女よりも早く能力を身につけ、その能力を誰よりも上手うまく扱あつかうこと。もし、彼女よりも優れる点があるとするならば、唯ゆい一いつそれのみだと思った。

　それが出来て初めて、私は対等に彼女と口がきけるようになる。幼かった私はただその思いだけで必死に努力した。能力を得るためにありとあらゆる手を尽くした。

　やがて、小さな石ころを一つ浮うかせることに成功した私は、実に誇ほこらしい気持ちで彼女のもとに向かった。私の歳とし頃ごろで、自分の能力に目覚めたのは、今のところ私だけだった。私は努力の結果、誰よりも早く、自分の能力を得るに至ったのである。

　きっと、彼女は私を、いつも私が彼女に向けているような憧れの目で見ることだろう。

　一つだけ、一度だけでもいいのだ。

　私が必死に努力した結果が報むくわれれば、それで。




　その日、彼女は〝破壊レイジ・と消去イレイザー〟の力を使い、私のささやかな希望を消し飛ばした。




　憧れは、嫉妬に変わる。

　私がどれだけ望んでも、彼女のようにはなれない。

　どんなに努力しようとも彼女には勝てない。




　彼女が太陽なら、私は海だ。

　光さえ届かない深海で、じっと息を潜ひそめ、光ある世界の全てを妬ねたむ。




　私の目的は、貴方あなたを嫉妬させること。ただ、それだけ。

　それが私の力で。それこそが、私の力となる。




　本当は皇位継承戦争なんてどうでも良かった。

〝憤ふん怒ど〟の竜りゆう姫ひめ、イラ・エンペルト・ドラゴニカ。

　──私は、ただ、貴方に勝ちたかった。




　　　　※




　夜空を駆ける。

　レインコートの裾すそが風にはためき、耳みみ障ざわりな音を立てる。

　闇やみの色をしたレインコートは、夜に溶とけている。

　曇くもりがちな空の切れ間に、時折月が顔を覗のぞかせた。

　喧けん騒そうから切り離はなされた住宅街はとても静かだ。

　屋根から屋根へと跳ちよう躍やくし、自由自在に駆けまわる。




　──妬ましい。

　私を動かしているのは、嫉妬の感情だ。

　あの銀髪の少女──イラに対する嫉妬である。

　私に無いものを持つ少女。私の欲しいものを持つ少女。

　私を蔑ないがしろにし、惨みじめな気持ちにさせた、あの少女が憎にくい。

　彼女を殺せば、私はもっと自由になれるだろう。




　──そう。彼女を殺して、私は私になるのだ。




　私に有るのは、偽いつわりの記き憶おく。与あたえられた人格。仮かり初そめの身体。

　そんなものだけでは足らない。

　だから、手に入れる。欲しいものは全て手に入れる。

　まずは、身体だ。

　このような何も生み出さない木偶でくではなく。

　羨み、憧れ、欲ほつし、求める心を持った身体が欲しい。

　そうだ。私に限りなく近く、私によく似たあの少女がいいだろう。

　あの少女を手に入れるにはどうすればいい？

　それには、邪じや魔まを排はい除じよする必要がある。




　丁度いい人ひと影かげを見つけた。

　美しい女性だ。とても美しい女性だ。妬ましいほどに美しい女性だ。

　慣れた様子で、不安な素そ振ぶりもなく、歩いている。

　私は先回りをする。いつものように先回りをする。

　青白く道を照らす、街路灯の下に佇たたずむ。じっと、女性を見つめる。

　やがて、女性が通りかかる。私の姿を見つける。警けい戒かいする。

　不安げな顔をする。躊ちゆう躇ちよする。左右を見る。しかし、道は一本しかない。

　美しい女性は歩くスピードを上げる。進むべき道を進む。

　こちらに視線をやることなく、でも、こちらを意識しながら。

　やはり、美しい女性だ。

　美しい女性に私はどう見えるのか。

　通り過ぎる瞬間、私はフードを取る。

　美しい女性は私の顔を見て、

　──悲鳴を上げた。

　そうだ。それだ。そういうことだ。

　貴方は美しい女性で、私にその美しさはない。




　欲しくても、どれだけ欲しくても、手に入らない。

　なら、どうするか。

　私になくて、貴方にだけあるのは不公平だ。

　眩まぶしく見えるもの、美しいもの、手に入らないもの。

　全すべて、砕くだき、捻ひねり潰つぶし、蹂じゆう躙りんし、破壊する。

　破壊するのだ。破壊すればいい。破壊しよう。

　今の私にはその力がある。

〝嫉しつ妬と〟の力だ。忌いむべき力だ。卑いやしい力だ。その為ための力だ。

　今なら、いつもは届かないような高みにさえ、手を伸ばせば届く。

　この力を使えば、邪魔を引き寄せることもできるだろう。




「ひっ」

　美しい女性の表情が恐きよう怖ふに歪ゆがむ。




　私は手を伸ばす。

　摑つかめないのならば、かたく握って、拳に変える。

　──破壊してやる。




　　　　※




　いつもの白いワンピースに着き替がえたイラと共に、〝嫉妬〟の気配を追ってやってきたのは、家からそう遠くない場所だった。

　街灯の下に青白く照らされた倒たおれている女性の姿がある。

　そして、その傍かたわらにしゃがみ込んでいるのは、黒いローブの、フードを目ま深ぶかに被かぶった人物。胸むな元もとには、蛇へびを象かたどったような装そう飾しよくの大きなブローチが鈍にぶく輝かがやいていた。

「お主、そこで何をしておるのだ！」

　黒いローブの人物はこちらに気づくと、顔を上げて立ち上がる。

「……この人は大だい丈じよう夫ぶなようね。殴なぐられて、気を失っているだけ」

　僕にはその声に聞き覚えがあった。

「園えん城じようさん？」

　その人物は、フードを取って顔を見せる。

「……ええ、そうよ」

　青白い街灯の下に、闇を溶かしたような黒くろ髪かみの美しい園城美み愛あの顔がさらけ出された。

　なぜか沈ちん痛つうな面おも持もちで、美愛は視線を下げている。

「胸にある海うみ蛇へびの紋もん章しようは〝嫉妬〟の海種のものであるな？　余をここに呼んだのはお主か？」

　美愛はスッと目を細めて、イラに視線を向けた。

「私は〝嫉妬〟の種族王、エンヴィア」

　当然の事のように、その事実を認める。

「でも、貴方を呼び寄せたのは私ではないわ」

「それはおかしいの。余は〝嫉妬〟の気配をたどってここまで来た。こちらの世界で〝嫉妬〟の気配を出せる者はお主の他ほかにはおらぬはず」

「……そうね。本当はそうだった」

「それは、どういう意味なのだ？」

　その問いには答えず、美愛は小さくため息をつく。

「ねぇ、結ゆう城き君。今日起きたことは忘れて、この件は全部私に任せてくれないかしら？」

　突とつ然ぜん話を振ふられて僕は戸と惑まどってしまう。

「この件って？」

「私が貴方たちの目の前に姿を現してから今に至るまでに、起きた事よ。そして、この足元にいる怪け我がをした女性の事も、これから起きるだろう事も、私に任せて手を出さないで欲しいの」

「レイジよ。騙だまされるでないぞ。何かを企たくらんでおるに違ちがいない」

　イラの言葉は間ま違ちがいなく正しい。

「私を信じろとまでは言わない。でも、これは私が犯おかしてしまった間違いなの。私が解決すべき問題よ。だから、今日はこのまま帰って欲しい。皇位継けい承しよう戦争は全てが終わってからお願いする事になるわ」

　美愛は真っ直すぐに僕の目を見ている。そこには揺ゆるぎない意志が見て取れた。

「ここまで来ておきながら、何もなかったでは帰れぬ！　皇位継承戦争をするつもりがないのであれば、その理由くらいは説明すべきであろう」

　美愛は黙だまったまま何も答えない。

「園城さん」

　僕は──。

「その怪我をした人を、病院に運んでくれる？」

「……ええ。そうするつもりよ」

「僕には何が起きたのか、何が起きようとしているのか、わからない」

　そして、この言葉は言ってはいけないのだと思う。言ってしまったら、イラとの関係は修復できなくなってしまうかもしれない。

　それでも──。

「今は園城さんの事を信じるよ」

「な、何を言っておるのだ!?　エンヴィアが何かを企んでおるのは間違いないぞ!?　ここで見過ごしてどうする！　せめて、知っている事くらいは──」

「でも、きっと園城さんは何も話さない」

　僕の判断が間違いだってことは、自分でもわかっている。

　騙されるかもしれない。裏切られるかもしれない。

　それでも僕は信じたかった。

「今日は帰ろう」

「なぜなのだ！　なぜ、エンヴィアの言う事は信じるのに、余の事を信じようとせぬ！」

　イラはワンピースの裾を両手で摑んで、僕に抗こう議ぎする。

「余は、余は……！」

　ぐっと口を固く結んで、金色の瞳ひとみでじっと見つめた後、

「良かろう。帰るぞ」

　言いたいことを全て飲み込んで、イラは僕に背を向けた。

「結城君」

　美愛が何かを放ほうって寄よ越こす。

「それ。私には必要ないものだった」

　それは──美愛が買った黒くろ縁ぶちの眼鏡。

　僕は悲しい気持ちになる。この眼鏡は美愛が他人との関係を深めるために、必要としたものだったはずだ。

「それと、竜りゆう姫ひめに一つだけ言っておくわ」

　イラは振り返らない。

「……貴方あなたは私が守るから」

「フン。何を言っておるのか分からぬが、我が身くらい、自分で守れるわ」

　イラは来た道を戻もどり始めた。

　僕は美愛を一いち瞥べつしてから、その後を追う。

〝嫉妬〟の種族王エンヴィアは、戦わなければいけない敵である。

　美愛が僕とイラを仲なか違たがいさせ、これまで築いた関係を壊こわすことを目もく論ろんでいたのならば、それは見事に成功したことになるだろう。僕は、美愛ではなく、パートナーであるイラを信じるべきだった。そうしなかった結果、仲直りのチャンスを失い、今は掛かける言葉すら見当たらない。

　雨の降りそうな曇くもった夜空には、月の姿さえ見えず、まるで、僕らの行く末を暗示しているようだった。




「……いかん。レイジ、走るぞ！」

「え？」

　イラが突とつ然ぜん駆かけ出した。

「また〝嫉妬〟の気配がする！」

　しかし、向かっている方向は園城美愛の居る方ではない。

「どこから？」

　僕も同じように走り始める。

「かなり近いな。む、この方角は──」

　園城美愛の口ぶりだと、今夜はもう何も起きないように思われたが。

　何が起きているのか分からず、僕はひどく混乱する。

　やはり、僕の判断ミスだったのだろうか？

　そして、その近くまで来た時、気配の感じ取れない僕でも、どこから〝嫉妬〟の気配がしているのかがわかった。

　つまり──。

「〝嫉妬〟の気配は、家の中からである！」

　イラは赤いマントを召しよう喚かんして、臨戦態勢に移行する。僕は鍵かぎのかかっていない玄げん関かんのドアを開けると、靴くつを脱ぬぎ捨て、リビングへと向かう。

「……萌もえ花か！」

　リビングでは萌花が倒れている。その傍らにはこちらに背を向け、レインコートの人物が立っていた。

　なぜ？　という疑問と、深い後こう悔かいが胸を満たす。

　そんな僕の脇わきを通り抜ぬけ、イラはレインコートの人物へと向かった。

　そして、レインコートの人物の背中へ、感情力を集めた白く輝く手を押し当てる。

　レインコートの人物は、身動きもせず、そのまま吹ふっ飛ばされて壁かべに激げき突とつした。

　僕は萌花に駆かけ寄って、無事を確かく認にんする。

「萌花は無事か？」

「大丈夫──息はある」

　僕は立ち上がって、イラの方へと視線をやった。

　戦せん闘とうは継けい続ぞく中。壁にぶつかって終わりということはないだろう。

　しかし、レインコートの人物は床ゆかに倒れ込み、壁に寄りかかったまま、ピクリとも動かない。

「レイジよ、この者はエンヴィアではないな。さっき着ておった服と違う」

　確かに、園城美愛が着ていたのは黒いローブであり、レインコートではない。イラが警けい戒かいしながら、レインコートの人物へと近づく。

　そして、おもむろにそのフードを取ると──。

「何なのだ、これは」

　そこに現れたのは、マネキン人形の顔だった。

　イラはレインコートも剝はぐ。

「……人形か？　武器も何も持っておらぬな」

　マネキン人形にレインコートを着せて、家の中に立たせていただけのようだ。

　これも美愛が仕組んだことなのだろうか。

　一体、何のために？

「うーん」

　萌花が身体からだを起こして、

「あれ、お帰り」

　とぼけた事を言う。

「萌花よ、ここで何があったのだ？」

「え？　別に何もなかったよ。帰りを待ちながらテレビを見てたら、いつの間にか寝ねちゃってたの。わ、何それ、マネキン人形？」

　萌花も何が起きたのか分からないようで、目を丸くして驚おどろいている。

「〝嫉しつ妬と〟の気配は確かにここでしたんだよな？」

「うむ。間違いない。む。なんだ、余を疑っておるのか？」

　さっきの事がまだ腹に据すえかねているらしく、イラは頰ほおを膨ふくらませてこっちを見ている。

「そうじゃないよ。今も〝嫉妬〟の気配はしてる？」

「しておらん。だが、ここに入る直前までは、家の中から感じ取れた」

「〝嫉妬〟の気配がするのは、種族王が自ら気配を現した時か、自分の能力を使用した時。だとすれば、まだここに園城さんがいるはず」

「この部屋の中にか？　どこにも見当たらんな。気配を現しておきながら、隠かくれる理由があるのか？　余にはもう何が何だかさっぱりである」

　リビングに隠れられるような場所はないし、他ほかの部屋に行くにも、一いつ旦たん玄関のある廊ろう下かに行かなければならず、それだと僕たちと遭そう遇ぐうしているはずだ。庭に面している窓は内側から鍵がかかっているし、そこから出たわけでもない。

「だから、エンヴィアから色々聞き出せば良かったのだ」

　イラは腕うで組ぐみをして不満げだ。

　でも、いつまでも喧けん嘩かをしている場合じゃない。

「あのさ、イラ──」

「もう余は眠ねむい。そのマネキン、よく調べておくのだぞ。ではな！」

　赤いマントを解除して、そのままスタスタと歩いて、自室へと戻ってしまった。

　謝るに謝れない。

　僕は小さくため息をつくと、マネキン人形に近づいて調べてみた。

　かなり使い込んだ物のようで、傷だらけだ。マネキン人形は本来ディスプレイに使われるはずだが、どういう使い方をすれば、こうなるのだろう。

　レインコートも手にとってみる。

　これは市し販はんの物のようで、特に変わった部分は見られなかった。

　ここで起きたことを推測してみる。

　美愛は僕たちと別れた後、ここに先回りをして、眠っている萌花に気付かれないようにレインコートを着せたマネキン人形を立たせ、〝嫉妬〟の気配を現してから、何らかの方法を使ってここからいなくなった。

　強ごう引いんに辻つじ褄つまを合わせてみたが、これでは、全く意味がわからない。

　やはり、イラの言ったように、何を考えているのかだけでも、聞いておくべきだったか。

「このマネキンどうするの？」

　萌花がやってきて、ツンツンとマネキンを突つっついている。

「どうしようね」

「粗そ大だいゴミの日は明後日あさつてだね」

　捨てていいものだろうか？

「これ、急に動き出したりしないかな？」

「それなら、人形劇やる時には便利だね」

　ふと背後に気配を感じて、僕は素す早ばやく振ふり返る。

　──まさか、敵がまだ家の中に!?

　そこには、テーブルにあったお弁当を手にとっているイラがいた。

　目が合うと、イラはビクッと身を竦すくませ、

「コラー！　ちょっと拗すねたくせに晩ご飯を食べるのを忘れていたことを思い出して、慌あわてて戻ってきた食いしん坊ぼうさんを見るような目で余を見るでなーい！」

　と、恥はずかしそうに両手をあげて憤ふん慨がいする。

　拗ねていても相変わらずなようで安心した。




　その後、家の中を探してみたが、隠れている美愛はおろか、変わったことは何も見つけられなかった。




　　　　※




　翌朝、日曜日。

「イラちゃん。私欲しいものがあるんだけど、一いつ緒しよにお出かけしよう」

　好んでよく着ているキャミソールに一枚上着を羽織って、普ふ段だんはつけないようなネックレスまでつけてお洒落しやれをした萌花は、朝早くから元気なようだ。

「良かろう。何か甘いものでも食べて、英気を養うとしようか」

　イラは寝っ転ころがっていたソファから跳はね起きて、ニッコリと笑った。

「やった」

　この二人、いつの間にこんな仲良しになったのだろうか。

　僕は色々と不安や考え事があって中々寝付けず、ひどく寝不足だった。さっき起きた所でもあり、今は半覚かく醒せい状態でテレビを見ながら、トーストを齧かじっている。

「じゃあ、レイジくん。イラちゃんとお出かけしてくるね」

　止める理由も見当たらないので、僕は小さく手を振って二人を見送った。

　昨日いろんな事が起きたが、こんな風にいつも通り過ごしていてもいいのだろうか？

　部屋の隅すみに転がっているマネキン人形が視界に入り、僕は思わず眉まゆを顰ひそめる。

　園城美愛には、今まで起きたことも、これから起きることも、手を出さないで欲しいとは言われたが、考えるなとは言われていない。寝る前にあれこれと、とりとめなく考えていたことを整理しておいても非難はされないだろう。

　まぁ、すべきことは分かっている。

　まずはイラと仲直りすること。これが最優先。

　僕の知らない所で、何が起きていようと、皇位継けい承しよう戦争絡がらみであることは間ま違ちがいない。一緒に戦う以上、僕たちの関係は絶対に修復しておかなければならなかった。

　でも、今まで嫌きらわれないように他人から距きよ離りを取っていた僕は、自ら相手に関かかわって関係を改善するといったことに慣れていない。話しかけて、もっと嫌われたらどうしようと怖おじ気けづいてしまうのだ。内気な自分の性格は情けなく思うし、変えていかなければならない部分だと思うので、ここは勇気を出してイラに謝るべきだろう。

　うん。これは頑がん張ばればいいだけの話。イラと萌花が帰ってきたら、最初にそうしよう。

　次に、〝憤ふん怒ど〟の感情力を溜ためること。

　これは悩なやましい課題であり、最難関の問題でもある。昨日イラが使ったので、残っている感情力は一割くらい。感情力が無ければ、戦うという選せん択たく肢しがずっと選べないままだ。

　でも、これは考えても方法が思いつかないので、ひとまず棚たな上あげ。

　それから、あのレインコートを着せられたマネキン人形が何なのかを知ること。

　美愛とどう関係するのか、いや、〝嫉妬〟のエンヴィアとどう関係しているのか、これを考えなくてはならない。美愛が学校に現れて、今日に至るまで何があったか。特に昨日この部屋で起きたことは、とても重要なことだという気がする。

『──レインコートを着た通り魔まが──』

　気になるフレーズが耳にひっかかって、テレビを見る。

　映っているのは昨日、イラと共に園城美愛と出会った場所だ。女性レポーターが現場でレポートをしている。

『ご覧になっているこの場所で昨日、若い女性がレインコートを着た通り魔に襲おそわれ、全治一週間の怪け我がを負わされました』

　神しん妙みような面おも持もちで事件を語る女性レポーター。

　昨日の事はニュースで取り沙ざ汰たされるほどの事件になっていたらしい。

『Ａ区では最近、夜中にレインコートを着た不ふ審しんな人物が現れて、若い女性ばかりを狙ねらって脅おどかすという事件が頻ひん繁ぱんに起きています』

　被ひ害がいにあった女性たちが顔にモザイクをかけて、証言をしている映像が流れる。

　ニュースに取り上げられていなかったために知らなかったが、どうやらレインコートの人物は、ここ何日か昨日と同じようなことを繰くり返していたようだ。

『この謎なぞのレインコートの人物。被害にあった女性や、目もく撃げき者の話によりますと、顔を隠したフードをさっと取ると、その顔はまるでのっぺらぼうのような──何もない真っ白な顔だったというのです！』

　それは、マネキンだったからかな。

　と考えて、僕はとんでもない事実を知ったことに気づく。

　慌てて椅い子すから立ち上がり、部屋に戻もどって野球のバットを持ってくる。

　そして、恐おそる恐るマネキンに近寄り、もう一度よく調べてみた。傷だらけだと思っていたが、特に手足の擦すり傷が多く、他の場所と比べてもかなり汚よごれが酷ひどい。

　こんな傷がつく理由は──。

「……これ、本当に、勝手に動くのか？」

　得体のしれない何かを目の前にしているようで、ひどく気味が悪い。微び動どうだにしない無機質なマネキンが今にも動き出しそうに思えた。

　いや、待て。

　僕もレインコートの人物に襲われたことがある。

　あれは園城美愛が転校してきた日だった。いきなり襲われて、〝破壊レイジ・と消去イレイザー〟まで使ったのだ。僕はあれを今まで美愛が変装した姿だと思い込んでいて、深く考えていなかったが、それが間違いだったのかもしれない。

　あの時、萌花は美愛と一緒に部活動をしていたと言っていた。

　だから、あれは、美愛ではないのだ。もし、このマネキンが、あのレインコートの人物で、勝手に動くマネキンだったとしたら、辻褄が合う気がする。

　僕はバットを振り上げると、マネキンの頭部に思い切り振り下ろした。

　破壊音と共にプラスチック素材が辺りに飛び散る。

　結局、マネキンは動かないままだった。

　あとは──。

　僕はバットを置くと、レインコートのポケットを探さぐり、何も無いことを確かく認にんする。

　おかしい、どこかにあるはずだ。

　それぞれの種族の気配は、種族王からするものではない。種族王はその気配を隠せるだけで、気配自体はシンボルから発している。イラが〝嫉しつ妬と〟の気配をこの家の中から感じ取ったのなら、この部屋に〝嫉妬〟のシンボルがあったことは間違いない。

　つまり、ここに居たのは、園城美愛ではなく、〝嫉妬〟のシンボルを持った勝手に動くマネキンだったのではないだろうか。

　しかし、このマネキンは〝嫉妬〟のシンボルを持ってない。

　では、〝嫉妬〟のシンボルはどこにいった？

　待て待て待て待て──。

　あの時、イラはもう〝嫉妬〟の気配はしてないと答えた。

　この部屋には〝嫉妬〟のシンボルがあったにもかかわらず、だ。

　一体、誰だれが、そのシンボルから発する気配を隠したのか。シンボルを手放せば、僕の身体からだの中にある〝憤怒〟のように気配が漏もれてしまうのに。

　一つの可能性が僕を焦あせらせ、睡すい眠みんを欲ほつする脳を無理やり覚醒させる。

　携けい帯たい電話を持ってきて、萌花に電話をかけてみる。

　つながらない。

　なぜ、マネキンは動かなくなったのか。

　──嫌いやな予感がする。

　イラと萌花を捜さがさなくてはならない。

　今から追いかけて行って闇やみ雲くもに捜しても、無む駄だ足あしになるだけだろう。

　もし、見つけられる可能性があるとすれば──。




　テーブルに置かれた黒くろ縁ぶちの眼鏡を手に取ると、僕は学校へ向かうことにした。




　　　　※




「こんな所にお主の欲しいものがあるのか？」

　萌花はパノラマ状になった水すい槽そうのガラスにそっと指で触ふれる。

「ねぇ、イラちゃん。〝嫉妬〟って感情、分かる？」

　太陽の光が、たゆたう水面を通過して萌花の顔にユラユラと降り注ぐ。周囲に人ひと気けはなく、ポンプが水中に吐はき出す泡あわのくぐもった音だけが、時折聞こえた。

「もちろんである」

　イラはソファに座って、両足を前に投げ出している。

「他人を妬ねたむ感情だな。自分よりも優すぐれているものを羨うらやましく思い、快く思わん感情のことであろ？」

「じゃあ、イラちゃんがモヤモヤしているのは〝嫉妬〟が原因だって気づいていた？」

「む、そうなのか？」

　小首を傾かしげたイラは納なつ得とくがいかない様子だ。

「初めはイラちゃんが弱くなったと聞いて、本当に〝破壊レイジ・と消去イレイザー〟の力を失ったのか試ためそうとしたんだよ。レインコートで姿を隠して襲いかかったのは、その為ためだったの」

　萌花が振ふり返る。いつもと同じ、あまり感情の窺うかがえない表情で。

「ブロンズ像を蹴け落おとした時、イラちゃんは咄とつ嗟さのことなのに、〝破壊レイジ・と消去イレイザー〟を使わなかった。いや、使えなかったんだね。だって、代わりに〝破壊レイジ・と消去イレイザー〟を使ったのはレイジくんだったから。それで、イラちゃんは本当に力を失っていて、なぜかレイジくんが代わりに力を使えるようになっているってことがわかったんだ。〝破壊レイジ・と消去イレイザー〟を使われたら、私には勝ち目がない。だから、二人を引き離はなす必要があったの」

「お主、何を言っている」

　イラは警けい戒かいし、立ち上がって身構えた。

「例えば、これ」

　萌花が肩かたから下げていた小さな鞄かばんから取り出したのは〝刷インりプリ込ンテみインのグ・鈴ベル〟である。

「日曜日なのに、なぜ、ここには私たちだけしか居ないのか不思議に思わなかった？　アクアファンタジアだよ？　本当は人がたくさん居るはずなのにね」

　萌花はゆっくりとイラに近づいていく。

「そして、これも、何かわかるよね」

「それは──」

　萌花の右手にある蛇へびを模した青色の駒こまのようなものが淡あわく光を灯ともす。

「〝嫉妬〟のシンボルか！」

「〝不可視のインビジブル掌握・タツチ〟」

　萌花の言葉と同時に、不意にイラの身体が宙に浮うく。

「おわ!?」

　そのまま、イラは激しく壁かべに叩たたきつけられた。

「園城さんは、ただ貴方あなたに〝嫉妬〟させたかったの」

「なん……萌、花？」

　イラは壁にはりつけられたまま身動きが取れない。見えない何かに、身体全体を圧あつ迫ぱくされているかのようだった。

「イラちゃんが〝嫉妬〟すれば、それがそのまま自分の力になる。〝憤怒〟が最強でいられたのも、それが一つの理由だよ。相手が〝憤怒〟すればするほど、自分が強くなるんだから。戦いにおいて〝憤怒〟はつきものだし、便利だよね。だから、園城さんは、イラちゃんのそばで学校生活を続け、周囲から〝嫉妬〟の力を吸収しつつ、イラちゃんに〝嫉妬〟させようとしたの。戦いにおいて、常に〝嫉妬〟の感情力が得られるように」

　薄うす暗ぐらい照明の中、萌花は光を灯した〝嫉妬〟のシンボルを指で弄もてあそんでいる。

「でも、園城さんは変わってしまった」

　ひっそりとした中、萌花の靴くつ音おとが小さく響ひびく。

「好かれたい。友だちが欲しい。笑っていたい。学校生活を送っているうちに、そんなくだらない〝憧あこがれ〟を抱いだくようになっていったの。でも、そうじゃない。園城さんに相応ふさわしいのは〝嫉妬〟なの。もっと陰いん湿しつで僻ひがんで妬んで、どれだけ欲しくても手に入らないが故ゆえの、鬱うつ屈くつした負の感情を抱くべきなんだよ」

「お主は、何なの、だ？」

「私？」

　萌花は薄うすく、冷たく、微笑ほほえむ。

「まだ私にもそれは分からない。だって、私はイラちゃんを殺して、私になるんだから」

　壁から剝はがされ、再びイラの身体が宙に浮く。不可視の強大な力に、まるで軽い人形のように、ぞんざいに扱あつかわれる。

「園城さんの〝嫉妬〟から生まれて、効率よく〝嫉妬〟の力を溜ためることができる器うつわ。かつては限りなく園城美愛であり、今では如月きさらぎ萌花でもある」

「……ぐっ」

　イラの白く細い首が、何かに摑つかまれ、絞しめられていた。

　ゆっくりと宙を移動し、イラは萌花の近くまで引き寄せられる。

「だから、イラちゃんの弱点も知っている」

　萌花は左手を伸のばすと、イラの胸むな元もとへ。

　そこにある小さな逆三角形の赤い水すい晶しよう──逆げき鱗りんに触れる。

「ううっ……！」

　イラの逆鱗から赤い光が漏れ出て、ドクン、ドクンと脈動を始める。

　その金色の瞳ひとみが血のように赤く染まり、流れる銀ぎん髪ぱつが生きているかのようにザワザワと波打ち始める。

[image: ]

「ここにいるのは私とイラちゃんだけ。これで万が一にも負けることはなくなった」

　ギリギリとイラの喉のどが絞められ続ける。

　イラは首を摑んでいる何かを外そうと足あ搔がくが、

「死んでね。私に相応しい海の底で。私が私になるために」




　やがて、イラの手から力が抜ぬけた。







　第五章　嫉妬　Jealousy







「おい……今日は休日だぞ」

　頭の後ろで腕うでを組み、体育教官室にあるくたびれた緑色のソファに横たわっているのは、そこを毎日寝ね床どこにしている主である。今日は赤いジャージではなく、タンクトップにスリムな迷めい彩さい柄がらのボトムスだ。肘ひじ掛かけにブーツをはいた両足を乗せた彼は、こちらの意図を見み透すかしたような不敵な笑えみを浮かべた。

「俺と戦いにでも来たか？　少年」

「……聞きたいことがあるんだ」

　駅から全力疾しつ走そうしてきた僕は、肩で息をしながらスペルヴィオを見返す。

　スペルヴィオが体育教官室を宿代わりにして住み着いていることは知っていたが、このタイミングで会えたのは幸運といえるだろう。もし居なければ、僕はイラと萌もえ花かを捜す手段を失い、八はつ方ぽう塞ふさがりに陥おちいる所だった。

「俺の強さの秘ひ訣けつか？　それとも、身体からだの鍛きたえ方か？　まさか、体育の授業についてだとか言わんだろうな？」

「そうじゃないよ」

　僕は額の汗あせを拭ぬぐう。軽口に付き合っている暇ひまはない。

「今、〝嫉しつ妬と〟の気配がしているかどうか知りたいんだ」

　スペルヴィオはあくびを嚙かみ殺しながら答える。

「そいつに関しては、俺はノータッチだ。前にも言っただろう。戦うに値あたいせんとな」

　スペルヴィオが「戦うに値しない」と言ったのは、屋上での戦せん闘とうがあった後の事である。

〝そいつ〟というのが〝嫉妬〟を指しているのだから、スペルヴィオが戦った相手は、園えん城じよう美み愛あこと〝嫉妬〟のエンヴィアか、或あるいは、〝嫉妬〟のシンボルを持ったレインコートのマネキンか、そのどちらかということになる。

「別に戦わなくてもいいよ。もし、〝嫉妬〟の気配がしているなら、どこからしているかだけ、教えて欲しい」

「断る」

　はっきりと拒きよ絶ぜつされてしまう。

「勘かん違ちがいをするな。俺は貴様の敵だ。痛い目にあいたくなければ、さっさと消えろ」

　そうは言っているが、話し合いの余地が全くないというわけではないだろう。

　気配が消せない僕からは、〝憤ふん怒ど〟の気配が常に漏もれている。スペルヴィオには僕がやってくることが事前に分かっていたはずだ。話す気がないのであれば、どこかに移動すればいいだけの話。少しは興味があるから、ここにいるのだ。

　スペルヴィオを話に乗らせるにはどうすればいいか。

　それには、屋上での戦いで、なぜ「戦うに値しない」と判断したのかが鍵かぎであるように思えた。戦うに値しないからノータッチなのであり、戦うに値すれば話は変わってくる。

　あの時、スペルヴィオは〝愚者はトラスト従う・ミー〟を使ってまで、強制的に相手の能力を使わせようとした。それはなぜか？

「戦うに値しないって言っているのは、もしかして──」

　その相手は園城美愛か、レインコートのマネキン。マネキンとは一度戦ったことがあるが、かなり好戦的な相手だったように思える。スペルヴィオなら喜んで戦闘に応じたはずだ。ということは──。

「〝嫉妬〟のエンヴィアに戦う気がないから？」

「そうだ。理解したなら、とっとと失うせろ」

　これでスペルヴィオが戦ったのは、園城美愛であることがほぼ確定した。

　しかし、まだ、スペルヴィオをその気にさせられていない。もうひと押し必要だ。

　相手に行動を強制する〝愚者はトラスト従う・ミー〟を使ったのに、あの時、〝嫉妬〟の気配がしなかった理由はなんだ？

　僕は必死に考えを巡めぐらせる。

　恐おそらく、園城美愛が〝嫉妬〟のシンボルを持っていなかったからではないだろうか。なぜか、園城美愛は皇位継けい承しよう戦争をするつもりもなかった。戦う気もなく、シンボルも持たず現れたのなら、スペルヴィオが戦意を喪そう失しつしてもおかしくはない。

「〝嫉妬〟のエンヴィアと戦いたくはない？　全すべての種族王を倒たおして煌こう帝ていになるなら、それは必要なことだって言ってたし。僕は今、このタイミングでなら、〝嫉妬〟と戦う方法を提示できる」

　スペルヴィオはフンと鼻息を漏らすと、ようやく身体を起こしてこちらに向き直った。

「……俺を噓うそで謀たばかろうとしたら、今直すぐ殺すぞ」

「噓は言わない」

「その方法とやらを言ってみろ。聞く耳だけは持ってやる」

「それにはまず、答えてもらう必要がある。今、〝嫉妬〟の気配がしているかどうか。それ次し第だいで、この方法が使えるかどうかが決まる」

　スペルヴィオは僕を値ね踏ぶみするように睨にらみつける。

　僕にとってそれは聞き出しておきたいことだった。〝嫉妬〟の気配がしていれば、事態は相当緊きん迫ぱくしているということに他ほかならない。

　しばらく考えこんでから、スペルヴィオは答えた。

「〝嫉妬〟の気配はしている」

「ということは、相手は気配を現しているか、或いは、能力を使用しているか、そのどちらかだ。〝嫉妬〟の目的がスペルヴィオと戦うことでないなら、イラが目的だと考えられる。でも、そうだとしたら、自分から気配は現さないはず。見ての通り、僕とイラは今、離はなれ離ばなれになってる。イラに気配を察知されたら、逃にげられてしまうから」

「なるほど。つまり、どういうことだ？」

　わかりやすく説明したつもりだが、うまく伝わってないようだ。

「〝嫉妬〟は今、能力を使用している。つまり、戦う気がある」

「ほう」

　スペルヴィオは顎あごに手をやって、嬉うれしそうにニヤリと笑う。

「イラを倒す絶好のチャンスに、邪じや魔まが入ったらどうだろう？　応戦するんじゃないかと僕は思うけど。それに今回は少なくとも、相手は〝嫉妬〟のシンボルを持っている。皇位継承戦争をこちらから挑いどむことは可能だと思う」

「だが、竜りゆう姫ひめとすでに皇位継承戦争を始めていたら、無む駄だではないか。俺は誰だれかの戦いに水を差すような無ぶ粋すいな真似まねはせん」

　僕は左胸の刻印を確かく認にんしてみる。一割程度。前に見た時から減っていない。

「イラはまだ〝憤怒〟の感情力を使ってない。相手が能力を使用したのなら、イラも自分の能力を使わざるを得ないはず。だから、まだ、皇位継承戦争は始まっていないと僕は考える」

　イラがすでに殺されているという可能性もなくはないが、それを信じたくはないし、そんなことを前提にして動く必要がない。

「〝嫉妬〟に戦いを挑むなら、今、このタイミングが一番いいんだ。この先そんなチャンスが訪おとずれるかどうかも分からない」

　スペルヴィオは顔を両手で覆おおってじっと考え込んでから、

「気に入らんな」

　と、立ち上がった。

「一つだけ言っておく」

　僕を指さして、

「二度と俺を便利なレーダー扱あつかいするな」

　考えることは苦手そうなのに、そういう事には鋭するどい。

「分かってるよ」

　僕は安あん堵どの吐と息いきを漏らす。

　なんとかスペルヴィオをその気にさせることができたようだ。

「〝嫉妬〟の気配はそう遠くない。ここから車で飛ばせば、十分とかからん距きよ離りだろう」

「車、運転できるんだ？」

「貴様は馬ば鹿かか？　運転をするのも、信号を無視するのも俺ではない」

　ポケットから濃のう緑りよく色しよくをした〝傲ごう慢まん〟のシンボルを取り出すと、

「丁度通りがかった不運なドライバーがやることだ」

　スペルヴィオは不敵に笑った。




　　　　※




　フードを目ま深ぶかに被かぶって暗がりに乗じ、渾こん身しんの力を込めて繰くり出した短たん剣けんの一いち撃げきは、萌花の胸むな元もとまで後少しという所で止まっていた。

　惜おしい。あと少しで、破壊できたのに。

　ドサリ、という重い音を立てて、イラが床ゆかに落ちる。

　頑がんとして動かなくなったその短剣から手を放し、素す早ばやく腰こしに下げていたもう一本の短剣を抜ぬいて、突つき刺さそうとする。それも、また、空中で止められてしまう。

　カランと硬かたい音をたてて、一本目の短剣が床に落ちた。

　想像以上に能力の発動が速い。宙に浮ういた短剣がビクともしないのは、こちらの腕わん力りよくよりも優まさっているからで、それは能力の力強さを雄ゆう弁べんに物語っていた。自分が使用しても、ここまでの力は発揮できないだろう。

　舌打ちしたい気分に駆かられる。

「なぜ、邪魔をするの？　園城さん」

　萌花が無表情に問う。

「イラちゃんを殺したかったくせに」

「……違ちがうわ」

　園城美愛は諦あきらめて宙に浮いたままの短剣から手を放すと、落ちている短剣を拾い直して、イラの方へと飛び退すさった。

「私は貴方あなたとは違う」

　萌花からは目を離さずに、しゃがんでイラの首元に手を当てて脈をとる。

「……竜姫、しっかりしなさい」

　肩かたに手をやって声をかけると、イラが苦しそうに咳せき込んだ。

　なんとか間に合ったらしい。守ると言った割に、ここから逃にがさないようにする準備に手間取り、助けに入るのが遅おくれてしまった。

　イラはぐったりとして目を閉じ、頰ほおを紅潮させて荒あらい息をついている。

　しかし、この様子の変化はどういうことだ？

　たかだか首を絞しめられただけで、竜りゆう種しゆがここまで瀕ひん死しになるとは思えない。イラの身に何か異常なことが起きているようだ。

　美愛はいつでも攻こう撃げきに転じることが出来るように、短剣を構え直す。

「私は貴方に〝嫉妬〟のシンボルを奪うばわれた事を、死ぬほど後こう悔かいしてる」

　それに相対する萌花は、手に持った〝嫉妬〟のシンボルを見せびらかすようにして、

「まさか、自分より強くなるとは思っていなかった？」

　挑ちよう戦せん的に首を傾かしげてみせた。

　如月きさらぎ萌花。結ゆう城き零れい司じの幼おさな馴な染じみだ。

　今、萌花を乗っ取っている者は、美愛のイラに対する嫉しつ妬と心を根源としている。

　おそらく、萌花の心にある密ひそやかなイラへの嫉妬心に、自分と似通ったものを感じ取ったのだろう。嫉妬の対象であるイラを殺そうとするのに、零司やイラに近い存在である萌花の身体からだを乗っ取って成りすますのは、都合良くもある。

　木偶でく人形は心を持たないが故ゆえに嫉妬しないが、萌花は嫉妬もする。更さらなる感情力も溜ためられて、一石二鳥の判断といえた。

「そうね。イラちゃんと一いつ緒しよに、園城さんもここで排はい除じよしておこうかな。どちらも邪魔だもの」

　その言葉と同時に、空中に浮いたままだった短剣の切っ先がこちらに向く。そして、直ぐにもこちらに飛んできた。

　美愛は手に持った短剣で、それを弾はじく。弾かれた短剣は、難なく戻もどってきて、次々と攻撃を繰り出してくる。自分とイラを狙ねらう全ての斬ざん撃げきを、美愛は逸そらし、受け流し、弾き返す。静せい謐ひつな部屋の中に、金属のかち合う音が連続して響ひびく。

　楽しげに口元を綻ほころばせた萌花は、見物に徹てつしていた。

　──遊んでいるのだ。

　向こうが短剣を捨てて、能力だけの攻撃に切り替かえれば、攻撃が見えないこちらには何も出来ない。美愛から奪った〝嫉妬〟の能力をもっと上手うまく扱い、力の差をあえて見せつけることで、こちらの嫉妬心を搔かき立てようとしている。実に浅ましい思考だ。あれを生み出したのが自分であることに心底、嫌いや気けが差す。

　しかし、どうすればいい？

　この攻撃の中で萌花を狙うには隙すきがない。様子のおかしいイラを抱かかえて逃げる事も不可能だろう。このまま戦い続けてもジリ貧であることは目に見えていた。

　後悔と焦しよう燥そうに、じわりと額に汗あせが滲にじむ。

　勝てないことは分かっている。

　イラを守れないことも分かっている。

　いつもと同じだ。

　自分に出来ることなんてないし、望みが叶かなうこともない。

　悔くやしい。もっと力が欲しい。自分の意志を叶えるための力が欲しい。

　でも、それを望んだからこその、この結果である。

　それでも、それだからこそ──。

　せめて、イラだけは、守ってやりたかった。

「ヘックチュン！」

　突とつ如じよ、巨きよ大だいな炎ほのおが巻き起こって、周囲をオレンジ色に染める。

　その炎は運良く美愛を掠かすめ、萌花を包み込んだ。火勢はそれほど強くなく、ダメージを与あたえるほどではない。

　しかし、天てん井じようにある機械がそれを感知し、天井から水のシャワーが降り注ぐ。

　何が起きたのかわからないが、好機だった。勢い良く噴ふん出しゆつする水が、こちらの姿を隠かくしてくれている。美愛は踵きびすを返し、イラの腕うでを肩に回すと、ひとまず安全な場所へと移動させることにした。

　イラの身体はひどく熱かった。それが良くない状態変化であることは明白だ。

　ふと、妙みような感覚が胸に迫せまる。

　幼い頃ころ、共に過ごしたことも忘れ、こちらの顔を見ても全く気付かなかったような女だ。イラのせいで自分は嫉妬心に駆られ、現在の状じよう況きようを引き起こした。全すべての元げん凶きように他ならないではないか。

　なぜ、ここまで必死になって、助けようとしているのか。

　いや、きっとそれは過あやまちを犯おかした者の義務と責任、それだけだ。他に意味はない。




　心によぎった思いを振ふり払はらうと、美愛は部屋の出口へと向かった。




　　　　※




「待て」

　アクアファンタジアの玄げん関かんから入ろうとした僕を、スペルヴィオが手で制した。

「小こ賢ざかしいトラップがあるな」

　大きく息を吸い込むと、スペルヴィオは前に向かって手刀を振り下ろす。バチバチと火花がスパークし、張られていたたくさんの細い糸のようなものが引きちぎれて床に落ちた。

「ふむ。電気の流れる鋼糸だな。多少ビリッときた。さぁ、行くぞ」

　鋼糸からはブスブスと煙けむりが上がっているが、ビリッときた程度で済むものなのか。

　僕はちらりと背後を振り返る。ここまで乗ってきた車がまだ止まっていた。運転手はハンドルを握にぎったまま震ふるえているようだ。

　学校からここまでの間、アクセルを常に全力で踏ふみっぱなしにする恐きよう怖ふの運転をさせられたのだから仕方ない。僕ならトラウマになって、二度と運転なんかできないレベルだった。本当に申し訳ないと思う。

「何をぼさっとしている。行くぞ！」

　駆け出したスペルヴィオの後を追って、僕も中へと足を踏み入れた。

　イラと萌花は無事だろうか？

〝嫉妬〟の気配を追って、園城美愛と会ったあの夜。レインコートのマネキンの目的は、僕とイラを家から引き離はなすことにあったと僕は考えている。あえて家からそう遠くない場所で、〝嫉妬〟の気配を現し、人を襲おそうことで、こちらの注意を引き付ける。

　そして、一いつ旦たん気配を隠して僕の家に行ったのだ。

　よく考えれば、あの時の萌花の言動はおかしい。テレビを見ながら寝ねてしまったと言うが、それなら、ソファで横になるか、テーブルに突っ伏ぷしているのではないだろうか。少なくとも、床に倒たおれて寝たりはしないだろう。

　イラが家の中に〝嫉妬〟の気配を感じた時、あの時に萌花は〝嫉妬〟の能力を使って襲われていたに違いない。もしかすると、〝嫉妬〟の能力は〝憑ひよう依いする〟〝人を思うように操あやつる〟ものなのかもしれない。それならば、マネキンが動かなくなった理由も説明がつく。

　レインコートのマネキンが〝嫉妬〟の気配を隠せるのだから、〝操られた〟萌花でも〝嫉妬〟の気配を消せるだろう。

　そして、〝操られた〟萌花は、僕から引き離すためにイラを連れ出したのだ。

　しかし、そうなのだとしたら、一体誰だれに操られているというのか。

　まさか、園城美愛？

　──そうは思いたくなかった。

　この期ごに及およんでも僕は、まだ美愛を信じている。




　トンネル型になった水すい槽そう、アクアゲートを抜けてホールに出る。

　順路は右から進んで複数の特設水槽を見た後、正面にある一番の売り物である大水槽へと向かう。そして、最後は大水槽フロアからエスカレーターで上がって屋外に出ると、イルカショーの会場がある左側の建物に行くことになる。しかし、このホールからは、どの場所へも向かうことが出来るようになっていた。

「萌花！」

　そこで僕はなぜか全身ずぶ濡ぬれになった萌花の姿を見つけた。

「あ、レイジくん。イラちゃん見なかった？　はぐれちゃったんだけど」

　少し離れた所からこちらに手を振る萌花。

　口調も仕草もいつもと変わらない。

　だけど──。

「間ま違ちがいないな。アイツから〝嫉妬〟の気配がしている」

　スペルヴィオがそう断言した。

「あ、そっか。失敗しちゃった」

　萌花はなんでもないことのように、

「傲ごう慢まんさんには、私の気配が察知できるんだった」

　手に握っていた青色の駒こまを、こちらに見せる。

　やはり、〝嫉妬〟のシンボルを持っていたのは萌花だったか。

「でも、私、傲慢さんには興味が無いから、邪じや魔ましないでくれたら見み逃のがしてあげる」

〝嫉妬〟のシンボルが淡あわく灯ともる。

「〝不可視のインビジブル掌握・タツチ〟」

「ぐっ、なんだ!?」

　その瞬しゆん間かん、スペルヴィオの長身が軽々と宙に浮うき、そのまま壁かべに叩たたきつけられた。

　それはまるで、サイコキネシスでスペルヴィオを投げ飛ばしたように見えた。

　これが〝嫉妬〟の能力なのだろうか？

「レイジくんも邪魔だから、私がイラちゃんと園城さんを殺すまで、大人しくしてて」

　不意に、僕の身体が見えない何かに摑つかまれ、

「わっ……！」

　いとも容た易やすくスペルヴィオとは反対側の壁に投げ飛ばされて、背中を強打した。

　痛みと衝しよう撃げきで息が詰つまる。

　この能力はヤバイ。

　萌花との距きよ離りは、十メートルほど開いていた。

　僕の〝破壊レイジ・と消去イレイザー〟は相手に触ふれないといけないし、スペルヴィオが得意とするのは格かく闘とうだ。こんなに離れた距離から攻こう撃げきされたら、勝ち目がない。

「面白い、面白いぞ！　戦いはこうでなくてはならん！」

　立ち上がったスペルヴィオが一いつ瞬しゆんにして、鎧よろいとマントを纏まとう。いわゆる、召しよう喚かんというやつで、イラも同じように赤いマントを纏って戦せん闘とう態勢に移行する。仕組みは謎なぞだ。

「貴様が〝嫉妬〟の種族王だったのか！」

　それは、違ちがう。

「傲慢さんは、相変わらずバカだね。違うよ」

　薄うすく微笑ほほえみを湛たたえた萌花が空中に浮ふ遊ゆうする。

　本当に〝嫉妬〟の能力は、サイコキネシスなのか。

　だとしたら、萌花を操っているのは、何の能力だ？

　まさか、物理的に物を操る力と、精神的にモノを操る力、その両方の作用があるとでもいうのだろうか。

「よし、俺と皇位継けい承しよう戦争だ！」

　スペルヴィオは、話を全く聞いていない。

「そんなにこのシンボルが欲しいなら、奪うばえばいいじゃない」

　萌花は応戦するつもりのようだ。

　それはマズイ。たぶん、スペルヴィオは萌花に触れることすら出来ないだろうが、万が一にも、萌花を殴なぐらせるわけにはいかない。

〝破壊レイジ・と消去イレイザー〟が使えれば、萌花を操っている能力が消去出来るかもしれないが、〝憤ふん怒ど〟の感情力は、一割程度しかない。今の僕に出来ることは、なんとかして〝憤怒〟の感情力を溜ためること。

　──この状況では、絶望的だ。

「おいでよ。沈しずめてあげる」

　萌花はエスカレーターの上に着地すると、左側にあるイルカショー会場へと向かった。

　実に楽しそうな表情のスペルヴィオも、そちらに歩いていく。

　僕はスペルヴィオに加勢するべきか、イラを捜さがしに行くべきかと迷う。

　萌花の口ぶりからすると、まだイラはこのアクアファンタジアのどこかにいるようだ。無事で居るといいのだが。

　近くにいるのであれば、こちらがイラを捜すより、僕からしている〝憤怒〟の気配を追って来てもらう方が確実かもしれない。〝嫉しつ妬と〟の能力に対処する手立ても、見つかっておらず、萌花のことも気になる。

　それに場合によっては、スペルヴィオではなく、萌花に加勢しなくてはならないかもしれなかった。萌花はきっと、ただ〝操られている〟だけなのだから。

　僕はイルカショーの会場へと向かうことに決めた。




　戦闘はやはり、一方的だった。

　スペルヴィオが傾けい斜しやする会場の座席に叩きつけられ、周囲に砕くだけた椅い子すのプラスチック片へんが飛び散る。一方、萌花は円形になったプールの縁へりに腰こし掛かけていて、つまらなそうな顔で、足をぶらつかせているだけ。

　すぐにも体勢を立てなおして、萌花へと向かうスペルヴィオだったが、その途と中ちゆうで、足を掬すくわれ、空中に逆さ吊づりになる。そのまま、大きく弧こを描えがき、再び座席に叩きつけられてしまう。

　そのまま、また空中に持ち上げられて、別の座席に叩きつけられる。その繰くり返し。まるで、スペルヴィオが喚わめきながら派手な一人芝しば居いをしているみたいに見えた。

「〝愚者はトラスト従う・ミー〟！」

　空中でスペルヴィオが叫さけぶと、

「俺を解放しろ！」

　見えない力から解放されて、落ちる。

　しかし、スペルヴィオが着地することはなく、途中で地面と平行に飛ばされて壁に激げき突とつする。まるで、巨きよ大だいな拳こぶしに殴られたように、スペルヴィオが背にしている壁は大きくへこみ、ひび割れていた。スペルヴィオは赤子の手を捻ひねるように扱あつかわれ、接近することさえ出来ずにいた。

　勝敗の行方ゆくえは誰の目から見ても明らかだ。

　スペルヴィオの目的が、〝嫉妬〟のシンボルを奪うことだけなら加勢してもいいが、あの様子ではそれだけで終わりそうにない。

　しかし、ただ見ているだけというわけにもいかなかった。

〝破壊レイジ・と消去イレイザー〟の力を使えない僕が戦闘面で加勢しても足手まといになるだけだろう。でも、あの〝嫉妬〟の能力の弱点を見み抜ぬき、萌花を元に戻もどす方法を考えることでなら、サポート出来るかもしれない。そんな風に、考えるだけなら容易いが、そう簡単には手立てが思いつかないのが現状だ。

「ねぇ、これだけ力の差を見せつけられて、傲慢さんはどう思うの？」

　萌花が縁から飛び降りる。

「自分の力に絶対の自信があるから、〝傲慢〟でいられるんだよね？　今、どんな気持ち？　圧あつ倒とう的な力を妬ねたむ？　欲しい？　羨うらやましい？」

　スペルヴィオの身体からだがフワリと浮き上がる。

「正直、弱すぎてつまんない」

「……ぐぬっ」

　スペルヴィオは藻も搔がいているが、見えない力を振ふりほどけないようだ。どうやら、首が絞しまっていて、声も出せない状態らしい。

　これは傍ぼう観かんしている場合ではなさそうだ。

　もし、〝嫉妬〟の能力で萌花が操られているのだとしたら、あのシンボルを奪うことで、元に戻せるかもしれない。スペルヴィオに注意を払はらっている今がチャンスだ。他ほかに方法もないし、一か八ばちかやってみるしかなかった。

〝身体能力フイジカル・の向上アドバンス〟

　感覚が研とぎ澄すまされ、風の音や、地面を踏ふむ音まで聞こえるようになる。

　僕は出来うる限り静かに、迅じん速そくに、萌花の視界に入らぬように近づいていく。気付かれない限界まで近づき、そして、後は全力で──。

「レイジくん、残念」

　こちらを振り返る萌花。そして、

「うわっ」

　僕は右足を摑つかまれ、逆さまになって空中を上じよう昇しようする。この先の展開は、さっきからずっと見ていたからわかる。

　でも──。

　スペルヴィオが地面にしゃがみ込み、解放されているのが見えた。

　それで一つわかったことが──。

「……〝愚者はトラスト従う・ミー〟」

　予想外の声。

「結城零司を離せ！」

　足を摑んでいた力が消えて、僕は頭から落ちる。でも、叩きつけられるよりは、遥はるかにマシだった。なんとか空中で体勢を変えてみたが、それでも、着地点にある階段に脇わき腹ばらを思い切りぶつけた。

「……痛ッ」

　涙なみだが出そうなほど痛い。

「俺の勝負に余計な手出しはするな！　邪魔だ！」

　一瞬、助けてくれたと思った僕が間ま違ちがいだった。

「スペルヴィオ！」

　僕は声を上げ、痛む脇腹を押さえながらも、立ち上がって萌花に向かって駆かける。

「〝嫉妬〟の力は、同時に発動できない！　二人でかかれば、どちらかはシンボルが奪える！」

　僕の足を摑むためには、スペルヴィオを離さなくてはならなかった事、それから、先ほどホールで二人を投げ飛ばした時にも交こう互ごだった事。それらの事から導き出されるのは、あの能力は複数を対象にできない、という可能性だ。試ためしてみる価値はある。

「貴様の助力などいらんと言っている！」

「違う！　僕はただの──〝捨て駒ごま〟だ！」

「良いだろう！　俺のために潔いさぎよく死ぬがいい！」

　いいのか。咄とつ嗟さの機転が功を奏したようだ。スペルヴィオと僕は、それぞれ違う方向から二人がかりで、萌花に迫せまった。

　萌花から余よ裕ゆうの表情が消える。

　だが──。

　いとも容易く萌花は宙に逃のがれた。

　高く飛び上がって、プールの中にある鉄柱の上に降り立つ。あれはイルカがジャンプして飛び越こえるために用意されている鉄柱だろう。かなりの高さがある。

　萌花が浮遊できることをすっかり失念していた。空に逃にげられては、どうしようもない。

　いや、諦あきらめるな。まだ、何か方法があるはず。

　スペルヴィオの〝愚者はトラスト従う・ミー〟は、かなり応用が利きく能力である。声が聞こえた相手に行動を強しいるという効果は、手が届かなくても発揮できる。

　それをどう使えば──？

「そうか！　〝愚者はトラスト従う・ミー〟で、萌花に〝嫉妬〟のシンボルを手放すように命令すればいいだけだ！」

　シンボルは手にしていなければ、能力を使えない。

　そして、〝愚者はトラスト従う・ミー〟を使えば、一瞬なりとも能力を解除できる。もしかすると、たったそれだけで萌花を元に戻せるかもしれない。

　単純過ぎて盲もう点てんだった。シンボルを奪う必要すらなかったのだ。

　スペルヴィオはニヤリと笑えみを浮うかべると、

「〝愚者はトラスト従う・ミー〟」

　会場全体に轟とどろくほどの声を張り上げた。

「シンボルを手放せ！」

　萌花の手から、青色の〝嫉妬〟のシンボルが零こぼれ落ちる。

　同時に萌花も鉄柱から落ちた。

　下は深いプールになっているから、落ちても大きな怪け我がはしないだろう。

　後は、スペルヴィオがまだ戦せん闘とうを続けようとしたら、それを全力で止めるだけ。しかし、下手へたをすればそのままスペルヴィオと戦うことになるかもしれない。

「〝不可視のインビジブル掌握・タツチ〟」

　聞き慣れた声。

　萌花は手を伸のばして空中でシンボルをキャッチし、能力を発動させる。

　プールに何かが落ちて、周囲に水を盛大に撒まき散らす。

　そして、萌花は何もない空中で反転、ジャンプして、僕らの頭上を飛び越えると会場の座席の上に着地した。

　なぜ、と心に問う間もなく、

「レイジくん、邪じや魔ま」

　胸に空気の塊かたまりのような力がぶつかり、僕は激しく後方にふっ飛ばされる。

　そして、後頭部を何かに強く打ち付けて、意識を失った。




　　　　※




　どうやら〝捨て駒〟は沈ちん黙もくしたようだ。

　それをちらりと一いち瞥べつすると、使えない奴やつだ、とスペルヴィオは鼻白んだ。

　だが、まぁいい。アイツのお陰かげで、ようやく相手を本気にさせることが出来た。

　目の前に対たい峙じする少女はハンカチを取り出して、〝嫉妬〟のシンボルを手にくくりつけている。〝愚者はトラスト従う・ミー〟でシンボルを捨てさせられるのを警けい戒かいしてのことだろう。そうすれば、もう手放せや投げ捨てろは効かなくなる。

　だが、それだけだ。

　こいつは弱い。

　戦えば戦うほどにそれが分かる。

　摑つかんで物にぶつける程度では、こちらに致ち命めい的てきなダメージを与あたえることはできない。そして、それ以上の攻こう撃げき方法がこいつには無いのだ。

　何が〝嫉しつ妬と〟だ。

　その能力もどんどん弱まっているのが分かる。

　自分が自分である限り、スペルヴィオの〝傲ごう慢まん〟の力は尽つきない。自分に揺ゆるぎない自信がある限り、いくらでも能力が使えるはずだ。

　しかし、こいつは、相手より優位に立った時点で、〝嫉妬〟の感情が薄うすれていく。自らの非力さを知っているだけに、己おのが力を過信し、優ゆう越えつ感を抱いだく。そうなれば、力を得るのは〝傲慢〟のこの自分だ。

〝傲慢〟は逆転の機会を待てる。強ければ強いほど、相手は驕おごり、思い上がる。それならば、虎こ視し眈たん々たんと最後の一嚙かみを食くらわすチャンスを待てば良い。だからこそ、敗北はないのだ。獅し子し王はただ勝つのみ。

　この〝傲慢〟の王を弄もてあそぶということが、どれだけ恐おそれ多い行こう為いなのかを教えてやる。

　スペルヴィオの戦法は至し極ごく簡単。正面からの突とつ撃げきである。摑まれた所で、声さえ発せればすぐにも離り脱だつが可能。それならば、そう恐れることはないだろう。そのうちに〝嫉妬〟の感情力が尽き、素す手ででも振り払えるようになるに違ちがいない。

　地を蹴けり、正面から少女に挑いどむ。

　相手をしているうちに、〝嫉妬〟の能力がどんなものかも分かってきていた。

　見えない力は、少女を起点にして繰くり出されている。こちらの突撃スピードが速ければ速いほど、横からの攻撃の可能性は減り、抵てい抗こうするための攻撃が正面から飛んでくるはずだ。

　それに、首を摑まれた時に、あの能力は見えなくても実体があるものだということに気づいた。あれは物理的な力の塊だ。プールに落ちそうになった時、何かが着水し水をまき散らしたことが、それを証明している。

　見えない力を水にぶつけて、空中でジャンプしたのだ。浮ふ遊ゆうするのも同じ原理だろう。見えない力で自分の身体を持ち上げている。ただそれだけだ。

　距きよ離りさえ詰つまれば〝愚者はトラスト従う・ミー〟で能力発動を阻そ止しすればいい。

　だが、それよりも、見えない力ごと殴なぐり飛ばしてやった方が面おも白しろい。

　スペルヴィオは左手で首をガードしながら、右みぎ腕うでを大きく引き、少女に向かって跳ちよう躍やくする。さあ、その力を俺に向かってぶつけてみろ！

　そのまま拳こぶしを振りぬこうとするが──。

　少女は右に飛び退のいた。そのまま、大きく半円を描えがくようにスペルヴィオの後ろへと回ろうとする。

「逃げたかッ！　貴様の負けだ！」

　身体からだを返し、地を蹴ってすぐさま後方へと向きを変えた。

　逃げるのは弱者のすることだ。弱者は強者には勝てない、それが道理。

　少女はこちらを向いたまま、能力を使って後方に跳躍し、プールの上へ逃のがれようとする。だが、距離は着実に詰まっている。

　後ろに下がりながら打つ拳の威い力りよくなど、恐れるに足らない。見えない力を繰り出してこようとも、このまま勢いに任せて諸もろ共ともに殴り飛ばせる自信があった。

「〝愚者はトラスト従う・ミー〟」

　左手に握にぎった濃のう緑りよく色しよくの〝傲慢〟のシンボルが光を灯ともす。

〝傲慢〟の力、その真価を見せてやろう。

　プールの縁へりに足をかけて、萌花に向かって翔とぶ。

　加速する身体は少女との距離を縮め、やがて、拳の届く距離となる。

「神の一撃ゴツドハンド」

　誰だれにも命令しない自己暗示。

　だが、それは、言葉に発したイメージ上の力を強制的に引き出す。

　人知を超こえる力へと、肉体の限界リミツターを解除。それは自分の肉体が壊こわれるかもしれないという諸もろ刃はの剣つるぎでもある。

　すなわち、必殺の一撃。

　人間なら即そく死しするかもしれないが、種族王なら命くらいは無事だろう。

　スペルヴィオは勝利を確信し、神速の拳が、

「沈しずめてあげるってさっき言ったよ」

　繰り出されるよりも先に、少女の声が耳に届いた。

　その瞬しゆん間かん、スペルヴィオの背中にとてつもない重さの負ふ荷かがかかる。

「なん……」

　なぜ、自分の背後から攻撃が!?

　あの能力は少女を起点にして繰り出されるのではないのか!?

　まるで背中に空が落ちてきたようだった。

　落下するスペルヴィオの身体とは逆に、少女はフワリと浮き上がって位置が入れ替かわる。スペルヴィオはそのまま、プールの水面に叩たたきつけられ、水底へと深く沈められた。

　自分が能力を見誤ったことが信じられない。

　水中で仰あお向むけに体勢を入れ替える。

　見えるぞ。そうか、これは──。




　巨きよ大だいな──。




　藻も搔がけど、身体を水底へと押し付ける力に抗あらがえない。

　水の中では、相手に声が届かず〝愚者はトラスト従う・ミー〟も使えない。

　この状じよう況きようを打開するには──。




　ゴボッ、と口から大量の空気の塊が漏もれた。




　　　　※




　気がつくと、園城美愛の顔がそこにあった。

「……後は私に任せて」

　艶つややかな黒くろ髪かみがこちらを向いて垂れ下がっている。どうやら、介かい抱ほうされていたようだ。

　僕が上半身を起こすと、しゃがんでいた美愛は立ち上がる。

　今日は黒いローブを羽織っていなかった。前にここへやってきた時と同じ、ノースリーブの白いブラウスにチェックのミニスカート姿である。ただ、腰こしにはあの時には無かったベルトが巻かれ、短たん剣けんがつり下げられていた。

　どれくらい気を失っていたのだろう。戦いはどうなったのか。

「これは私の問題だから」

　いや、もうこれは美愛だけの問題ではない。

「……任せられない」

〝嫉妬〟のシンボルが萌花の手にある以上、美愛は特とく殊しゆな能力を使えない。

　とてもじゃないが、一人で手に負える相手ではないだろう。

「協力しよう。皆みんなで力を合わせればきっと何とかなる。だから──」

「嫌いやよ」

　美愛はスッと目を細め、冷たい眼まな差ざしをこちらに向ける。

　自分に立ち入らせない、誰も寄せ付けない、人を拒きよ絶ぜつした視線だ。

「私には貴方あなたなんて必要ない」

　こちらに背中を向け、美愛は歩き始める。

「ちょっと待って」

　呼び止めても、どう声をかければいいのか分からない。

　でも、美愛にはそんな目をしないで欲しかった。

　僕が信じたかったのは──。

「私は他人の笑え顔がおが嫌きらいよ」

　立ち止まって、美愛が答える。

「私にはできないから」

　そして、振ふり返る。

「他人の幸せも嫌い。私には無いから」

　美愛は僕の目を真っ直すぐに見つめている。

「誰かの喜ぶ姿には反吐へどが出るわ。私にはしてあげられないから」

　いつもは落ち着いた雰ふん囲い気きの美愛が感情を昂たかぶらせて声を上げる。

「眩まぶしく見えるもの全すべてが憎にくい。私には光なんて降り注がないから」

　下した唇くちびるを嚙んで、美愛は堪こらえる。

「もう何も望まないし、何も要いらない。誰も頼たよらない。私は一人で生きていくの。私は二度と憧あこがれない。希望も持たない。そうすれば失うこともないし、拒絶されることもない。私は、私は──」

　だったら、なぜ──。

「なぜ、そんなに泣いているんだよ」

　美愛の瞳ひとみからは涙なみだが溢あふれていた。

「違う！　泣いてない！　泣いてなんか……」

「大だい丈じよう夫ぶ」

　僕がその言葉を言う時は、いつも根こん拠きよがない。

　ただの希望的観測でしかない。

「一いつ緒しよに行こう」

　それでも僕は言うだろう。

「今はダメでも、僕がもう一度、笑顔にしてあげるから」

　僕は手を差し伸のべる。

　善人ぶっていて、偽ぎ善ぜん的で、格好つけたがりの言葉だ。

　でも、僕は知っている。

　美愛がクラスメートと仲良くなりたいと願ったことを。

　そして、美愛が笑ったことを。

　──だからこそ、僕は信じたのだ。

　しかし、その手を取らずに美愛は首を横に振る。

「……笑顔なんて、私には相応ふさわしくない」




　サンドバッグを殴ったような、鈍にぶく、重い音がして。

　美愛の白いブラウスが一いつ瞬しゆんで赤く染まった。




「どうして逃にげなかったの？　殺すって言ったでしょ」

　美愛の背後にはいつの間にか、萌花が立っていた。

「わたし……イラを、まもれなかっ……」

　美愛が吐と血けつする。その身体が高く持ち上げられ、ダラリと腕うでが力なく垂れ下がる。

　そして、身体から流れ出す血が、見えなかったものの正体を現した。

　それは、手だ。

　見えざる腕だった。

　血に彩いろどられた巨大な人差し指が美愛の腹部を貫つらぬいている。

「何も摑つかむだけじゃないんだよ。上手うまく使えば、こんなことも出来るの」

　萌花が薄うすく微笑ほほえんだ。

　違ちがう、萌花じゃない。萌花はそんなことしない。萌花は──。
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　ダメだ。違う。どうして。おかしい。なぜ。萌花にそんなことを。

「さようなら、園城さん、かつての私。あなたに相応しい場所で、永遠に〝嫉しつ妬と〟したまま、眠ねむってね」

　美愛がまるで、ゴミのように放ほうり投げられる。

　宙を飛び、血の軌き跡せきを残し、大水すい槽そうへと落ちる。

　──水音。

「……噓うそだ」

　声が出ない。信じたくない。信じられない。

「安心していいよ。レイジくんは殺さないから」

　違う。そうじゃない。そんなことじゃない。

　──僕は美愛を助けられなかった。

「ウオォォオオオ！」

　そこへ乱入してきたのは、スペルヴィオだ。萌花へと跳ちよう躍やくし、右拳こぶしのストレートを打ち込もうとするが、美愛の血で姿を現した巨大な手がそれを迎むかえ打つ。スペルヴィオの拳と、巨大な拳が正面からぶつかり──スペルヴィオは弾はじき飛ばされた。

　傾けい斜しやした会場で、スペルヴィオは上手く体勢を整えて着地する。

　全身から水が滴したたり落ち、ゼェゼェと肩かたで大きく呼吸を繰くり返している。

「しつこいね。まだ死んでいなかったの？」

「俺を殺したければ……とどめを刺させ！　窒ちつ息そくなどで死ぬ俺ではない！」

「死んだふり？　それでよく〝傲ごう慢まん〟でいられるね」

「最後に勝てば、それでいいッ！」

　スペルヴィオは再び、階段を駆かけ上がり、こちらまでやってくる。

　そして、なぜか──。

　駆けつけるなり、呆ぼう然ぜんと佇たたずんでいた僕の顔面を殴なぐりつけた。

　予想外の行動に無防備だった僕は、後ろに倒たおれこむ。

「俺の戦場に腑ふ抜ぬけた顔で立つな！」

　そう一いつ喝かつすると、スペルヴィオはすぐに背を向け、萌花に視線を移す。

「戦士には立って戦うか、死ぬか、その二択たくしかない。俺はまだ死んでいない。だから、戦う。戦って勝つまで、何度でもだ！　結城零司、貴様はそこに座り込んで、ただ結末を受け入れろ。俺は勝つと決めた！　決めたことはやり抜ぬく、それだけだッ！」

「すごく、邪じや魔ま」

　萌花の言葉と同時に、巨大な血ち塗まみれの拳が、スペルヴィオに迫せまる。

「〝愚者はトラスト従う・ミー〟」

　左手に握にぎられた濃のう緑りよく色しよくの〝傲慢〟のシンボルが光を灯ともす。

「全てを防ぐ盾イージス！」

　スペルヴィオは開いた右手を突つき出して、その血塗れの拳を受け止めた。さすがに、威い力りよくを殺しきれなかったのか、ジリッと後退させられる。それでも倒れたりはしない。

「どうだ、分かったか！　貴様は俺を弄もてあそんでいたのではない。俺が遊ばれてやっていただけだ！　貴様の攻こう撃げきなど、俺にとっては児じ戯ぎに等しいッ！」

　僕は立ち上がる。

　そうか、そうだった。

「……ありがとう。スペルヴィオ」

「何を勘かん違ちがいしているのか知らんが、殴られて感謝するとは、貴様はとんだマゾ野や郎ろうだな」

　スペルヴィオはフン、と鼻息を漏らして応こたえる。

　僕はその戦場に背を向けると、駆け出した。

　──このまま、終わるわけにはいかないのだ。







　第六章　怪物　Monster







〝嫉妬〟の海種は、七種族の中でも最弱だ。

　海種が得られる能力も微び妙みようなものが多く、私の能力も他ほかの種族に比べるとかなり見み劣おとりがする。

　自分の腕わん力りよくと同程度の力しか発揮できず、腕よりも少し先に伸ばすことしかできない〝目に見えない腕〟なんて、一体、何に使えるというのだろう。手も触ふれずに物が動く様を見せて驚おどろかすくらいしか使い道がない。

　当然、戦せん闘とうに使うなんてことを期待出来るはずもなかった。

　そもそも、〝嫉妬〟という感情を抱いだき続けるということが難しい。

　何かを得ようとすれば、それは〝嫉妬〟と呼べず、別の感情が混じると、それだけ〝嫉妬〟の感情力は弱まってしまう。

　生きとし生けるものは、光を向いて生きている。目に眩しく映るような、自分に足りないものを欲ほつし、それを得て、進化するように出来ているのだ。

　鳥も最初は飛べなかったはずである。けれども、飛びたいと願い、行動し続けた結果、それが可能となったのだと私は思う。

　一方、飛びたくは思っても、すでに飛んでいるものたちを羨うらやむだけなのが、嫉妬の感情である。進化を望めど、停てい滞たいするものたちに、未来などあるはずがない。

　他者と自分を比べて、僻ひがんでいる時点で〝嫉妬〟はすでに負けている。ネガティブで後ろ向きの気持ちを抱かかえたまま、勝利を摑むことなど出来はしないのだ。

　それ故ゆえに、〝嫉妬〟の海種は、魔法のマジツク道具アイテムを研究し、自らの弱さを補って使うことを常としてきた。〝刷インりプリ込ンテみインのグ・鈴ベル〟の応用の仕方など、他の種族は知りもしないだろう。弱者は弱者なりに、武器や道具を使って戦うものだ。

　そして、今回の皇位継けい承しよう戦争に臨のぞむにあたり、特別な魔法のマジツク道具アイテムが開発された。

〝写し身の首くび飾かざり〟というのがそれだ。

　赤い宝石が埋うめ込まれたブローチのネックレスで、使用者の記き憶おくから人格を模も倣ほうし、装着者、或あるいは、装着物にその記憶と人格を与あたえるという効果を持っている。しかも、装着者の記憶までも手に入れられるという代しろ物ものである。

　海種の研究者たちは、これに私の〝嫉妬〟を根源として封ふうじ込めた。

　種族王の記憶と人格を写した上で、純じゆん粋すいな〝嫉妬〟だけを与える。そうすることで、〝嫉妬〟の能力はより強さを増し、さらに、シンボルが使用できる私の複製を作り出すことに成功したのである。

　私の代わりに、戦闘力の高い私の複製コピーを戦わせようと画策したのだ。

　しかし、研究者の中にはその使用に反対する者もいた。複製コピーの制せい御ぎよが難しい事に加え、種族王が戦ってこその皇位継承戦争だと言うのである。

　そんな反対意見を私は無視して、使用することを決意した。

　なぜなら、私には皇位継承戦争の意義などどうでも良かったから。

　私の目的は竜りゆう姫ひめイラに勝つこと。ただ、それだけ。

　そのためには、複製コピーが使う私の〝不可視のインビジブル掌握・タツチ〟の絶大な力が必要だった。〝もう一人の自分〟であれば、同じ目的に向かって協力できると考えたのだ。

　しかし、それは浅せん慮りよだった。

　イラに対する〝嫉妬〟を、より強く、より深く根源としたもう一人の私は、好戦的で何を考えているのか分からない、嫉妬に狂くるった怪物だった。もう一人の私であるはずのそれは、すでに別個の、御ぎよすることのできない私だったのだ。

　それでも、それは私だ。私以外の何者でもない。

　だから、それは私が犯おかした罪であり、間ま違ちがいである。

　その責任は私一人が負わねばならない。




　私は望むべきではなかった。

　私は憧あこがれるべきではなかった。

　私は他人と交わるべきではなかった。

　私は好きになるべきではなかった。

　私は──。




　──だから、沈しずんでゆく。

　青い、青い、海の中に、水底に、沈んでゆく。

　身体からだを包んだ無数の泡あわは、ユラユラ揺ゆれて水面へと浮うき上がる。

　流れ出る血は水と混ざらず、私へと続く道を描えがいている。

　見上げるのはやはり、太陽の光だ。手に入れたかった、優やさしい光だ。

　手を伸のばそうとする。やはり、届かない。

　そんなこと、ずっと、分かっていた。

　光を反射してキラキラ輝かがやく小魚の群れ。ゆっくりと回遊する巨きよ大だい魚。

　ここは海。私の存在すべき場所。私は海に還かえるのだ。

　太陽に近づき過ぎて翼つばさを焼かれたイカロスのように、深く、暗く、水底へと落ちていく。

　きっと、私にはそれが相応ふさわしい。

　暗い水底で、ひっそりと死んでいくのだ。

　ああ、でも良かった。




　──水の中なら、涙なみだを見られることもない。




　　　　※




　近くに置いてあったベルト状のウエイトを腰こしに巻いて、僕は大水槽の中へと飛び込んだ。

〝身体能力フイジカル・の向上アドバンス〟

　水を搔かく、蹴ける力を強める。

　水の中で思うように動かせない身体がもどかしい。

　──少しでも、一秒でも早く。

　僕は園えん城じよう美み愛あの姿を捜さがす。

　腹を貫つらぬかれて重傷を負った美愛を救う手立てがあるわけではない。

　もう手て遅おくれかもしれない。

　それでも、僕は美愛の手を摑つかまなければいけない。

　本当はあの時、美愛の手を摑むべきだった。差し出しては、振ふり払はらわれてきたその手を、強ごう引いんにでもこちらから摑んでやらなくてはいけなかったのだ。

　スペルヴィオが勝つために戦い続けるように、僕は僕のすべきことを諦あきらめない。

　遅おそくても、何度でも、僕は努力し続ける。手に入れたいものがあるから。そして、失いたくないものもあるからだ。

〝嫉しつ妬と〟とは、自分に無いもの、身分不相応なものを欲して、手に入れる努力もせず、妬ねたんで羨む感情だ。他人と自分を比べて、〝負け〟だと感じ、その思いが強ければ強いほど自分を見失ってしまう。

　美愛は他人を拒こばみ、一人で悩なやんで、勝手に絶望して、そして今は孤こ独どくな水の底にいる。

　そのまま死ぬなんてことを、僕は許さない。

　──だって、それは間違いだから。

　左胸にある刻印が赤く、輝きを増していく。

〝憤ふん怒ど〟の感情力が身体に満ちていくのがわかる。

　美愛の抱える問題は、何も他人を寄せ付けないオーラを発していることではない。

　目がよくなれば、解決する問題などではないのだ。

　美愛は手を伸ばしているだけで、摑もうとしていない。

　憧れ、望んで、手が届いたとしても、決してそれを摑もうとはしないのだ。

　どうせ自分には手に入らない、相応しくないと悲観して、諦めている。

　それは間違いだ。

　美愛は僕の差し出した手を取ることも出来たはずだ。

　でも、美愛は僕の手を取ったりはしなかった。

〝嫉妬〟に囚とらわれた彼女にはそれが出来ないのだ。

　なぜなら、彼女は〝嫉妬〟する自分を恥はじて貶おとしめているから。

　──そうじゃない。

　僕たちは競争する社会の中に生きて、常に誰だれかと比べられている。

　だから、自分には無いものを持った相手を妬んだり、羨んだりすることは誰にでもある。

　誰だって〝嫉妬〟するのだ。

　自分に無いものを欲することは、決して間違いではない。

　自分には無いから、手に入れるために努力するのだ。

　その努力が報むくわれないことは多々あるだろう。

　それでも、僕たちは諦めずに摑もうとするのだ。

〝嫉妬〟を〝嫉妬〟のまま終わらせてはいけない。

　僕は今、美愛に対して、強い憤いきどおりを感じている。

　どうして、自分自身の価値を、認めてやろうとしないのか。

　自分の価値は、他人に決められるものではないのに。

　──居た。

　目を閉じて、まるで眠ねむっているように横たわる美愛へと近づき、その手を取る。冷たく重い身体を抱だき寄せて、僕は水底を蹴って浮ふ上じようした。




　なんとか水の中から這はい上がり、美愛を引っ張り上げる。

　そして、地面に横たわらせると、呼吸を確かく認にんする。

　──していない。

　脈はどうか。

　美愛の細く白い首筋に指を押し当てる。

　──か弱くだが、脈打っている。

　まだ、間に合うかもしれない。

　どうすればいい？

　僕には人工呼吸も心臓マッサージの経験もない。いや、それよりも先に、まだ血も止まらないこの腹部の傷を何とかしなくてはならないだろう。

　僕に出来ることといえば──。

　自分の左胸を確認する。

　そこにあるのは、完成された〝憤怒〟たる竜りゆうの紋もん章しようだ。

　僕の怒いかりが、憤りが、感情力として溜たまった証あかしである。

〝破壊レイジ・と消去イレイザー〟の力。

　存在、事象、記憶、概がい念ねん、あらゆるものを、一時的に破壊、または消去できる能力。

　それは決して癒いやしの力ではない。それでも、今はこれに頼たよるしかなかった。

「〝破壊レイジ・と消去イレイザー〟」

　左胸の刻印が眩まばゆく、赤く、発光する。

　ドクン、ドクンと脈動する。

〝破壊〟ではダメだ──〝消去〟の力を使う。

　しかし、〝消去〟を使うにはイラの承しよう諾だくが必要で──いや、今はそれどころじゃない。事後承諾という形で許してもらおう。イラなら、きっと認めてくれるはずだ。

　だが、何を〝消去〟する？

　考えろ。考えるしか、美愛を救う方法はない。

　僕は美愛の腹部に手を当てた。

　果たして、〝怪け我が〟を消去することは出来るだろうか？

〝傷〟を消去することは？

　それなら出来るかもしれない。

　でも、〝怪我〟や〝傷〟を消去するだけでいいのか？

　焦あせる気持ちにじわりと嫌いやな汗あせをかく。

　イラがこの場に居てくれたら、どれだけ心強かった事だろう。

　それでも、左胸で力強く脈動する刻印が、イラの代わりに、僕の心を後押ししてくれているように感じられる。万に一つ、助かる可能性があるならば、この力にかけるしかないのだと。

　そうだ。僕はイラの言葉を思い返す。

〝破壊レイジ・と消去イレイザー〟は概念をも消去することが出来る。

　それならば──。




　　　　※




「一体、何をしたの？」

　血を大量に失った園城美愛の顔色は蒼そう白はくだった。

　それでも、今、確かに僕の目の前で生きていた。上半身だけを起こして、静かに呼吸している。

「それは言えない」

「……言えないようなことを私にしたの？」

　血の気のない唇くちびるに手を当てて、訝いぶかしげに美愛は僕を見た。

「えっ？　いや、そうじゃないけど」

　仮にも相手は〝嫉妬〟の種族王である。

　その生命を救うために〝破壊レイジ・と消去イレイザー〟を使ったことは許してもらえたとしても、その効果を教えることは許されないだろう。イラが大だい激げき怒どしそうだ。

「お腹なかに空いた穴まで跡あと形かたもなく無くなっているなんて、信じられないわ」

　それは僕もそうだ。

　本当に上手うまくいって良かった。

「園城さん」

　僕は上着のポケットの中に入れていた、黒くろ縁ぶちの眼鏡を取り出した。幸いなことにどこも壊こわれたりはしていないようだ。

「君にはこれが必要だと思う」

「……いいえ。必要ないわ」

　はっきりとした拒きよ絶ぜつ。

　それでも、

「自分には無いものばかりだと、言ってたよね」

「だから何？　助けられたからといって、考えを変えるつもりはないわ」

「無いものを数えてたら、ダメなんだ」

　僕はイラと出会って、皇位継けい承しよう戦争に巻き込まれて、かつて、人と接することに臆おく病びようだった自分を変えようと思った。そして、今も変わりたいと思っている。小さな一歩でも、その人に踏ふみ込んで、関係を築くことをもう恐おそれたりはしない。

「自分に無いものなんて多すぎる。そんなものを数えていたら、自信を失うばかりだよ」

　たとえ、自分が傷ついたり、相手を傷つけたりしても、僕は自分の思いを言葉にしたい。

「だから、自分に有るものを数えよう。形のないものでもいい。自分が胸を張って、これだけは有ると言えるものを数えるんだ」

「……私に一体何が有るというの？」

　美愛は視線を下げて、辛つらそうに唇を嚙かんだ。

「これは〝勇気〟なんだと思う」

　僕は黒縁の眼鏡を美愛に差し出す。

「欲しいものを手に入れる為ために君が必要とした〝勇気〟だよ。園城さんは自分に何も無いって、ただ他人に〝嫉妬〟していたわけじゃない。悩んで努力して手に入れようとしたんだ。成りたい自分に成るために、必要な〝勇気〟がここに有る」

　美愛はゆっくりと立ち上がった。濡ぬれた長い髪かみから雫しずくが流れ落ちる。

「そんなものが有ったって、手に入れられなければ、意味が無い」

「そんなことない。手に入れられるものが有る」

「……無いわ」

「僕は萌もえ花かを元に戻もどしたい。そのために協力して欲しい」

　僕も立ち上がって、美愛の瞳ひとみをまっすぐに見つめる。

「そうすれば、少なくとも、君はもう孤こ独どくじゃない。もし、萌花を元に戻せて、この事態が解決できたら、その時は本当の友だちになろう。何度でも手を伸のばして、欲しいものを摑つかみ取る〝勇気〟を持つこと。それが出来る自分になる。今が、その変われるチャンスなんだと思う」

　美愛は小さくため息をつくと、僕の手から黒縁の眼鏡を受け取った。

「……鬱うつ陶とうしいくらい、眩まぶしくて、嫉しつ妬とする」

　そう呟つぶやいて、僕に背を向ける。

「アクアファンタジアの建物の中、地下のフロアに瀕ひん死しのイラがいるわ。私は先にあの〝嫉妬の怪かい物ぶつ〟の所に行く。そこで、待っている」

「わかった。必ず行くよ」

　美愛は腰こしの短たん剣けんに手をやって、ふとその手を止めると、

「……私の意識がない間、本当に、変なことしていないでしょうね？」

　と、振ふり返った。

「してない」

「それは残念」

「えっ」

　美愛はそれ以上何も言わずに、スペルヴィオと萌花がいる場所へと歩いていった。




　　　　※




　クラゲをイメージしたドーム形の空間は青い照明に満たされていた。

　中央の柱は水すい槽そうになっており、その中を透とう明めいなクラゲたちがフワフワと泳いでいる。

「ヘクチュン！」

　ボフッとオレンジ色の炎ほのおが生まれて、部屋を明るく染めた。

「……遅おそかったではないか」

　赤い瞳をして、長い銀ぎん髪ぱつがクリンクリンに撥はねたイラが、美愛の黒いローブに身をくるまれた状態で座り込み、その柱にもたれかかっていた。

「ごめん。でも、瀕死ってわりには元気そうで良かった」

　僕は駆かけ寄ってそばにしゃがみ込む。

　どうやら逆げき鱗りんに触ふれられてしまったようだ。園城美愛はそのことを知らないために、瀕死であると勘かん違ちがいしたのだろう。

「ふむ」

　とろんとした目付きのイラは、いきなり僕に抱だきついてきた。頰ほおを僕の胸に押し付けて、力強く抱きしめられる。

「うわっ！　何!?」

「……ビショビショであるな。でも、背に腹は代えられぬ。しばらく、そのままじっとせよ」

　今もスペルヴィオと美愛は戦っているのに、僕は一体何をしているのだ。ひどく狼ろう狽ばいし、混乱する。

「……余の体内で暴走しておる力を、お主の身体からだにある感情力を使って、制せい御ぎよしようとしておるのだ。他意はない。しばし待て」

「そ、そう？　そういうことなら仕方ない」

　話すこともできるし、前回よりはイラの症しよう状じようは軽く見えた。弱体化することには変わりないが、少しは慣れたのかもしれない。

　イラの身体は熱く、押し当てられた胸の鼓こ動どうがこちらに伝わってくる。

「よくこれだけの〝憤ふん怒ど〟の感情力を溜められたな？」

　左胸の刻印はまだ七割以上残っている。

「ああ、うん。何とかね……」
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　本当にギリギリだったけれども。

　自分の感情を抑おさえて、誰だれからも嫌きらわれないように、ずっと〝善人〟を演じて生きてきた僕だったが、最近は自然に人と接することができるようになっていた。〝憤怒〟の感情は、人間として当たり前にあるものだ。嫌けん悪おしたり否定したりするのは容た易やすいけれど、それを肯こう定ていすることは難しい。

　怒おこるべき時に怒らないのは、やはり、人間としておかしいのだ。

　イラと出会ったことから、〝憤怒〟することに対して、僕の意識が変わってきているのだろう。前よりも僕は、〝憤怒〟の感情に素す直なおに向き合えるようになった。

「あ、そうだ。〝破壊レイジ・と消去イレイザー〟の消去の力を使っちゃったんだけど、良い？」

「何に使ったかにもよるであろ。ヘクチュン」

　ボフッと炎。

「熱っ」

　濡れていても熱いものは熱い。

　クシャミをするときはもう少し気を遣つかって欲しい。

「園城さんの〝致ち命めい傷しよう〟を消去したんだ」

「……ほう。〝怪け我が〟ではなく、概がい念ねんを含ふくめてか。応用であるな。ヘクチュン」

　熱いって。

「致命傷っていうのは、死に至る原因となる怪我のことだから、ただの怪我じゃなくて、その要因も消去出来ないかと思って。まさか本当にうまくいくとは思わなかったけど。〝破壊レイジ・と消去イレイザー〟って本当に何でもありだね」

「……そうでもないぞ」

　イラの声のトーンが少し下がる。

「運命には抗あらがえぬ。もし、エンヴィアがそれで命を取り留めたのならば、死ぬ運命にはなかったということであろう。それができるのであれば、余は父を助けられておる」

　死ぬ運命にはなかった。ということは、美愛はあの状態でも命を取り留めていたということだろうか？

「生物から〝死〟を消去しても、生物は必ず死ぬ。概念というものは消去してもすぐに生まれるものだ。決められた結末を変えられる者などこの世にはおらぬ」

〝破壊レイジ・と消去イレイザー〟も万ばん能のうではないということか。

「……人の命を救うための〝消去〟なら、問題あるまい」

　頰を紅潮させて顔を上げたイラの吐と息いきが、首元をくすぐる。

「すまなかったの」

　不意にイラが謝った。

「どうやら、エンヴィアの奸かん計けいによって余は〝嫉妬〟させられておったらしい。そのような感情を今まで抱いだいたことがなく、どうしてよいかわからなかったのだ」

「僕も悪かったよ」

　優ゆう柔じゆう不ふ断だんな態度で、イラを傷つけたのは僕である。

　園城美愛は〝嫉妬〟の種族王エンヴィア。本来は敵である。たとえどんな事情があっても、僕はイラの味方をしなくてはならなかった。

　それができなかったのは僕のエゴに過ぎない。

「レイジよ、萌花とはもう出会ったのか？」

「……うん。操あやつられているみたいだ」

「毎度毎度、不運な少女であるな」

　イラは僕から身体を離はなすと、

「ふむ。このくらいで良かろ。よし、行くか」

　ニッコリと微笑ほほえんだ。

「もう、大だい丈じよう夫ぶなの？」

「この通り、ピンピンしておる！」

　イラは立ち上がると、赤いマントを召しよう喚かんして羽織る。

「じゃあ、〝傲ごう慢まん〟か〝嫉妬〟の気配は分かる？　そこで皆みんな戦っているはず」

「分かるが、今は〝嫉妬〟の気配しかしておらぬぞ」

　いや、スペルヴィオと萌花は戦せん闘とう中のはずで──。

「ヘクチュン」

　熱っ！

　クシャミをするときは横を向いて欲しい！




　　　　※




「本当に、しつこいね」

　こちらを一いち瞥べつして萌花は言う。

〝不可視のインビジブル掌握・タツチ〟

　見えないはずのその腕うでは、鮮せん血けつに彩いろどられている。

　血に塗まみれた手が摑んでいるものは、スペルヴィオだ。右みぎ腕うでを摑まれ、宙に吊つり下げられている。彼の足を伝って、ポタリポタリと血が流れ落ちていた。その血でも彩られ、〝不可視のインビジブル掌握・タツチ〟はさらにはっきりとした形で見えている。

　周囲には激しい戦闘の痕こん跡せきが垣かい間ま見みえた。

「……貴方あなたを倒たおすまで、私は死ねないの」

　園城美愛はそっと黒くろ縁ぶちの眼鏡をかける。

「貴方はもう一人の私。純じゆん粋すいな〝嫉妬〟を抱かかえた私。私が成りたかった強い私。でも──」

　美愛は腰に下げた短剣をスラリと抜ぬき放つ。

「在るべき私じゃない」

　無造作にスペルヴィオが投げ捨てられる。気を失っているのか、或あるいは、死んでいるのか、彼の反応はない。

　純粋で洗練された感情は、かくも強いのか。使い道がないと思っていた〝不可視のインビジブル掌握・タツチ〟を駆く使しし、ずば抜けた戦闘力を誇ほこる〝傲慢〟の種族王を打ち倒すほどに。

　万が一にも勝ち目はない。

　失われた大量の血による体力の消しよう耗もうも激しく、万全の状態には程ほど遠とおい。立っているのがやっとなくらいだ。いや、そもそも、万全な状態であっても勝てないだろう。

　それでも、これは〝変われるチャンス〟なのだと、結ゆう城き零れい司じは言った。

　変われるのならば、自分は、変わりたい。

　嫉しつ妬と深くて、引っ込み思案で、寂さびしい思い出しかない自分はもう嫌いやだ。

　──私だって、笑っていたい。

〝嫉妬の怪かい物ぶつ〟である如月きさらぎ萌花が、こちらを向く。

「ねえ、あの傷でどうやって、助かったの？」

　その頭上にある血ち塗まみれの〝不可視のインビジブル掌握・タツチ〟は、今にもこちらに襲おそい掛かかってきそうだ。

「もちろん、結城君に助けてもらったのよ」

　萌花の表情が曇くもる。

　その表情の変化を美愛は見み逃のがさなかった。

「結城君は水の中に落ちて、呼吸もできなかった私を手厚く介かい護ごしてくれたわ。なぜか、わかる？　貴方よりも私が大切だからよ」

　おそらく、萌花が抱いたそれは、自分が慣れ親しんだ感情だ。

〝嫉妬〟である。

　萌花が零司に対して特別な思いを寄せていることは知っている。本人は認めないかもしれないが、恋れん愛あい感情のそれに近いはずだ。

　あえて、相手に〝嫉妬〟をさせて、冷静さを失わせる。〝嫉妬〟が過ぎれば、自分を見失うものだから。それは相手に〝嫉妬〟の感情力を更さらに与あたえる行こう為いなのかもしれない。しかし、〝嫉妬〟の感情力など相手には十二分に有るのだ。

　冷静に攻こう撃げきされては、付け入る隙すきがない。

　だが、幸いなことに、〝不可視のインビジブル掌握・タツチ〟は、今、見えている。

　激情に身を任せて、真っ直すぐにこちらに攻撃してくれば、それが威い力りよくを込めた攻撃であればあるほど、予見出来て躱かわしやすくなるだろう。あとは、その隙に乗じるたった一回のチャンスがあればいい。

　元より持久戦はできないのだ。

　攻撃を大おお振ぶりにさせ、その隙をついて懐ふところに飛び込み、〝写し身の首くび飾かざり〟を破壊する。

　それが失敗すれば終わり。その先は無い。

　これは作戦でも何でもなかった。行き当たりばったりで、がむしゃらな方法だ。成功する可能性なんてほぼ無いに等しい。

　いや、もしかすると、相手を〝嫉妬〟させたいだけかもしれなかった。他者を〝嫉妬〟し続けた自分が、最後くらいは誰かに〝嫉妬〟して欲しかった。ただ、それだけのことなのかもしれない。

「……だって、私は結城君の恋こい人びとだから」

　ビシッという異音が聞こえた。

　萌花が苦しそうに表情を歪ゆがめる。

　──何が起きた？

〝写し身の首飾り〟の赤い宝石に、亀裂が入ったのだ。

　──なぜ？

　それが意味することを考える暇ひまはなく、〝不可視のインビジブル掌握・タツチ〟がこちらに迫せまる。その指は拳こぶしのように握にぎられているのではなく、開いていた。自分を捕つかまえようとしているのだ。

　殴なぐるのでも貫つらぬくのでもなく、〝嫉妬〟の感情が赴おもむくまま、握りつぶそうとしている。

「しまっ……」

　一いつ瞬しゆん気を取られたせいで、対応が遅おくれた。さらに、思った以上に足に力が入らない。もう躱すことは出来ないだろう。

　仕方なく、逆手で顔の前に短たん剣けんを構えた。

〝不可視のインビジブル掌握・タツチ〟は物理的な力である。こちらからも摑める実体がある。

　それならば、一瞬で、その全すべての指を切り落とせば──。

　当然、不可能だ。不可能でもやるしかない。勝つためには、諦あきらめられない。

　やってみせるしかなかった。

「〝愚者はトラスト従う・ミー〟」

　倒れたスペルヴィオの左手には、濃のう緑りよく色しよくのシンボルがしっかりと握られていて、仄ほのかな光を灯ともしていた。

「その手を止めろ」

〝不可視のインビジブル掌握・タツチ〟が眼前で止まる。

　美愛は〝不可視のインビジブル掌握・タツチ〟の下をくぐって、前へと駆かけた。

　自分の手も動かなくなっている。しかし、足は動く。

　理由は分からないが、好機に違ちがいない。

　千せん載ざい一いち遇ぐうの機会。これを逃のがしたら、二度とチャンスは訪おとずれないだろう。

　萌花へと迫る。大丈夫、行ける。相手は身体からだを動かしてもいない。

〝不可視のインビジブル掌握・タツチ〟は、腕だ。ちゃんと肘もある。伸のばしきった腕を元に戻もどすにしても、まっすぐは戻せない。この腕に沿って進む限り、自分を後ろから捕まえることはできない。しかし、まだ、自分の手は動かない。

　目の前。〝写し身の首飾り〟に手が届く距きよ離り。

　──手が動く。

　美愛は亀裂の入った〝写し身の首飾り〟の赤い宝石に短剣を突つき立て──。

「がっ──!?」

　脇わき腹ばらに衝しよう撃げきを感じて、横に吹ふっ飛ばされた。壁かべに衝しよう突とつする。その際に短剣を手放してしまう。何が起きたのかわからない。

〝不可視のインビジブル掌握・タツチ〟は、見えない一本の腕を操る能力。

　それ以上の効果は──。

「私は両りよう腕うでが使えるんだよ」

　身体を起こそうとするが、力が入らない。打った拍ひよう子しに額を切ったらしく、床ゆかに血が滴したたり落ちる。自分は自分の能力を低く見すぎていたということなのだろうか？

　自分の能力はまだ発展途と上じようだとでも──。

　落とした短剣が、宙にフワリと浮ういた。

　目に見えない手がそれを摑んだのだ。

「両腕があっても、邪じや魔まだから、片手で戦っていただけだよ。文字通り、奥の手は隠かくしておくものだからね」

　萌花がこちらに歩いてくる。

　──あと少し、あと少しだったのに。

　やはり、ダメなのだ。努力して、うまくいったことなど一度だってない。

　眼鏡をかけただけで、自分が変わるはずなどなかったのだ。

　どうして変われるなんて思ったのだろう。

　自分は自分。それ以上にはなれない。

　全ては結果である。

　努力の過程は重要でなく、評価もされない。

〝写し身の首飾り〟を壊こわせなければ、意味がないのだ。

　短剣がその鋭するどい切っ先をこちらに向けた。

「園城さんを殺して、私は過去と記き憶おくに決別する。そして、イラちゃんも殺せば〝嫉妬〟からも解放される。そして、私は私になるの」

　思わず笑ってしまう。

「何だ、貴方、〝もう一人の私〟は、自分探しをしていたの？　フフッ、〝嫉妬〟を根源とする怪物が、〝嫉妬〟なくして存在できるとでも思っているの？　全てから解放されたら、貴方は消えて無くなるわ」

「噓うそだよ。噓だって知ってる。私は私になるんだ！」

「バカね。ただの首飾りが何に成れるというの？　貴方も私と同じ、成りたいものには決して成れない。〝嫉妬〟に狂くるったただの怪物なんだから」

「うるさい！」

　短剣が美愛を目め掛がけて──。




「コラー！　余の大事な側近である萌花の身体を使って、人を殺そうとするでなーい！　ヘクチュン！」




　突とつ風ぷうのように何かがこちらに飛来し、その短剣を蹴けり飛ばした。

「悪いけど──」

　その人物は、萌花に右手を突き出して、言う。

「萌花の身体は、もう返してもらうよ」

　結城零司と、少し離はなれた所で憤ふん慨がいしている竜りゆう姫ひめイラが現れた。




　　　　※




「〝破壊レイジ・と消去イレイザー〟」

　迷うことなく、僕は能力を発動した。

　胸にある〝憤ふん怒ど〟の刻印が、赤く発光し、ドクン、ドクンと鼓こ動どうする。

　萌花を操あやつっているものを消去する。そのために触ふれるには絶好のチャンスではあったが、操っているものが何なのかがわからなければ、能力は使えない。

　相手は〝破壊レイジ・と消去イレイザー〟の威力を知っている。だからこそ、これは牽けん制せいに使える。

　案の定、萌花は〝不可視のインビジブル掌握・タツチ〟を使って、大きくバックステップし、こちらから大きく距離をとった。そして、プールにある鉄柱の上に立つ。

　下はプールだし、僕らが近づくには、両手を使って無防備な状態で鉄柱を登らなければならない。恐おそらくあのポジションが、向こうにとって最も有利な場所なのだろう。

「園城さん、遅れてごめん」

　床に倒たおれている園城美愛の手を引いて起こす。よろめく美愛の腰こしを支えた。

「萌花を操っているものが何かを教えてくれないかな？　それさえわかれば、僕がなんとかするから」

「あれは、〝写し身の首飾り〟。赤い宝石が埋うめ込まれたブローチのついたネックレスよ」

　そういえば、出かける時に珍めずらしく萌花がネックレスをつけていたことを思い出した。

　あれが元げん凶きようだったのか。

「装着したものに、私の記憶と人格、それからイラに対する〝嫉妬〟を与えるの。あの首飾りさえ壊せば、元に戻るわ……何？」

　じっと見つめていた僕を問い詰つめるように見返す。

「その眼鏡、やっぱりよく似合ってるよ」

「コラー！　悲ひ惨さんな目にあって死にかけた可か憐れんでか弱い余を放ほったらかして、イチャイチャするでなーい！」

　足音を立てて、イラがこちらにやってくる。

　そして、持っていた黒いローブを美愛に投げてよこした。

「礼を言うぞ。エンヴィア・ニース・サーペンティア。久方ぶりだの」

「……思い出した？」

　美愛は黒いローブを受け取ってそれに袖そでを通す。

「思い出してなどおらん。憶おぼえておったわ」

「……初めて会った時には気付かなかったくせに」

「気付いておったが？」

「……えっ？」

　僕は二人の間に割って入る。

「イラ、お喋しやべりは後で！　萌花が首にしている〝写し身の首飾り〟。あれを、〝破壊レイジ・光線レイザー〟で破壊できないか？」

　逃にげた萌花の様子を窺うかがう。どうやら、様子見に徹てつしている。こちらが何かを仕し掛かけてくるのを迎むかえ撃うつつもりのようだ。

「ふむ？　無理であるな」

「どうして？」

「あの見えない手で、首くび飾かざりをガードされてしまったら、余の光線が遮さえぎられてしまう」

　イラが〝破壊レイジ・光線レイザー〟を使うには、〝憤怒〟の刻印が六割は必要だ。今ある刻印は七割。〝破壊レイジ・光線レイザー〟を使うなら、一回の使用で二割以上使う〝破壊レイジ・と消去イレイザー〟は使えない。

「〝不可視のインビジブル掌握・タツチ〟で遮られないようにするしかないか。僕が囮おとりになって、あの血ち塗まみれの手をひきつけるから──」

「それだけではダメよ」

　美愛がすぐに否定する。

「〝不可視のインビジブル掌握・タツチ〟は両腕ある。囮は二人必要だわ。私も行く」

　覚おぼ束つかない足取りで向かおうとする。

「だが、その方法、確実とはいえぬな。見えぬことが厄やつ介かいなのだ。〝破壊レイジ・光線レイザー〟を当てるタイミングがはかれぬ。他ほかに方法はないのか？　レイジよ、何か考えよ」

　他に方法と言われても──。

「……如月萌花を〝嫉しつ妬と〟させる」

　それには美愛が答えた。

「〝写し身の首飾り〟は、私の〝嫉妬〟の感情力を溜ためられるようにしている。でも、今、装着しているのは、如月萌花。私が彼女を〝嫉妬〟させた時、〝写し身の首飾り〟に亀き裂れつが入った。つまり、彼女の〝嫉妬〟を溜めることができないの。もし、彼女をもっと強く〝嫉妬〟させることが出来たら、それだけで、破壊できるかもしれない」

　その方法ならば、〝破壊レイジ・と消去イレイザー〟も〝破壊レイジ・光線レイザー〟も使わずに済む。もしものために、感情力を保存しておいて、ひとまず、その方法を試ためしてみる価値はありそうだった。

「でも、萌花を〝嫉妬〟させるなんてどうすれば……」

「それは俺に任せろ」

　右みぎ腕うでを押さえながら、スペルヴィオが階段を上がってきていた。

「あの首飾りに亀裂が入った時、俺は近くでそれを見ていた。だから、あの女が何に対して〝嫉妬〟しているか分かる」

　全身傷だらけで、腹部には血が滲にじんでいる。僕が居ない間ずっと戦っていたのだろう。

「結城零司と、その──誰だれだ貴様は」

「……エンヴィア。海種の種族王よ」

　スペルヴィオは片かた眉まゆをあげて意外そうな顔をした。

「む、貴様がそうなのか？　では、あの女は誰だ？　まぁいい。結城零司とエンヴィアよ、二人であの女のもとへ近づけ。絶対に離れるなよ。たったそれだけでいい。後は俺に任せろ」

「本当に出来るのか？　萌花を嫉妬させることなんて」

「貴様のような腰こし抜ぬけには絶対に出来んが、俺になら出来る。攻こう撃げきを避よけなくてもいい。アイツの攻撃範はん囲いも把は握あくした。攻撃は全すべて止めてやる」

「信用していいのか？」

「俺以上に信用できる奴やつが、他にいると思うのか、貴様は？」

　いつまでもここでグズグズしていられない。スペルヴィオを信じて、やるだけやってみよう。

「イラは、失敗した時のために、〝破壊レイジ・光線レイザー〟を用意しながら、ここで待機してくれ。萌花を〝嫉妬〟させるのは、あくまで一つの試みでしかない。可能なら、〝破壊レイジ・光線レイザー〟で首飾りを破壊して欲しい」

「ヘクチュン」

　返事の代わりに、炎ほのおを吐はいた。逆げき鱗りんに触れられた前回は、しばらく寝ね込こんだのだ。瞳ひとみは赤いままだし、髪かみの毛も撥はねている。無理をして身体からだを動かしているに違ちがいない。

「園城さん、手を」

「……はい」

　冷たくて細いその手を握にぎると、僕は、

〝身体能力フイジカル・の向上アドバンス〟

　そのまま、美愛をお姫ひめ様さま抱だっこした。

「……ちょっと、結城く──」

　これなら離れられないし、絶対に速い。

「行こう、スペルヴィオ」

　僕は萌花に向かって、走った。




　　　　※




　萌花は鉄柱に腰こし掛かけたまま動こうとはしなかった。

　向こうから降りてくることはないはずだ。遠えん距きよ離り攻こう撃げきが出来ることが、相手の最大のメリットなのだから。しかし、美愛を抱かかえたまま、どうやってあの場所まで近づけばいいのだろうか。

「園城さん、あの萌花は、イラの〝破壊レイジ・光線レイザー〟を知っているんだろうか？」

「いいえ、私と如月さんの記き憶おくに無いことは知らないわ。如月さんは知っているの？」

「知らないと思う」

　それならば、あくまで相手が注意しているのは近きん距きよ離りの〝破壊レイジ・と消去イレイザー〟の力だけ。

　絶対に近づかせてはくれないだろう。スペルヴィオが攻撃を止めてくれるとは言っているが──。

　よく見ると、萌花の頭上にあった血塗れの腕うでは再び見えなくなっていた。

　これで相手は見えない〝不可視のインビジブル掌握・タツチ〟を両りよう腕うで共に使えることになる。本当に大だい丈じよう夫ぶか？

「〝愚者はトラスト従う・ミー〟」

　背後からスペルヴィオの声。

「結城零司を捕まえろ！」

　美愛が僕の両りよう肩かたをがっしり摑つかんだ。

「ちょ、スペルヴィオ……」

　さらに、美愛を抱きかかえた僕ごと、見えない手が僕の全身を摑んだ。身体が宙に持ち上げられる。

　──裏切られた!?

「よし、いいぞ！」

　スペルヴィオは立ち止まって、〝傲ごう慢まん〟のシンボルを握った左手を高く掲かかげる。

　しかし、萌花が鉄柱を蹴けって、スペルヴィオへと翔とんだ。

　当然だ。〝不可視のインビジブル掌握・タツチ〟はもう一本ある。

　このままだと──。

「ぐおっ」

　加速した〝見えない拳こぶし〟がスペルヴィオを叩たたき潰つぶす。

　そして、萌花は着地。

　──ヤバイ。全然ダメだ。

　僕は美愛ごと〝不可視のインビジブル掌握・タツチ〟に捕まり、スペルヴィオはノックダウン。

　何がしたかったのか、全く理解できない。

　信じた僕がバカだった！

〝破壊レイジ・と消去イレイザー〟は使えるか？

　摑まれていても手は動かせる。この〝不可視のインビジブル掌握・タツチ〟を消去することは可能だ。

　しかし、使ってしまうと〝破壊レイジ・光線レイザー〟という切り札を失うことになる。

　それに一本消せたとしても、〝不可視のインビジブル掌握・タツチ〟はもう一本残っているのだ。

　──これ、絶体絶命じゃないか!?

　萌花はひどくうんざりした様子で、

「園城さん、本当に、邪じや魔まだから」

　敵意のこもった目で美愛を見上げる。

　僕と美愛が、萌花へと引き寄せられていく。

　こうなったら、あとはイラの〝破壊レイジ・光線レイザー〟にかけるしかない。何とかして〝不可視のインビジブル掌握・タツチ〟を両腕とも、〝破壊レイジ・光線レイザー〟の延長線上から外す。

　その方法は──無い。考えつかない。

　もっとよく考えて行動すべきだったのか？

　どうする？

　それでもやるしか──。

「〝愚者はトラスト従う・ミー〟……結城零司よ」

　倒たおれたスペルヴィオは左手だけ、持ち上げて──。

「エンヴィアの唇を奪え！」




　美愛と目が合う。

　僕はそのまま、キスをした。




　　　　※




　──何かが砕くだける音がした。




　僕を捕とらえていた見えない力が解けて、美愛ともども落下した。

「フハハハッ！　いいぞ！　そのまま押し倒せ！」

　誰がそんなことするか！

　一体、なんてことをさせる！

　美愛とは視線を合わせることも出来ず、僕はひどい罪悪感に打ちのめされながら、立ち上がる。美愛は美愛で何事もなかったかのように振ふる舞まい、黙もくしたまま身体を起こし、落下の衝しよう撃げきで乱れた服装と髪を整えている。

　とにかく謝らなくてはならないと思い、

「……ごめん」

「……いいえ」

　美愛はこちらを見ようともしなかった。

　非常に気まずい思いをしながら、僕は倒れている萌花へと駆かけ寄る。

　胸むな元もとにある〝写し身の首くび飾かざり〟は、赤い宝石が粉々に砕け散っていた。やり方はどうであれ、萌花を〝嫉妬〟させ、首飾りを破壊にまで持っていくことはできたらしい。

「女を〝嫉妬〟させることなど、この俺には造作も無い！　俺という存在には、女だけでなく男も〝嫉妬〟するからな！　フハハハ！」

　スペルヴィオは倒れたまま豪ごう快かいに笑っている。

　どんなに攻撃を食くらっても、起き上がってくるというのは驚きよう嘆たんに値あたいする。しかし、さすがに無傷というわけには行かず、満まん身しん創そう痍いといった状態に見えた。

　萌花の無事を確かめる為ために、その傍かたわらに屈かがみこんだ時、僕は〝写し身の首飾り〟から、黒いモヤのようなものが漏もれてきている事に気づく。

　危険を察知した僕は、慌あわててその首飾りを外そうと、手をかけたが──。

「結城君！　離はなれて！」

　美愛の声は既すでに遅おそく、僕は〝写し身の首飾り〟から噴ふき出してきた、大量の黒い物質に全身をふっ飛ばされた。身体を強く打ちながらも、僕は直すぐに立ち上がる。

〝写し身の首飾り〟から噴き出した黒い一本の柱のようなそれは、真っ直ぐ空に伸のびる。そして、身体をくねらせた。

　──黒い蛇へび。

　そうとしか表現のしようのないものだ。

　鎌かま首くびをもたげたそれは、燐りんと燃える赤い瞳を有している。

　事態はそれだけでは収まらなかった。もう一本、〝写し身の首飾り〟から、黒い柱が伸びる。さらにもう一本。際限なく溢あふれ出し、全てがウネウネと身をくねらせ始める。

　それは巨きよ大だいだった。〝写し身の首飾り〟を起点に生み出されるそれぞれの黒い蛇は、さらにどんどん巨大化していく。

　プールの鉄柱をなぎ倒し、客席の屋根を突つき破り、会場を覆おおい尽つくす。それらは全て、破壊行動に繫つながっていく。それぞれの黒い蛇が暴れ始める。

　会場が揺ゆれる。

　──何かわからないが、間ま違ちがいなくヤバイ。

　それは怪かい物ぶつだった。その大きさから、怪かい獣じゆうであるともいえた。

　呆ぼう然ぜんとそれを見ていた僕は、我に返って、

「〝破壊レイジ・と消去イレイザー〟！」

　能力を発動させる。

　相手が何であれ、全すべてのものは破壊、消去できる。

　でも──。

　これが一体なんなのかわからない。

[image: ]

「面おも白しろいな。まだデザートが残っていたか」

　スペルヴィオが右みぎ腕うでを押さえながら、立ち上がる。しかし、どう見ても戦えるコンディションであるようには見えない。

「園城さん！　あれは何!?」

　あれが何かわかるのは、彼女以外にいない。

「……わからないわ」

　しかし、答えは期待したものとは違っていた。

「でも、何とかしないと」

　それは僕にもわかる。しかし、僕らの数百倍はあるこんな怪物と、〝破壊レイジ・と消去イレイザー〟の力なしに、どうやって戦えというのか。美愛やスペルヴィオはすでに満身創痍、イラは逆げき鱗りんに触ふれられて弱体化している。戦えるのは僕しかいない。僕がやるしかない。

〝身体能力フイジカル・の向上アドバンス〟

　僕は萌花に向かって駆け出す。あの全ての黒い蛇は〝写し身の首飾り〟から湧わいて出てきている。それならば、あの首飾りを完全に消去する。もしかしたら、それでうまくいくかもしれない。今度もイラには事後承しよう諾だく。でも、やはり、そんなことを言っていられる場合ではなかった。

　幾いく本ほんかの黒い蛇が萌花に近づこうとしている僕に気づく。

　それらは大きくうねり、その巨大さに見合わぬ速度で加速する。

　まるで、本物の蛇のようだった。

　突とつ如じよとして、目の前に出現した黒い蛇の頭に、僕は方向転てん換かんを余よ儀ぎなくされる。襲おそい来る頭を、横に飛んで躱かわす。しかし、体勢が整わぬ内にまた別の頭が──。

「うわ！」

　黒い蛇が口をあけ、僕はいともたやすく飲み込まれる。

　闇やみだった。全てが闇に包まれた。牙きばなどはない。ただ、何も見えない闇が、僕の全身を包み、圧あつ迫ぱくし、押し潰そうとする。僕は死に物狂ぐるいで、その口をこじ開けようとする。

〝身体能力フイジカル・の向上アドバンス〟は未いまだ継けい続ぞく中。がむしゃらに足あ搔がいて、なんとか口から這はい出し、黒い頭に摑つかまる。

　いつのまにか、空中に居た。黒い蛇は頭を振って、僕を振り落とそうとする。

　──冗じよう談だんじゃない。こんなの絶対に勝てっこない。

　この黒い蛇が何かさえわかれば、〝破壊レイジ・と消去イレイザー〟が使えるのに。

　僕は振り落とされないように必死に摑まりながら、頭を働かせる。

〝写し身の首飾り〟はどんなものだったか。

　美愛の記き憶おくと人格を模も倣ほうし、装着者にそれを与あたえて動かす。

　それだけだったか？

　あとは──。




「さて、そろそろ幕を引こうではないか」




　黒い蛇の動きが止まる。全ての黒い蛇が、一点を見つめる。

　燐と燃える赤い瞳ひとみがそれを凝ぎよう視しする。

　水すい滴てきを抱だいた透とう明めいなイルカのフィギュア。その上に立つ人物が居た。

　真しん紅くのマントを翻ひるがえし、勝ち気な瞳で腕うでを組み、不敵な微笑ほほえみを浮うかべている。

　──どうやってそこに登った？

「他者を羨うらやみ、妬ねたみ、手に入らなければ、破壊行動に出る。〝嫉しつ妬と〟とはなんと浅ましい感情か。だが、分からぬものでもない。余のように、煌こう帝ていに相応ふさわしき人物に憧あこがれるのは、道理！」

　こちらも、燃えるような赤い瞳。クルクルと撥はね返った長い銀ぎん髪ぱつ。

「しかし、〝嫉妬〟だけでは、何も実らぬ、何も生まれぬ、何も得られぬ！」

〝憤ふん怒ど〟の竜りゆう種しゆ、煌帝に一番近い存在、竜りゆう姫ひめイラ・エンペルト・ドラゴニカ。

「お主は、エンヴィアの余に対する〝嫉妬〟そのもの！　余を見つめる全ての怪物の目がそれを物語っておるわ。生まれて名がないのならば余が与えてやろう！　お主は〝嫉妬の怪物〟だ！」

〝嫉妬の怪物〟の全ての蛇がイラ目め掛がけて襲い掛かかる。

　それに対して、イラは右腕を高く掲かかげ、

「刮かつ目もくせよ！　全てを破は壊かいし、無に帰す、憤怒の光を！」

　そして、宙に刻印を描えがくと、竜りゆうの紋もん章しようが光を放って浮かび上あがった。

「〝破壊レイジ・光線レイザー〟」

　宙に浮かんだ竜の紋章から、純白の光線が発射される。

「消え去れ！　〝嫉妬の怪物〟よ！」

　白く輝く極ごく太ぶとのレーザーは僕ごと、黒い蛇の群れを包み込んだ。




　その瞬しゆん間かんに摑んでいた黒い蛇の頭が消失し、僕は落下した。

「うわぁああああああ！」

　そして、水しぶきを上げて、プールに落ちた。




　プールから這い上がる。

　見上げた先に立っていたのは──園城美愛。

　その手に握にぎられているのは、蛇を模した〝嫉妬〟のシンボルである。

　僕を見るその視線は、厳しく、冷たいもので──。

「結城君、私──」

　今、皇位継けい承しよう戦争を挑いどまれたら、万ばん事じ休すだ。〝破壊レイジ・光線レイザー〟を使用したから、〝憤怒〟の感情力は二割を切っている。〝破壊レイジ・と消去イレイザー〟は使えない。為なす術すべもなく、僕は負ける。

「貴様が海種の種族王だったということか」

　しかし、美愛の言葉を遮さえぎったのは、〝傲ごう慢まん〟のスペルヴィオ。

「それならば、俺が挑んだ皇位継承戦争は無効ということだな」

　立ち上がり、右腕をダラリと垂らしたまま、好戦的な視線を美愛に投げる。

「俺は全ての種族王を倒たおして、煌帝となる。やるなら俺が先だ」

　美愛はスペルヴィオを一いち瞥べつすると、

「……貴方あなたと戦う気はないわ」

　黒くろ縁ぶちの眼鏡をとった。

「……私の〝嫉妬〟は消えた。また、初めからやりなおし。こんな状態で互たがいにやりあっても、貴方はつまらないでしょう？」

　スペルヴィオはニヤリと笑って、

「精々、俺に相応しい敵となれ」

　美愛に背を向けると、ゆっくりとした足取りでこの場から離れた。

　僕は安あん堵どの吐と息いきを漏らすと、倒れたままの萌花の方に向かった。

　脈をとって、呼吸を確かく認にんする。無事かどうかはまだわからないが、生きてはいる。

　──本当に良かった。いつも巻き込んでごめん。

　その言葉は萌花が意識を取り戻もどしてから、きちんと言おう。

「やれやれ、やはり最後は余が決めてやらんといかんか。概がい念ねんが無ければ、概念を与えてやれば良いだけの話。周囲の者がそれを認知すれば概念として生まれるのだからな。〝憤怒〟の力、応用編といったところかの」

　フィギュアから飛び降りたイラが、空からフワリと降りてくる。

「あの高さから飛び降りて、平気なのか」

　少なくとも、普ふ通つうの人間が飛び降りられる高さではない。

「このマントのおかげであるが？　初めて会った時もそうであったろ？」

　そんな特とく殊しゆ効果もあるのか。

「あ、瞳の色が元に戻ったね」

　逆鱗に触れられて赤くなっていた瞳は、いつものキラキラとした金色に戻っていた。

「うむ。〝破壊レイジ・光線レイザー〟を使うと、余の〝憤怒〟の暴走が収まるようであるな。実にすっきりとした気分であるわ」

　イラは柔やわらかく微笑むと、美愛の方に視線をやった。

「エンヴィアよ。聞いておかねばならぬことがある。煌帝を殺あやめたのはお主か？」

　美愛は鋭するどく目を細める。

「……仮にも相手は前回の皇位継承戦争を勝ち抜ぬいた煌帝。誰だれも気付かないくらいの刹せつ那なの間に、私の〝不可視のインビジブル掌握・タツチ〟で殺すことなんて可能かしら？　もし、煌帝を殺す事が出来る人がいるなら、私には心当たりが一つしかない。少なくとも、それは私ではないし、貴方にはそれが誰かわかっているはず」

　どういうことだろう。

　イラには煌帝が誰に殺されたのかわかっているというのだろうか？

「ふむ……そうか。〝泣き虫〟エンヴィアには出来ぬだろうな」

「……シット、黙だまりなさい。何を言っているの」

「余はしっかりと、憶おぼえておったぞ。お主は泣き虫エンヴィアであろ？」

「……何を言っているのかわからないわ」

「いーや、誕生日のケーキを余にちょっと食べられただけで泣いたであろ？」

「……ちょっとじゃないわ。全部食べられたからよ」

「能力に目覚めたとか言って、小石をフヨフヨ浮かすから、軽く〝破壊レイジ・と消去イレイザー〟で消し飛ばしてやったら泣いたな」

「……当たり前じゃない。ただの小石じゃないわ。〝お気に入りの小石〟よ！」

「あんなもの、どこからどう見ても、ただの小石であるわ」

「……違う。丸くてすべすべしてて、手のひらサイズの、私の友だちだった〝マルコさん〟よ！」

「小石に名前などつけておるから、友だちができんのだ！」

　僕は慌あわてて止めに入る。

「ちょ、ちょっと待った。ストップ！　二人は知り合いなのか？　イラは最初、顔を見た時、種族王かどうかわからないって言ってたじゃないか」

「泣き虫エンヴィアが種族王に成れるはずがなかろ？」

「……成れる。成れます。成りました！」

　美愛がむきになっている。

「じゃあ、園城さんが、幻想世界ギルテイアの人間だってことは──」

「知っておったぞ？　なにか企たくらんでおることもな。しかし、その企みにのってやらんとつまらんであろ？　ただでさえ、泣き虫で弱虫なエンヴィアが色々考えておるのだから、付き合ってやらんとな」

「……いいわ。貴方が見くびっている私の力、見せてあげる」

〝嫉妬〟のシンボルを構える美愛。

「ふ、良かろう。余に勝てるなど、万に一つの可能性もないことを教えてやろう」

「ま、待った！　落ち着いて！　二人とも！」

「余は落ち着いておる」

「……私はここ最近で一番冷静よ」

　その時、「ふわぁ」と吞のん気きなあくびの声が聞こえた。

「あれ、ここはどこ？」

　萌花が身体からだを起こして、目をこすっている。

　その様子からして、どうやら操あやつられていた時の記憶は無いようだ。

「あ、イルカのショーが始まる？」

　寝ねぼけたその言葉に、僕は少し考えてから答えた。




「ショーはたった今、終わった所だよ」







　エピローグ　Epilogue







　アクアファンタジアの被ひ害がいは、ほぼイルカショーを行う会場だけだった為ため、一時休館したものの、今では大水すい槽そうのある本館だけで営業が行われていた。盛せい況きようだったイルカショーの為に、連日働き続けていたイルカたちにとっては、ほどよい休きゆう暇かになったかもしれない。また、会場が閉へい鎖さされている理由として、アクアファンタジアは「施し設せつの保全及および修理の為」と発表した。

　Ａ区の住民たちの中には、〝黒くて巨きよ大だいなイルカ〟が会場を飛び出してジャンプをしていたのを目もく撃げきした者もおり、新しいショーの為に施設を改造しているのだと言う者もいる。

　もちろん、事実はそうではない。

〝刷インりプリ込ンテみインのグ・鈴ベル〟によって、事実は上手うまく隠いん蔽ぺいされたのである。

　ただ、必要な修理費は全額、園えん城じよう美み愛あが用意した。

　どうやってそれだけの資金を稼かせいだのか美愛に聞くと、「……証しよう拠こ金を預よ託たくして、高レバレッジを効かせて、外貨を取引するだけの簡単な方法よ」と答えた。僕にはよく分からないし、少なくとも同じ事は出来そうにない。

　美愛はさらに、こう続けた。

「……本当に欲しいものは手に入らないけれど、必要なものは努力さえすれば手に入るものよ」と。




　雨の気配は過ぎ去り、日に日に暑くなっていく。

　アクアファンタジアで売られているソルトアイスは、絶品だった。

「……む。なんというか、しょっぱいかと思えば甘く、甘いかと思えばしょっぱい。実に不可思議で、深みのある味であるな……」

　イラはプラスチック製のスプーンを咥くわえて、しみじみとソルトアイスを味わっている。

「食べ逃のがしたのが、ずっと心残りだったんだよ。美味おいしいね」

　萌もえ花かも嬉き々きとして、ソルトアイスを口に運んでいる。

「……結ゆう城き君。はい、アーンして」

「ええい！　お主はなぜここにおるのだ！」

「……シット、黙りなさい。私は──」

　園城美愛は黒縁の眼鏡をクイッと手で直すと、

「結城君の友だちだから、ここにいるのよ」

　挑ちよう戦せん的な視線を僕に投げかけた。

「……そうでしょ？　結城君。約束したものね」

「うん」

　確かに約束した。この事態が解決したら友だちになろうって言った。

「……ほらね。だから、私はここに友だちとしているの。貴方に非難される筋合いは無いわ」

　ぐぬぬ、とイラは黙りこむ。

「……友だち、ステキな響ひびき」

　手を合わせて、美愛は瞳ひとみを閉じる。

「私の初めての友だち、そして、ファーストキスの相手、いつか恋こい人びとになる日も──」

　ピシッと空気が割れる音が、確かに聞こえた。

「そうであった！　思い出した！　余は思い出してしまった！」

　イラは椅い子すを飛び降りて、テテテッと小走りにこちらに来ると、

「余は泣き虫エンヴィアなどに、後おくれを取るわけにはいかんのだ！」

　僕の両りよう肩かたをがっしりと摑つかんだ。

「……特別に、チューして良いぞ？」

　恥はじらいの感じられない満面の笑えみ。

「えええええ!?　ちょっと待って、おかしい！」

　どうしてそうなる!?

「特別であるぞ！　今日以外は許さんからの！　ほれ！　はよ！」

　瞳を閉じたイラの小さな唇くちびるが、こちらに──。

「ま、待って！　待って！　も、萌花、萌花ちょっとたすけ──」

　逃にげようとする僕のシャツをしっかりと摑んでいる者がいる。

「順番でお願いします」

　顔を真っ赤にして、俯うつむいた萌花だった。

「じゅ、順番とかないから！　そんな！　イラ待て！　待って！　うわっ！」

　椅子ごと後ろに倒たおれてしまう。しかし、イラはがっしりと肩を摑んで離はなさない。

　馬乗り状態で、ぐぐぐっと迫せまってくるイラに、僕は──。

「〝不可視のインビジブル掌握・タツチ〟」

「ふわっ」

　僕の身体にかかるイラの体重が軽くなる。

　見えない手に首根っこを摑まれたイラが、宙に浮ういていた。

「コラー！　余をじゃれつく生まれたての子こ猫ねこみたいに軽々しく扱あつかうでなーい！」

「……シット、黙りなさい」

〝嫉しつ妬と〟のシンボルが、園城美愛の手の中で淡あわく光を放っていた。




　レインコートの通り魔まは結局捕つかまることはなく、アクアファンタジアの半はん壊かい事件も犯人不在で終息した。夜道で襲おそわれた女性も軽傷で済み、今回の事件で一番被害にあったのは、イルカショーを楽しみにしていた子どもたちかもしれなかった。

　園城美愛こと、エンヴィアとの皇位継けい承しよう戦争は延期。残る種族は、〝怠たい惰だ〟の野や獣じゆう種、〝色しき欲よく〟の有角種、そして、〝強ごう欲よく〟の鳥ちよう獣じゆう種である。




「園城さんは、どうして、わざわざ転校してきたんだ？」

　気になった事を聞いてみる。

「……貴方あなたたちの側にいれば、〝嫉妬〟には事欠かないもの」

　異世界からやってきた、長い黒くろ髪かみで黒くろ縁ぶち眼鏡が良く似合う、静かな海のような転校生は、僕のそばで微笑ほほえんでいる。




「コラー！　レイジは余の餌えさである！　誰だれにもやらんぞ！」

　次回も、できれば、怒おこらずに生きていたい。







　あとがき




　こんにちは。新キャラクターの園えん城じよう美み愛あを加えた『煌こう帝ていのバトルスローネ！』第二巻をお届けします。相変わらず、ぎん太た郎ろうさんはこちらのハートをぐっと摑つかむイラストを描えがいてくれていますね。表紙買いバンザーイ！

　一巻では竜りゆう姫ひめイラが可愛かわいいという感想を多くいただけたので、今巻でもそう感じてもらえるように頑がん張ばりました。従姉妹いとこの如月きさらぎ萌もえ花かにせよ、ようやくキャラを摑めてきたらしく、キャラ同士の掛かけ合いは私自身も楽しんで書けました。何気に人気のある〝傲ごう慢まん〟のスペルヴィオもしっかりと活かつ躍やくしていますので、未読の方はご期待ください。

　実は今回少し気合を入れて書きすぎていて、あとがきが一ページしかとれなかったので、申し訳ないですが、早さつ速そく、次巻の予告をさせてもらいます。

　次巻では、天才肌はだで何を考えているのかわからない可愛い女の子、『明日から本気出す』の〝怠たい惰だ〟さんが登場予定です。ただ、やんごとなき事情により、別の展開になる可能性もあるので、その時はご了りよう承しようください。二巻も楽しんでもらえたなら、是ぜ非ひ、知り合いの方に一巻と合わせて薦すすめていただけると幸いです。

　それでは、また次巻、お会いできることを祈いのって
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